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【巻頭言】 

あいさつ 

                       埼玉県高等学校情報教育研究会 会長 矢部 秀一 

                                 （埼玉県立大宮武蔵野高等学校長） 

 
 一昨年１月に、高等学校情報教育研究会が発足し、

２年目となった平成１７年５月２４日の総会で第２代

会長の大役を引き継ぎました。第１回の関東大会参加

をはじめ慌ただしい１年ではありましたが、会員の皆

様の厚い熱意と県教育委員会や埼玉県高等学校連合教

育研究会の御指導・御援助により、各種事業の実施並

びに１年の総まとめという研究会誌第２号の発行がで

きるに至りましたことを御礼申し上げます。 
 まず、今年度の事業について反省とお詫びを申し上

げたいと思います。今年度当初予定していた施設見学

会と授業研究会が開催できず、学校で実際に授業に取

り組んでいる先生方には大変失礼いたしました。施設

見学会は夏季休業中に最新の情報提供を兼ねて実施し

たかったのですが、第１回の関東大会開催の話があり

これに変更させていただきました。授業研究会は中学

校との連携を考えておりましたが、調整がうまくいか

ず、講演会に替えさせていただきました。会員の皆様

からのアンケートからは公開授業実施の要望が多く寄

せられており、来年度の実施を確実にしていく所存で

す。また、関東大会は、第２回以降は毎年関東地区を

持ち回りで開催します。ちなみに、来年度は埼玉県で

開催することになっています。実施に当たって会員の

皆さんのお力をお貸し下さるようお願い致します。 
 さて、３年目を迎えた新教育課程では、高等学校に

おける情報教育のカリキュラムを実際に展開する特別

な教科として設定し、その内容を展開するものとして

「情報Ａ」「情報Ｂ」「情報Ｃ」が新設されました。そ

の構成を簡単に言えば、演習の時間を全体のＡでは全

体の２分の１以上、Ｂ，Ｃでは全体の３分の１以上お

こなうよう規定をし、生徒自らが課題を持ち、情報や

情報機器を主体的に活用するという基本的な考え方を

重視した構成になっております。新教科「情報」にた

ずさわる先生方に、新教育課程の出発から３年を経過

した今、原点に帰り、教科「情報」の目的、「情報活用

の実践力」、「情報の科学的理解」、「情報社会に参画す

る態度」という３つのねらいをもう一度見直し、この

３つの力をバランスよく指導していただければと存じ

ます。 
 １１月に講演をしていただきました永野先生は、こ

れからの社会で身につけておくべき知識・技術は、調

査(Research)、コミュニケーション(Communication)、

企画(Planning)、対応(Coping)、説明(Account)のそれ
ぞれの能力と言っておられました。同時に、情報科の

教師に求められるものは、学習課題の開発、運用(マネ
ージメント)・環境設定、情報収集能力、システム的な
ものの見方、技術動向の予測、コミュニケーション能

力と話されました。授業の特徴としては、各学校にお

いては、生徒の実態に応じた演習中心の授業展開をし

て、基本的な知識や理論を課題解決の演習をさせなが

ら習得させることが必要不可欠となるのではないでし

ょうか。 
 このよう中、今年度の研究委員会では５名の先生方

に研究をいただき、授業の演習課題について調査して

まとめました。会員の皆様の調査に対する御協力をこ

の場をお借りして御礼申し上げます。調査報告がこの

会誌に掲載しておりますので授業の役に立てれば幸い

です。 
  最後になりますが、本研究会は生まれて２年が経過
しました。よちよち歩きから一人前にしっかり歩ける

ようになってきたかは疑問であります。しかしながら、

県教育委員会をはじめ多方面の方々からいろいろと御

指導、御鞭撻をいただきながら、会員相互の研究を充

実させ、さらなる発展を期したいと思います。 
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【寄稿】 

「埼玉県における情報教育の充実を目指して」 

 

                      教育局指導部高校教育指導課指導主事 小出 和重 

 
 このたび、埼玉県高等学校情報教育研究会「研究会

誌」第２号が発刊されますことを、心からお喜び申し

上げます。 
 また、埼玉県高等学校情報教育研究会の皆様には、

日頃より本県情報教育の充実・発展のために御支援・

御協力をいただいておりますことに、深く感謝申し上

げます。 
 今日の国際化、高度情報化、科学技術の進展、少子

高齢化などによる急激な社会構造及び経済構造の変化

は、生徒を取り巻く生活環境をも大きく変化させてお

ります。このような時代にあって、たくましく心豊か

に生きる生徒を育成するためには、社会の変化に対応

した教育を創造することが強く求められております。 
 また、昨年度公表されましたＰＩＳＡ調査では、日

本の子どもたちの「読解力」の不足が示されました。

「読解力」、「思考力」とは、課題や目的に応じて情報

手段を適切に活用することを含めて、必要な情報を適

切に収集・判断・表現・処理・創造し、受け手の状況

などを踏まえて発信・伝達できる能力と読み解くこと

ができると考えます。高等学校において、この力は、

単一の教科で身につけられるものではないと同時に、

教科「情報」がその基礎を支えるものであり、「情報教

育」、「教育の情報化」への大いなる期待を感ぜずには

いられない状況です。 
 現在までも、情報化に対応した教育を実現するため、

ＩＴ戦略本部が策定した「e-Japan重点計画」等に基
づき、「2005年度までに、すべての小中高等学校等が
各学級の授業においてコンピュータを活用できる環境

を整備する」ことを目標に、教育用コンピュータの整

備やインターネットへの接続、教員研修の充実、教育

用コンテンツの開発・普及、教育情報ナショナルセン

ター機能の充実などを推進しています。 
 埼玉県におきましても、平成１７年度からは、「彩の

国教育情報化推進計画」のリニューアル版を策定し教

育の情報化を推進しているところです。 
 こうした状況の中で、埼玉県高等学校情報教育研究

会並びに会員の皆様に、御期待申し上げますことは、

普通教科「情報」の充実と学校における「教育の情報

化」の推進です。 
 普通教科「情報」の充実では、授業の実践に当たっ

て、他の教科のように長年にわたる授業実践の報告や、

調査研究が存在するわけではなく、情報技術は目を見

張る速度で進展しており、指導方法ひとつとってみて

も多くの課題が存在します。 
 例えば、入学生徒の「スキル差」に対する対応です。

「スキル差」には、「コンピュータ操作のスキル差」と

「情報活用能力のスキル差」の２種類があり、それを

整理して考える必要があります。そして、小中高を串

刺しにした到達目標の明確化をすることで、課題解決

の端緒があると考えます。また、「分かる授業」を展開

するという観点から、教科に関する専門的教養を深め、

指導方法の工夫・改善を図るとともに、教材の開発な

どを積極的に行うことも重要です。その際、研究会の

活動をとおして、人的なネットワークを構築し、十分

な情報交換を行うことが肝要と考えます。 
 また、一方で「情報モラル」の育成も大きな課題の

一つです。 
 教育委員会では平成１７年１月に「「情報モラル教

育」指導資料」を策定し、個人情報の保護、セキュリ

ティの確保、著作権への配慮等に指導するとともに、

情報モラルの育成を図り、情報化の進展による人間関

係の希薄化、生活体験・自然体験の不足の招来、心身

の健康に対する様々な影響等、情報化の「影」の部分

への対応をお願いしているところです。また、「情報モ

ラル指導普及フォーラム」を平成１７年１２月２日に

開催し、様々な立場からのパネルディスカッションや

講義をとおして情報モラルについて掘り下げてまいり

ました。 
 学校における「教育の情報化」の推進に関しては、

各学校で、校内情報化推進リーダー等を選任していた

だくとともに、校内ＩＴ活用研修計画書を作成して、

校内研修の充実を推進していただいております。また、

それぞれの役割に対応した研修を実施し、IＣTを活用
した「分かる授業」の実現を目指しております。 
 教育方法の大きな転換期である、現代におきまして、

その成否の鍵をにぎるものとして「教育の情報化」が

あると考えます。埼玉県での、地に足のついた学校に

おける「教育の情報化」を醸成させていくためには、

先生方にその趣旨について、さらに御理解をいただく

等、専門家である会員の皆様には今後とも、一層の御

理解と御協力をいただきたいと存じます。 
 最後になりましたが、埼玉県高等学校情報教育研究

会、並びに会員の皆様のますますの御発展を御祈念申

し上げましてあいさつとさせていただきます。 
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情報教育のさらなる発展に向けて 
 

県立総合教育センター 指導主事兼所員 須藤 崇夫 
 
 埼玉県高等学校情報教育研究会におかれましては、

日頃より本県教育の充実・発展に格段の御努力をいた

だいておることに対して、心から敬意を表します。 
現代社会の情報化の進展は目覚しく、情報化の進展は、

私達の生活や就労、学びの形態まで変えようとしてい

る程、社会構造の変化をもたらしているといわれてい

ます。 
 文部科学省は平成17年10月24日、2005年度でいわ
ゆる「e-Japan戦略」が終結するのに伴い、新たな政
府戦略策定に向けての文部科学省としての目指すべき

方向性及び具体的な施策の基本的な考え方として「ポ

スト２００５」を発表しました。その中で、ＩＴ教育

の充実のために、小・中・高全体を通じた情報活用能

力の育成を図るとともに、教科指導における学力向上

のためのＩＴ活用として、児童生徒の学習に対する興

味・関心を高め、理解を深めたり、個に応じた学習を

支援することを求めています。さらに、情報社会の進

展に伴う課題への対応として、インターネット等の利

用に起因したトラブルや、インターネット上で人格形

成に悪影響を及ぼすおそれのある有害情報が増えてい

る現状を踏まえ、学校において「情報社会で適正な活

動を行うための基となる考え方と態度」を育成する情

報モラル教育の充実を図ることを求めています。 
 この情報モラル教育については、現状・現実を踏ま

え、改めて、情報化社会の現状と課題はなにか、なぜ

情報化が進んでいくか、生徒の意識や社会の変化はど

のようなものも含めて必要性を強く感じております。 
 情報社会に生きる子どもたちは、これから社会生活

を営む中で、情報化の光と影を正面から受け止めなけ

ればなりません。情報の発信はもとより、受信した情

報を選択し活用する能力が今まで以上に求められるよ

うになります。その一方、影の部分である様々な危険

に正しい知識や対処方法を身に付けておく必要があり

ます。情報社会に参画する態度や、情報に対する責任

について考える態度もふくめた、いわば、情報安全教

育、つまり情報モラル教育が必要とされています。情

報教育の中で重要な位置を占めるものと考えます。 
 また、社会構造が変化していく中、情報教育につい

てもさまざまな意見や課題が出てきています。 
 問題解決能力や思考力の育成が重要であること。子

どもたちが社会に出て実際に役立つ、必要な思考力・

表現力などを身につけさせることが大事であること。

校種間の接続が大事であり、そのためには小・中・高

で何をすべきかを示すべきであることなど様々です。

先日、中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部

会の家庭、技術・家庭、情報専門部会委員の先生とお

話をすることがありました。その中でおっしゃってい

たことに、情報教育について以下のような視点を設け

て展望したいということでした。まず、「情報を科学す

る」視点であり、情報科学や情報論・メディア論など

に対して理論的な側面から見る視点。次に、「情報を活

用する」視点であり、情報活用・ＩＴ 活用に関係した
実践的な視点。最後に、「情報を吟味する」視点であり、

情報社会や情報安全に関係して、情報やメディアが与

える影響、情報セキュリティ、情報モラルなど社会と

の関連を重視する視点で教育を進めることが必要であ

るとのことです。参考にしていただければと思います。 
 県立総合教育センターにおきましては、情報教育の

推進のため様々な事業に取り組んでいます。来年度か

らは、５年経験者研修において教科別研修として教科

｢情報｣も開催し、初任者研修、５年経験者研修、１０

年経験者研修の中で系統立てた教科別研修を行ってい

こうと考えています。その他にも、多様なニーズに対

応できる研修を考えておりますので、研修案内を御覧

いただき、たくさんの参加をお待ちしております。 
 また、平成17年度に、コンピュータシステムの更新
を行い学校支援システムを構築しました。このシステ

ムは、県立総合教育センターが埼玉県下の公立小・中・

高等学校・特別支援教育諸学校とその先生方を対象に、

授業等で活用できるＩＣＴ機能を提供するものです。

ＩＣＴを活用した授業の実践や、先生方同士の情報共

有など、教育の情報化を支援するためのシステムです。

教育活動の様々な場面で御活用いただければ幸いです。 
 最後に、このような研究会は、課題を共有し教材や

指導方法を研究され、資質を向上させる機会となるこ

とと存じます。生徒が、急速に進展する情報杜会に対

応し、心豊かな生活を実現できるよう、「教育の情報

化」に積極的に御協力いただきますようお願い申し上

げます。重ね重ねになりますが、埼玉県高等学校情報

教育研究会の今後のご発展と、会員の先生方の御活躍

を祈念いたしましてあいさつといたします。 
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【総会・講演会】 

 

平成１７年度埼玉県高等学校情報教育研究会総会報告 

                             埼玉県立所沢高等学校 教諭 西澤 廣人 

 

はじめに  

 埼玉県高等学校情報教育研究会の第２回の総会及び 

講演会が次の日程で、数多くの出席者のもと、開催さ

れた。ここでは当日の概要を報告する。 

  

1 日時  

 平成１７年５月２４日 (火)  

 午後 1:30～4:30  

 埼玉県立川越高等学校 セミナー室  

  

2 総会について  

（1） 開会のことば 

   埼玉県高等学校情報教育研究会副会長  

     勝又 健司 小川高校教頭 

（2） あいさつ  

・埼玉県高等学校情報教育研究会顧問 

   神山 輝夫 川口北高校前校長  

・埼玉県教育委員会 

  指導部高校教育指導課 小出和重指導主事 

・埼玉県立総合教育センター情報教育推進担当  

   須藤 崇夫 指導主事  

・会場校教頭  

   田所 和成 川越高等学校教頭  

（3） 協議事項  

・平成16年度事業報告 

・平成16年度決算について 

・平成17年度役員改選について 

 神山会長が顧問となり、新会長は矢部先生となった。

研究会はまだ発足後、間もないため、ほぼ昨年と同じ

体制でのぞむことになった。 

・平成17年度事業計画(案)について  

 研究会としての活動は昨年と同様だが、夏に第１回

の関東地区の情報教育研究大会が開かれることになり、

現状について説明があった。夏の大会について協力と

参加を呼びかけた。 

・平成17年度予算(案)について 

・その他  

（4） 事務連絡 

・事務局のメールアドレスが変更になった。 

・円滑な事務処理のために、文書の配送はe-mailを原

則とし、事務と連絡をとりあうことを確認した。 

 

（5）講演会  

 ・講師  

   東京工業大学 教授  

      赤堀 侃司 先生  

 ・演題  

   教科「情報」の授業の在り方と今後  

 
（6） 諸連絡  

（7 ）閉会のことば 

   埼玉県高等学校情報教育研究会会長  

     矢部 秀一 大宮武蔵野高校校長   

 

 多くの方のご協力により第２回の総会をつつがなく

終えることができた。今後の課題としては、こうした

総会に参加したくても情報の担当者が一人しかいない

学校では自習措置も難しく参加できない点がある。 

 総会が終わった後に、参加できなかった学校へ資料

を届けるために、参加者や役員で仕事分担した。PDF

など電子文書にしてネットで配布する方法も考えられ

るが、紙でないとなかなか読まれないという現実もあ

る。 

 こうした文書や資料の配布については、他教科の研

究会でも悩みの種である。総会直後に、欠席校へは切

手をはって郵送する方法もあるが、手間も郵送料もか

なりの負担となる。会場校や事務局の手をわずらわせ

ず、お金もなるべくかけずという方法を探っていく必

要がある。 
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 また、予算案の説明の中で、会費については、各学

校で埼玉県高等学校連合教育研究会への登録をしてい

ただきたいとのお願いがあった。登録のご確認を。 

 

3 講演会について 

教科「情報」の授業の在り方と今後 

をテーマに、東京工業大学教授・赤堀 侃司 先生に講

演をしていただいた。赤堀先生の講演を聞くと、現場

でがんばろうという勇気と元気がわく。講演の様子を

参加できなかった先生方に少しでも伝えたく、報告を

させていただく。 

 

教科「情報」の特性 

（１）教科「情報」のねらいは、何か 

 これまでの教科と教科「情報」には違いがある。 

 これまでの教科では、体系化された内容を学ぶ。例

えば、国語、数学、理科のように教科で領域が分かれ、

さらに理科の中には、化学、物理、生物などがあり、

物理の中にはというように、体系的に知識は分けられ、

積み重ねられると考えている。こうした教科を通して

学ぶものは、言語能力、数理能力、音楽的能力、運動

能力などの知能であり、例えば国語の中では「話す」

「書く」の活動のように、学年や発達段階に応じた学

習目標を明記し、知能を発達させることをねらいとし

てきた。 

 また、小学校における算数の学習のように、知識を

階層的な積み木モデルでとらえ、１つ１つ段階をおさ

えて学んでいく。 

 一方、社会で要求される仕事の遂行能力を分割して、

積み重ねで学ぶということはできない。仕事の段取り、

計画、情報の活用、実行、評価、コミュニケーション

のように、それぞれが相互に関連し合っているので構

造化モデルでとらえる必要がある。 

 これまでの教科は、内容知を扱い、知識・理解を深

め学力を育ててきた。これに対し、教科「情報」は、

方法知を扱い、仕事の遂行能力を高めるというように

能力を育てる。そのため、そこで扱う課題にも違いが

出てくる。 

 「東京から静岡まで、何キロメートルあるか、地図

から求めなさい。」という問題は、地理の問題だろう

か、それとも数学の問題だろうか。知識の転移が可能

になるために、普遍的な「良問題」を扱うだけでは足

りない。本物の医師と医学部の学生が取り組む「実際

のカルテから、この患者の病気は何かを診断しなさい」

というような対応的で現実とかかわる問題を、教科「情

報」の中でどう取り扱っていくかをぜひ考えていただ

きたい。 

 次に、学習目的の問題がある。学校で学ぶことと現

実とが結びつかない、現実の問題に役に立たないとい

う子どもたちの捉え方をそのまま放置しておくわけに

はいかない。日本の学生は学習意欲がない、理数はで

きても好きではないという調査結果が出ている。一方、

社会はできる人材をもとめ、グローバル化によって世

界中から人材を集められる時代になっている。こうし

た時代に子どもたちを育てていくために、ＩＣＴを活

用しながら、問題のための問題なのか、現実に役立つ

問題なのかを意識して、授業を考えていってほしい。 

 

（２）わかる授業との違いは何か 

 わかる授業とやさしい授業は同じではない。「情報」

の授業を行う上で、高大連携や生涯学習で行われてい

るＳＰＰ（サイエンスパートナーシッププログラム）

やＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）、ＡＰ

（アドバンス・プレイスメント）から学ぶものはたく

さんある。 

 ＳＰＰで、お茶の水女子大学の実験に参加した前橋

南高校の生徒たちは、大学レベル実験に大きな感動と

衝撃（ジャイアントインパクト）を受けた。「難しい

けれど面白い」「何か無性に勉強したくなった」「私

もあのような人生を見つけたい」「私の人生変わった

と思います」など、「ホンモノ」との出会いが、子ど

もたちを大きく成長させた。教室文化では誰でもわか

る授業で失敗は許されないが、実験室文化では素質を

のばす教育で失敗は許される、失敗から学ぶという違

いがある。こうした実験室文化から学ぶ点も多いので

はないだろうか。 

 

（３）教科「情報」の特性 

 キーワードを整理すると以下のようになる。 

これまでの教科 教科「情報」 

わかる教育 伸ばす教育 

見える学力 見えない能力 

積み木モデル 仕事モデル 

Human Factor Human Actor 

行動や脳 状況や現実に応じて 

静的 動的 

 教科「情報」では、基礎基本と現実課題の間をいっ

たりきたりしながら、課題を通して基礎を学習させる。

言語学習のドリル→コミュニケーション→課題ベース

のような流れが参考になるだろう。 

 こうした教科「情報」の特性を理解して、授業設計

をすることが大切である。 

 

授業のデザイン 

 「情報」の授業をデザインするために、８つの観点

をあげる。 
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（１）デザインする能力を身につける 

 目標から課題分析。現実の学校行事と関連させる。

表現の仕方を学習する。 

（２）プロジェクト学習をさせる 

 協同学習を経験する。目標を達成するプロセス、ア

イデアを共有する。 

コミュニケーションの仕方を知る。リーダの役割を知

る 

（３）問題を作らせる 

 その分野の知識を知る。作ることで理解する。工夫

することを知る。 

（４）実習から学ぶ 

 誤りから学ぶことは非常に重要である。ブラックボ

ックスにしない。作ることで理解する。事例から学ぶ。 

（５）モデリング 

 他から学ぶ。隠れたカリキュラム。方法的知識は物

まねから。 

＜事例１＞WEBページの設計図 

 設計図を作ることで、考えていることや、プロセス

が自分にも他人にも見えてくる。コンピュータで作業

をする前に、アナログな作業が大切。 

＜事例２＞学校紹介CMプロジェクト 

 現実の学校行事につながるプロジェクト。グループ

での問題解決。 

＜事例３＞センサーロボット作り 

 ロボットを作り動かす中でさまざまな問題に出会う。

生徒同士が教え合い情報交換しあうことで問題を解決

していく。 

＜事例４＞生徒によりそう 

 生徒によりそうように教師が横にかがみこみ、いっ

しょに画面で説明をする後ろ姿の写真。教師がよりそ

う形での学びの大切さ。 

（６）相互評価させる 

 相互評価によって、メタ認知的な能力の獲得をめざ

す。視点を知る、基準を知らせる、専門家との違いを

発見することが重要である。 

 提出レポートを相互に評価するWebページを利用す

ることで、お互いの評価が見える。それぞれの評価者

としての役割と責任があることで、評価の質が高まっ

た。また、ポスターセッションでは、携帯での相互評

価を行うことで、自分の活動の評価をすぐに得ること

ができた。 

 相互評価の活動を行うときは次のポイントを考えて

ほしい。 

・他によって、自分を知る 

・どうしたらいいかを、述べる 

・理由が大切 

・基準を明確に 

・中高生は人間関係に注意 

・教員のアドバイス 

・絶対評価との関連 

（７）自己調整力をつける 

 自分で考える。自分で計画する。自分で評価する。

自己調整（self-regulation）力の育成。 

（８）情報モラルを身につける 

情報の判断（情報モラル）。情報の背後を見通す。知

識を扱う知識。情報リテラシー。 

 以上８つの観点を参考に授業をデザインしていって

ほしい。ＩＴ授業 実践ナビ

（http://www.nicer.go.jp/itnavi/）のページも参考

になる。 

 

いくつかの課題 

（１）本当に、学力や能力を習得できるのか 

 ＩＣＴを活用した授業で、本当に学力や能力を習得

できるのだろうかという問いは重要である。 

「読解リテラシーの問題」「数学リテラシーの問題」

「科学リテラシーの問題」の中で、情報を取り出し解

釈し評価する、手順を考え関連付けをする、理由を説

明するなど、社会で通用する幅広い形式の問題があり、

こうした問題に対応する力をいかにつけさせるのかを

考える必要がある。 

 

（２）情報活用能力は、教科の能力とどう関連するか 

 情報活用は、これからの必須の能力であり、情報活

用と教科の成績に相関がある。情報活用の高い生徒、

学校は成績が良いという調査結果が出ている。自分で

取組む学習の重要性はますます増している。科学教育

では、「科学のための科学」か「社会のための科学」

か、ということが議論されている。教科の能力と社会

が必要としている能力の関係をよく考えていく必要が

ある。 

 

（３）IEAとPISAの能力の関連 

 学力の国際比較の中でも、問題を把握し解決をする

能力が求められている。 

（４）現実とのギャップ 

 しかし、授業を行う上ではさまざまな現実の問題と

出会う事になる。 

・PCの故障が絶えずに起こる 

・ＴＴをしたいが、教員が不足している 

・グループを作って、生徒同士が教え合っている 

・これはスキル差が出なくなる 

・しかし、個人個人の評価が難しい 

・コンピュータネットワークの保守が難しい 

・人的ネットワークが難しい 
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・進学校における「情報」の位置づけが難しい 

・「情報」のめざすもの、体系化が難しい 

・他校との情報交換が不足している 

・教員は、成績処理でネットワークの便利さを実感で

きる 

・しかし、セキュリティの問題がある 

・携帯電話を持っているが、活用が難しい 

・スパムメールが多い 

・出会い系サイトの勧誘メールが多い 

・生徒の作品発表会の時間確保が難しい 

・生徒１人１人のメールアカウントの発行と管理が、

難しい 

・教材内容や課題学習内容に苦慮している 

・生徒が、教員の物まねしかできない 

・グループ発表で、生徒間の取り組みの差が大きい 

・高いスキルの生徒は、真面目に授業を受けないで、

ネット上で遊んでいる。 

・作品などが多く、評価の労力が大きい 

・アダルトサイトが多すぎる（制服は是か否かのディ

ベート） 

・検索の仕方が難しい 

・遊びに近い教科になってしまう 

・総合学科では、情報処理検定を受験させるが、操作

中心になる 

・プレゼンテーションをしたくない生徒が多く、保健

室に逃げる 

・指導事例の蓄積が少ない 

・特別支援教育では、ＩＴは有効で、子どもたちは興

味関心を持つ 

・しかし、ソフトを購入する予算がない 

 

（５）議論していただきたいこと 

 次の点をぜひ議論していただきたい。「ハード、ソ

フトの課題」「学習指導上の課題」「ＴＴの課題」「情

報モラルの課題」「セキュリティや管理の課題」「教

科「情報」の目標の課題」 

 課題は多いが、教科「情報」に関わる教員が議論を

していくことで、一つ一つ問題を解決していってほし

い。 

 

 多くの事例と示唆にとんだ熱い講演会は、丁寧な質

疑応答で終わった。講師の赤堀先生にはこの場を借り

てお礼を申し上げ、感謝を表したい。 
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【関東大会】 
平成１７年度埼玉県情報教育研究会総会・講演会報告 

 
埼玉県立越谷西高等学校教諭 高山敦生 

 
 
 

 
関東大会報告 
 
 平成１７年８月２６日、記念すべき関東地区高等学

校情報教育合同研究大会（第１回東京大会）が、東京

都立工芸高等学校を会場に開催されました。 
  関東各都県だけでなく、宮城県、山形県、岡山県等
遠方の県からの参加者もあり、合計２２０名を超える、

熱気あふれる大会となりました。本県からも、矢部会

長をはじめ、多くの先生方が参加しました。 
 本県でも第１回情報研究大会（平成１６年）におい

て、講演していただいた文部科学省初等教育局参事官

付教科調査官 永井克昇先生により「教科『情報』の

授業における工夫と課題」という題目の講演の後、分

科会において、次の三人の先生が研究発表を行いまし

た。 
 
 
「情報Ａの取り組み」 
  埼玉県立所沢西高等学校 曽田雅彦先生 
 
 
「埼玉における教科『情報』に関するアンケート調査」 
  埼玉県立松山女子高等学校 柳澤実先生 
 
 
「成果物の生徒間相互評価用ソフトウェアの開発と複

数回評価での運用」 
   埼玉県立越ヶ谷高等学校 中島聡先生 
 
 
 その後のパネルディスカッション 「授業内容の工

夫」では、埼玉県立春日部高等学校 加藤 友信先生

が、パネラーとして参加しました。 
 また、最後の閉会の挨拶を、本県の矢部 秀一会長

が行い、最後に平成１８年度の関東大会の開催を埼玉

県でと宣言し、拍手をもって了承されました。 
 
 
 
 

 
※詳しい内容につきましては、実教出版の情報教育資

料 「じっきょう」の第１４号  （２００６年２月

２０日発行）の東京大会事務局を担当された東京都高

等学校情報研究会 小原格先生（東京都立町田高等学

校）が執筆された関東大会報告をご覧下さい。 
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【講演会】 
平成１７年度 埼玉県高等学校情報研究会主催講演会 実施報告 

埼玉県立熊谷高等学校教諭 奥原浩 
 

 
１．はじめに 
 平成１５年度より始まった教科「情報」ですが、ま

だどの学校も手探りに近い状態だと思います。特にど

のようにして、生徒の教科「情報」の力を測定するか

は、大きな問題です。課題の提出、定期テストや小テ

スト、授業中の様子など、試行錯誤を繰り返し、なん

とか評価を出しているものの、自信を持って「これ」

と言ったものは、正直いってまだ見付かっていないよ

うに思います。そこで、今年度、埼玉県高等学校情報

教育研究会では、難しい問題である評価について、学

習指導要領作成の中心的メンバーであった聖心女子大

学教授の永野 和男先生にお願いして、講演していた

だきました。 
 
２．日程・概要 
 講演会は以下の日時、場所、次第にしたがって行わ

れました。 
日時：平成１７年１１月１８日（金） 
１４：００～１６：３０ 
場所：埼玉県立春日部高等学校視聴覚ホール 
担当：北部地区 
次第 
 １．開会の言葉 
 ２．あいさつ 
 １ 埼玉県高等学校情報教育研究会 
   副会長 勝又 健司 
 ２ 会場校校長 
   春日部高等学校 本橋 恒雄 
 ３ 講演 
   i. 講演者紹介 副会長 勝又 健司 
   ii.講演 
    聖心女子大学教授 永野和男 
   iii.質疑応答 副会長 
   iv.お礼の言葉 会長 矢部 秀一 
 ４ 諸連絡 
 ５ 閉会の言葉 
講演会終了後、簡単なアンケート（感想など）をとり

ました。今後の参考にさせていただきます。 
 
３．講演内容 
 演題は 
   「 教科「情報」のねらいと評価の観点 」 
でした。 

 報告者の手元にある資料と記録により、以下に講演

の内容を要約します。要約しすぎたり誤解があるかも

知れませんが、ご了承ください。 
 
まず、教科情報の位置づけだが、決して情報操作教育

ではない。つまり、コンピュータソフトウェア（ワー

プロ、表計算、プレゼンテーションソフト）をどのよ

うに使うか、と言うだけではない。一つの柱は、親学

問である情報科学やシステム科学、情報社会学や人工

情報工学、あるいは認知心理学などを、発達段階を考

慮しつつ、わかりやすく展開することである。 
しかし普通教科情報はそれだけに留まらず、もう一つ

の柱ある。それは、自ら問題解決に情報を活用できる

ようにする「情報活用の実践力」を育成することであ

る。 
そこで、普通教科「情報」の教員に求められるものは、
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学習課題の開発 
 １．運用・環境設定 
 ２．情報収集能力 
 ３．システム的なものの見方 
 ４．技術動向の予測 
 ５．ネットワーク・セキュリティ 
 ６．コミュニケーション能力 
などがあげられる。 
また、普通教科「情報」のねらいである２つの柱から、

評価を考えると以下のようなことが上げられる。 
・知識理解はペーパーテスト＝本人がやらな

いと絶対わからない問題をつくる（問題の

中に状況設定がある） 
・問題解決力は、課題とレポートで評価する。 
・自己評価／相互評価も組み入れる。 

そのような評価を取り入れた例として、聖心女子大学

のプレゼン入試が上げられる。学力をペーパーテスト

のみで判断しない、ユニークな入試である。 
（以上） 
 
４．講演会後取ったアンケート（感想）を無記名で掲

載します。 
 
 ａ）ねらいと評価の観点ということで、特にそのね

らいについてより明確になった部分が会った。

またこれは、評価にも反映していくことができ

ると思う。どのような力をつけるべきか、それ

にあわせた評価とは、さらにいろいろ考えたい。 
 ｂ）評価に対する内容を確認できた。入試に取り入

れている内容を見れてよかった。プレゼンテー

ションについては本校でも実施しているので活

用の道がみえてよかった。 
 ｃ）情報Ａ・Ｂ・Ｃのねらいや指導法について具体

的な例をあげて説明されていましたので、今後

の教育活動に生かしていこうと思います。次回

も出席したいと思います。 
 ｄ）授業例を見せていただければありがたいと思い

ます。大学の先生の話は、その現場の様とは、

少々離れていると思うので。 
 ｅ）教科情報を立ち上げた先生のお話、どういう気

持ちで作り、方向性をきけて、とてもこれから

の教育に初心に帰る気持ちにさせていただきま

した。ありがとうございます。日頃忙しくなか

なか研究会に出席できませんが、今後とも何か

と参加したと考えております。よろしくお願い

します。 
 ｆ）理想と現実の差を感じます。本来的な情報の授

業は課題解決をさせるべきですが、私の高校の

ような困難校ではとてもできません。ただ本来

の情報の授業に近づけるよう努力したいと感じ

ています。本日はありがとうございました。 
 ｇ）小・中・高・大学と一連の流れの話が聞けたこ

とは、とても役に立ちました。また本当の学力

を今後生徒たちにどのように付けるか、大きな

課題だと思います。とても良い講演会でした。 
 ｈ）大変内容ある講演でした。情報交換等の時間も

とれれば、と思います。 
 ｉ）教科情報のトップにいる先生が柔軟な考え方を

持っていることに大変勇気づけられました。悩

みながらやっている自分の授業の方向が正しい

ことが分かって大収穫でした。準備ご苦労様で

した。 
 ｊ）情報の教科ができるまでの話がきけて、根本的

によく理解できた。実践的な話がきけて、非常

に役立つ。情報という教科が今後どのように変

化していくか、期待している。 
 ｋ）永野先生の講演ということで参加させていただ

きました。次回はもっと実際的な現場に近いも

のも会ってよいかと思います。おせわになりあ

りがとうございました。 
 ｌ）講演会の講師・内容共に適切であった。次回の

講演会も工夫して実施して欲しい。 
 ｍ）今年度はなんとか授業をしているところ。情報

Ａ・Ｂ・Ｃの目的、そうだったなと思いおこし

ました。 
 ｎ）今までに聞いてなかった話もきけて有意義でし

た。 
 ｏ）情報の教科書を作っている側の話がきけて、非

常に参考になった。 
 ｐ）永野先生の講演について情報教育が目指さなけ

ればならないことを改めて確認いたしました。

ありがとうございました。 
 ｑ）評価については、実践しているものと近いお話

をいただけて安心しています。今後の展望など

参考になりました。ありがとうございました。 
 ｒ）とても参考になった。いろいろな背景や取り組

み、予測など面白い情報が得られた。また、こ

のような機会を是非作っていただきたいと思う。 
 ｓ）ざっくばらんな話を聞けて教科「情報」の本質

の部分を知ることができた。もう少し時間があ

ればよかったのでは。個別に聞いてみたいこと

もあったので、休憩時間をはさんでほしかった。

とても有意義な時間を過ごさせました。ありが

とうございました。 
 ｔ）「情報」の学力を評価するには、生徒の知識だけ

ではなく、問題解決能力の評価であるというこ
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中学校の内容と重複可 

楽しければよい 

ＢとＣを支える 

とを強く感じた。私自身、評価をつけるために

ペーパーテストを重視しているが、今後は改善

を図りたい。 
 ｕ）今後の指導に大変役に立つ、良い講演でした。

ぜひまた永野先生の講演を聞きたいと思います。 
 ｖ）今回の講演で情報の授業を行なうにあたっての

視点を再確認することができたとともに、さら

に今後の情報が担っていく指導の方向性がわか

り、とても参考になりました。何かと準備等大

変だったと思いますが、ありがとうございまし

た。 
 ｗ）問題解決能力を付けるための情報の授業・・・・・

実効性のあるものを実施するのはかなり大変な

ことであると思いました。 
 ｘ）永野先生の話は、とても参考になりました。Q&A

でも、いいやりとりになったと思います。プレ

ゼンシートを後から配る形は、今後の研究会で

もまねができるといいですね。また、こうした

発想は、サイトをとおして出せるようになると

いいのですが、その場でないとなかなかかけな

いということもありむずかしいところですね。

それから、もらったヒントを具現化するような

プロジェクトも立ち上がることができればと思

います。今回こうした機会をつくっていただき

ありがとうございました。もっと多くの情報の

教員が参加できるような手がとれるといいです

ね。 
 ｙ）おもしろかった。例えば、webを検索する際、

どんなキーワードを使うか、で、当るかが違っ

てくる。それって、知識が必要です、よね。 

 
 ｚ）大変興味深く面白く聞かせて頂きました。教科

「情報」が「産まれる」までのお話やその中心

にアルかたでないと聞けない話でした。 
 永野先生の文章や本や放送もいくらかは読ん

だり見たりしていたのですが、やはり生で話を

聞くのは大切なのだなと思いました。 
 そして変化しながらもその動向をもとらえて

「情報」という授業の中で何がどうできるのか

なという日頃の疑問に１つのヒントが出てきた

ように思います。こういう機会を与えていただ

きありがとうございます。 
ａａ）大変具体的でわかりやすい内容のお話で、自分

自身の教育活動の参考になりました。「問題が

出てから解決に必要な情報を収集し、解決に導

く」能力は本当に必要だと思います。情報の授

業の中でも、もっと自由に身近に起こったこと

を取り上げていきたいと思うのですが、「シラ

バス」等の授業計画にとらわれてしまっている

のが現実です......。 
 また、プロセスを評価することは必要ですが、

やはり３００人以上を評価することを考えると、

現実は厳しいです。どこまでできているか......。 
 今回の講演会はとても、内容に満足で参加し

てよかったと思います。 
ａｂ）今日は、永野先生の貴重なお話が聞けてよかっ

た。 
 私は、今年度の4月に情報科の教員として採用
された新任者であるが、高校の情報教育研究会

（高情研）との関わりがまだ薄いと思います。 
 今日の講演会は、新任者にうってつけの内容

であったと思いますが、新任者では、私一人の

参加でした。高情研と情報科教員との連携強化

の必要性があるのではないかと思います。 
ａｃ）この教科においては、今後の各自の学校や進路

を基にして、行なっていたのが私の実践でした。

永野先生のお話は、？年前にこれと近い話を聞

いていたので、それをまた今日はフィードバッ

クしながら考えられた。また、科目の配置や流

れは、こだわりの枠（例えばＡやＣの”ディジタ
ル”の部分）をいかに各教員が組み立て検討して
指導できるか、カギになっていくと思います。

各教科の住み分けが大変よく理解できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ａｄ）展望も見てきました。教える先生方も今後たい

へんだと思いますが、頑張ってほしいです。 
ａｅ）自分の中でいろいろ整理できた。 

勤務校にもちかえって、教育課程編せいに活か

したい。 
ぜひ次回の講演会等にも参加したい。有意義な

内容でした。 

情報Ａ 
どんな知識が必要で、どんな知識は PCでという
事が、わかるとよいのですが、そうもいかないと

思います。限られた時間内では、やはり、脳が持

っている力、記憶力かなー。 

進学を意識している。 

理系へ進学 文系へ進学 
情報C 情報Ｂ 
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ａｆ）先ず、貴重な講演をお聞きする機会を頂きまし

て感謝いたします。 
教科書会社の立場での出席ですので、授業に役

立てるという訳ではございませんが、教科書を

推める点で情報科目担当の先生方のご苦労を少

し知ることができました。ありがとうございま

した。 
ａｇ）情報の教科書をご案内する仕事をしていながら、

情報に関する深い知識を持っておりませんでし

たので、本日は、たいへん勉強になりました。

参加させていただき、ありがとうございました。 
ａｈ）たいへん参考になりました。今後の展望も見て

きました。教える先生方も今後たいへんだと思

いますが、頑張ってほしいです。 
 

以下教科書会社さんの感想です 
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12



【研究委員会】 

普通教科「情報」における実習課題調査 
 

埼玉県高等学校情報研究会 研究委員会 
 
はじめに 

 発足２年目を迎えた研究委員会では、実際に授業で

展開されている実習課題を調査し、結果を集計分析し

た。 
 このテーマを設定した理由は、各学校で行われてい

る実習課題を共有することで、実習の幅を広げること

につながると考えたからである。 
 調査は県内の全高等学校、および、盲ろう養護学校

を対象としたアンケートによって行った。 
  
１．調査の実施について 

 
 調査は実習の種類、テーマ、ねらい、達成目標、提

出方法について、アンケートを用いて行った。 
 調査は平成１７年９月９日に文書で各学校に依頼し、

平成１７年１０月７日を締め切りとして実施した。そ

の結果、６９校、３２３件の回答をいただくことがで

きた。 
 ここで、達成目標については、２０００年２月に「火

曜の会メールマガジン」で紹介された情報教育の達成

目標を利用した。本来、この達成目標は小学校、中学

校における情報教育の達成目標として作成されたもの

であるが、高等学校の達成目標として適切なものが見

つからなかったためにこれを流用した。 
（http://www.kayoo.org/home/index.html） 
 
２．調査結果について 

 
 調査結果を表１に示す。なお、複数の課題の種類が

回答されていた課題についてはそれぞれの課題の種類

に重複して掲載した。ここで、達成目標のａ～ｎの欄

の数字は達成目標としたレベルを表している。 
なお、提出方法については紙面の都合上、表現に手

を加えた。 
 
３．課題の種類について  

 
 課題の種類については８つのカテゴリに分類し、調

査を行った。課題の種類と提出された課題数は次のと

おりである。なお、複数の種類とした課題は重複して

カウントした。 
記号 課題の種類 課題数 
Ａ 文書作成 １１２ 
Ｂ 表計算 ５６ 
Ｃ プレゼンテーション ５５ 
Ｄ 画像 ５０ 
Ｅ Web検索 ５４ 
Ｆ Web作成 ４３ 
Ｇ 電子メール ２０ 
Ｈ その他 ４３ 
 結果より、文書作成の課題が多く行われており、電

子メールの課題が少なく、ほかの課題はほぼ同程度に

行われていることがわかった。 
 
４．課題の達成目標について 

 
（１）達成目標のレベル 
 課題の達成目標については、まず、ａ～ｎの大項目

について、どのレベルまでを要求しているかを課題の

種類にかかわらず集計した。その結果は次のとおりと

なった。 
レベル 

達成目標 
1 2 3 4 

ａ：表現 186 164 137 --- 
ｂ：メディアによる 
コミュニケーション --- 5 5 --- 

ｃ：問題の発見と計画 --- 12 9 0 
ｄ：情報の収集 --- 90 40 --- 
ｅ：整理・分析・判断 --- 129 64 31 
ｆ：発信・伝達 --- 109 69 15 
ｇ：情報手段の適切な利用 153 107 89 20 
ｍ：情報に対する態度  161 130 40 
ｎ：情報モラル --- 92 76 28 
※低いレベルの頻度には高いレベルも含まれる 
 この結果より次の点が読み取れる。 
・表現（ａ）、情報の取り扱い（ｄ、ｅ）、情報手段の

利用に関する課題が非常に多い。 
・メディアによるコミュニケーション（ｂ）を目標と

する課題が非常に少ない。 
・問題の発見と計画（ｃ）については課題が少なく、

高いレベルを要求する課題はさらに少なくなってい

る。 
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・情報手段の適切な利用（ｇ）を達成目標とする課題

は多いが、レベル４を要求する課題は非常に少ない。 
 
（２）課題の種類と達成目標 
次に課題の種類と達成目標についてクロス集計を行

った。その結果が下の表である。各数値は課題ごとに

計が100%となるパーセンテージである。課題ごとにそ
の中で最も頻度が高かった達成目標を下線で示した。 

課題の種類 
達成目標 

A B C D E F G H 
ａ 24 11 31 30 13 23 12 12 
ｂ 1 0 0 0 1 0 10 0 
ｃ 5 3 3 2 10 4 0 6 
ｄ 8 6 9 8 44 6 5 9 
ｅ 17 33 6 15 21 2 7 10 
ｆ 0 2 20 0 0 17 0 9 
ｇ 34 41 20 32 3 9 10 16 
ｍ 8 4 4 10 14 19 21 14 
ｎ 4 0 7 4 13 19 36 23 
 この結果より次の点が読み取れる。 
・文書作成、表計算の課題においては情報手段の適切

な利用（ｇ）の頻度が最も高いが、それ以外にも表現

（ａ）、整理・分析・判断（ｅ）の頻度も比較的高く、

情報を適切にまとめあげることを目的としたものが多

いと判断できる。 
・プレゼンテーションの課題については表現（ａ）、発

信・伝達（ｆ）を目的としたものが多いと判断できる。 
・Web検索の課題については情報の収集が最も多く、
当然のことながらWeb検索が情報の収集を目的にして
いることがわかる。さらに、整理・分析・判断が２番

目に高いことから、収集した情報を加工させることが

課題に含まれることが予想される。 
・Web作成、電子メールの課題では情報に対する態度
（ｍ）や情報モラルに関する頻度（ｎ）が他と比べる

と比較的高く、情報の発信者としてのモラルを目的と

するものが多いと判断できる。 
 
（３）達成目標と課題 
 必要とする達成目標に対し、どのような課題がある

かを知るため、達成目標と課題番号の対応表を作成し

た。これを表２に示す。 
 
おわりに 

 
 今回の調査では３００件程度の課題を集めることが

できた。しかし、授業で行われる実習課題は今後、質、

量とも向上していくものと考えられる。継続的に課題

を収集し、それを整理し、提供できれば多くの先生方

の役に立つものと思われる。どのようにすればこのよ

うな仕組みができるかを検討し、実現することが今後

の課題である。 
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る
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
子
メ
ー
ル
 

A
0
08
 
著
作
権
 

著
作
権
に
つ
い
て
の
W
E
B
ペ
ー
ジ
を
検
索
・
閲
覧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
索
方
法
を
学
び
、
著
作
権
に
つ
い
て
自
主
学
習
す
る
。
さ

ら
に
、
学
習
し
た
内
容
を
ワ
ー
プ
ロ
を
用
い
て
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ワ
ー
プ
ロ
技
術
を
向
上
さ
せ
る
。
 

2
 
 
 
 
 
2
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
09
 
自
己
紹
介
 

伝
達
対
象
に
適
し
た
内
容
の
も
の
を
考
え
る
。
 

自
分
自
身
の
個
人
情
報
を
意
識
す
る
。
 

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
自
己
表
現
を
行
う
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
4
 
2
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 
 
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
10
 
自
己
紹
介
文
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
利
用
 

写
真
画
像
の
取
り
込
み
処
理
の
方
法
を
学
ぶ
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
の
提
出
 

A
0
11
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
名
刺
作
成
 

W
O
R
D
の
さ
ま
ざ
ま
な
操
作
法
を
実
践
す
る
 

情
報
の
効
果
的
な
伝
え
方
に
つ
い
て
意
識
す
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
12
 
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
作
成
 

文
化
祭
の
日
程
、
テ
ー
マ
を
相
手
に
伝
え
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポ
ス
タ
ー
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
13
 
旅
行
チ
ラ
シ
作
成
 

ワ
ー
プ
ソ
フ
ト
「
WO
RD
」
を
も
ち
い
て
文
章
表
現
や
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
を
理
解
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
14
 
ビ
ジ
ネ
ス
文
章
を
作
成
し
よ
う
 

１
年
 

典
型
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
文
章
を
作
成
し
、
文
章
の
構
成
の
仕
方
や
書
式
の
設
定
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
15
 
文
化
祭
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
 

・
ワ
ー
プ
ロ
の
基
本
的
な
使
い
方
 

 
・
見
や
す
い
文
章
の
作
り
方
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
16
 
自
己
紹
介
文
の
作
成
 

ワ
ー
プ
ロ
及
び
ロ
ー
マ
字
入
力
に
よ
る
日
本
語
変
換
が
使
え
る
か
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
17
 
「
夏
休
み
の
思
い
で
」
ま
た
は
「
自
分

の
進
路
に
つ
い
て
」
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
に
習
熟
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
18
 
年
賀
状
作
成
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
お

よ
び
レ
ポ
ー
ト
作
成
 

A
0
19
 
わ
が
町
・
わ
が
中
学
の
紹
介
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
い
方
に
習
熟
す
る
。
問
題
解
決
手
段
の
獲
得
 
（
学
級
新
聞
形
式
に
統
一
し
て
構
成
す
る
。
）
 

3
 
 
 
2
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
提
出
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
20
 
世
界
の
宮
殿
を
調
べ
る
 

１
．
「
W
OR
D」
を
使
用
し
た
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
習
熟
す
る
 

 
２
．
検
索
ソ
フ
ト
の
比
較
と
活
用
に
習
熟
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
．
サ
イ
ト
か
ら
の
情
報
収
集
に
慣
れ
る
 

3
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

A
0
21
 
「
ハ
ン
バ
ー
グ
が
作
り
た
く
な
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
 

1
.様
々
な
形
式
（
ラ
ジ
オ
、
W
E
B、
C
M
映
像
、
ポ
ス
タ
ー
、
小
説
…
）
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
 

2
.発
表
し
て
評
価
し
あ
う
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
1
 
4
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
、
ま
た
は
映
像
作

品
（
D
VD
)
、
ま
た
は
ポ
ス
タ
ー
、

小
説
な
ど
 

nisizawa
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A
0
22
 
学
校
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
写
真
を
使
っ
て

学
校
紹
介
を
作
る
 

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
WO
RD
を
使
用
し
、
学
校
の
HP
な
ど
か
ら
持
っ
て
き
た
画
像
デ
ー
タ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
各
人
個
性
あ
る
学
校
紹

介
を
作
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
子
メ
ー
ル
 

A
0
23
 
ク
ラ
ス
雑
誌
を
つ
く
る
 

1
.取
材
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
し
て
記
事
を
ま
と
め
る
（
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
) 

2
.発
行
し
て
評
価
し
あ
う
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
4
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

冊
子
と
し
て
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
24
 
情
報
の
う
し
ろ
側
 

流
行
語
や
C
M
音
楽
、
着
信
ﾒ
ﾛﾃ
ﾞｨ
等
の
意
味
を
考
え
さ
せ
、
こ
れ
ら
が
商
業
活
動
、
流
行
創
造
な
ど
の
意
図
を
持
っ
て
作
ら
れ
届
い

て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
背
景
を
調
べ
さ
せ
な
が
ら
調
査
さ
せ
提
出
さ
せ
る
。
（
流
れ
る
情
報
の
裏
に
あ
る
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
に
目

を
向
け
さ
せ
る
）
 

3
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
3
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
 

A
0
25
 
情
報
の
検
索
と
活
用
 

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
方
法
の
理
解
 
 

 
 
 
 
２
．
収
集
し
た
情
報
の
再
加
工
技
術
の
修
得
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
．
報
告
書
の
作
成
手
順
の
理
解
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
．
発
表
と
相
互
評
価
に
お
け
る
態
度
を
身
に
つ
け
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
26
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
学
習
 

情
報
の
発
信
を
効
果
よ
く
で
き
る
よ
う
学
習
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

A
0
27
 
ビ
ジ
ュ
ア
ル
自
分
史
 

自
分
が
育
っ
て
き
た
１
７
年
間
の
事
件
や
出
来
事
、
流
行
な
ど
を
調
べ
て
画
像
な
ど
を
集
め
、
そ
の
中
に
自
分
を
置
き
つ
つ
、
自

分
が
周
囲
の
環
境
に
ど
ん
な
影
響
や
変
化
を
受
け
て
き
た
か
を
、
自
分
な
り
に
記
憶
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
成
長
・

発
展
史
を
作
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
28
 
体
験
学
習
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
 

１
年
 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
行
っ
た
体
験
学
習
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
通
じ
て
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
他
の
人
に
上
手
に
使
え
る
方

法
を
学
ぶ
。
ま
た
、
相
互
評
価
を
行
う
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
29
 
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
使
っ
て
み
よ

う
（
基
本
操
作
実
習
）
１
年
 

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
（
W
OR
D）
の
メ
ニ
ュ
ー
と
ツ
ー
ル
バ
ー
の
使
用
法
を
学
ぶ
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
30
 
自
己
紹
介
 

W
O
R
D
に
お
け
る
基
本
的
な
技
法
を
使
え
る
こ
と
を
確
認
す
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
31
 
差
込
印
刷
 

３
年
 

表
計
算
ソ
フ
ト
の
デ
ー
タ
を
元
に
、
住
所
録
や
宛
名
ラ
ベ
ル
な
ど
を
作
成
し
、
２
つ
以
上
の
ソ
フ
ト
の
連
携
と
デ
ー
タ
処
理
を
学

ぶ
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
32
 
文
書
の
作
成
（
２
回
）
 

W
O
R
D
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

相
手
に
伝
わ
る
文
書
の
作
成
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
33
 
W
O
R
D
と
EX
CE
L
の
活
用
 

複
数
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
と
、
デ
ー
タ
の
活
用
 

 
デ
ー
タ
形
式
の
違
い
を
理
解
す
る
。
 

相
手
に
伝
わ
る
文
書
の
作
成
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
34
 
体
育
祭
ポ
ス
タ
ー
作
成
 

さ
ま
ざ
ま
な
画
像
形
式
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
て
作
品
を
制
作
す
る
。
 

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
、
画
像
処
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
て
適
切
に
表
現
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
提
出
先
ド
ラ
イ
ブ
に
 

A
0
35
 
夏
休
み
の
旅
行
プ
ラ
ン
 

１
）
い
く
つ
か
の
条
件
を
満
た
す
よ
う
に
、
旅
行
に
行
く
場
合
に
  
 お
け
る
問
題
解
決
手
段
の
獲
得
。
 

２
）
情
報
収
集
や
検
索
に
つ
い
て
の
重
要
性
の
理
解
。
 
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
フ
ォ
ル
ダ
。
印
刷
し
て
紙
で

提
出
。
 

A
0
36
 
新
商
品
の
広
告
 

デ
ザ
イ
ン
を
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ィ
ジ
タ
ル
に
す
る
技
法
を
学
習
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
37
 
※
「
学
校
紹
介
」
 

→
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
で
実
施
 

伝
達
対
象
を
意
識
し
て
、
情
報
収
集
を
行
う
。
 

伝
達
内
容
を
適
切
に
取
捨
選
択
す
る
。
 

効
果
的
に
情
報
を
発
信
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
 
 
作
品
印
刷
物
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
38
 
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
 

昔
の
、
あ
る
時
代
に
起
こ
っ
た
事
件
や
出
来
事
、
社
会
状
況
を
調
べ
、
そ
の
中
に
自
分
を
仮
想
的
に
置
き
、
当
時
の
社
会
の
中
で

の
自
分
の
あ
り
方
や
姿
を
考
え
て
当
時
の
人
達
と
比
較
し
、
意
見
や
考
え
を
ま
と
め
て
み
る
。
（
戦
時
、
産
業
復
興
、
炭
鉱
災
害
、

自
然
災
害
や
冷
害
）
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
39
 
校
内
メ
ー
ル
（
こ
あ
っ
と
）
 

1
.グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
「
こ
あ
っ
と
」
の
習
熟
。
 

２
.校
内
で
の
メ
ー
ル
、
掲
示
板
利
用
の
習
熟
。
 

 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回
答
な
し
 

A
0
40
 
研
究
レ
ポ
ー
ト
作
成
 

文
書
作
成
お
よ
び
W
EB
ペ
ー
ジ
か
ら
コ
ピ
ー
貼
り
付
け
、
そ
の
際
著
作
権
に
つ
い
て
も
配
慮
 

 
 
 
 
2
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
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A
0
41
 
課
題
に
対
す
る
レ
ポ
ー
ト
 

・
問
題
発
見
と
調
査
・
整
理
 

・
調
べ
る
姿
勢
と
習
得
 

 
 
 
 
2
 
2
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
42
 
課
題
に
対
す
る
レ
ポ
ー
ト
２
 

・
問
題
発
見
と
調
査
・
整
理
 

・
デ
ー
タ
の
整
理
・
分
析
す
る
姿
勢
と
習
得
 

 
 
 
 
2
 
2
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
43
 
○
○
町
に
つ
い
て
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
の
検
索
を
通
し
て
地
元
を
知
り
、
愛
着
を
持
つ
。
 

 
 
 
 
2
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
 

A
0
44
 
冬
休
み
の
旅
行
計
画
 

・
自
ら
必
要
な
情
報
を
収
集
し
て
、
見
や
す
く
ま
と
め
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
 
 
 
2
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
45
 
魚
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
？
 

世
界
中
か
ら
魚
を
買
う
海
洋
国
日
本
の
現
状
と
、
な
ぜ
海
に
囲
ま
れ
な
が
ら
魚
を
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
魚
貝
類
の
鮮
度
保

持
と
、
食
の
安
全
性
確
保
に
つ
い
て
調
べ
、
具
体
的
に
何
か
１
種
類
の
例
を
上
げ
て
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
提
出
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
2
 
3
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
 

A
0
46
 
身
近
な
環
境
問
題
 

ゴ
ミ
問
題
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
行
き
先
と
、
そ
れ
が
身
近
の
ど
こ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
産
業
廃
棄
物
の
内
容
と
処
理
し
た
結

果
の
内
容
や
行
き
先
を
調
べ
ま
と
め
る
。
 

 
 
 
 
2
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
47
 
も
し
学
校
に
監
視
カ
メ
ラ
が
設
置
さ

れ
た
ら
 

1
.自
分
の
意
見
を
W
OR
D
で
書
く
。
 

2
.他
人
の
意
見
に
ふ
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。
 

 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
3
 
4
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
48
 
ビ
ジ
ネ
ス
文
章
の
作
り
方
 

（
進
路
希
望
先
）
情
報
の
検
索
と
活
用
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
の
情
報
検
索
 

情
報
を
整
理
し
、
文
章
に
ま
と
め
る
 

 
 
 
 
 
 
2
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
の
提
出
 

A
0
49
 
報
告
書
の
作
成
 

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
し
、
結
果
・
考
察
を
加
え
る
。
画
像
や
表
を
用
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
2
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
50
 
電
子
メ
ー
ル
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

マ
ナ
ー
と
モ
ラ
ル
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
目
的
の
情
報
を
検
索
し
、
WO
R
D
を
使
用
し
表
に
ま
と
め
る
 

 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
2
 
3
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
51
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
 

メ
ー
ラ
の
設
定
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
 

W
E
B
検
索
に
慣
れ
る
。
 

 
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
の
信
頼
性
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

著
作
権
を
理
解
し
、
意
識
す
る
。
 

 
電
子
メ
ー
ル
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
3
 
4
 
 
 
 
 
3
 
4
 
電
子
メ
ー
ル
 

A
0
52
 
著
作
権
関
連
の
問
題
に
つ
い
て
 

タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
で
も
あ
る
著
作
権
関
連
の
問
題
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
検
索
で
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
情
報
を

収
集
し
、
文
章
に
ま
と
め
る
 

 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
子
メ
ー
ル
 

A
0
53
 
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
作
成
 

ポ
ス
タ
ー
作
成
を
通
し
、
何
が
情
報
な
の
か
を
考
え
さ
せ
、
伝
え
る
べ
き
事
柄
、
伝
え
る
方
法
等
の
点
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
、
印
刷
し
て
紙
で

提
出
 

A
0
54
 
基
本
操
作
実
習
 

W
O
R
D
の
基
本
操
作
を
習
得
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
55
 
基
本
操
作
実
習
 

１
．
WI
N
DO
W
S
の
基
本
（
P
C
と
は
）
 

 
２
．
文
章
処
理
ソ
フ
ト
(
Mi
cr
o
so
ft
 
 
WO
RD
）
の
基
本
操
作
 

３
．
事
務
文
章
の
作
成
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
3
 
 
 
 
 
 
 
ロ
ー
カ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
個
人
フ
ォ

ル
ダ
・
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
56
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
(基
本
操
作
実
習
）
 
・
WI
ND
O
W
S
の
基
本
操
作
 

・
文
書
処
理
ソ
フ
ト
「
W
OR
D」
を
使
用
し
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ポ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
習
得
を
目
指
す
 

・
通
信
文
の
作
成
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
3
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
印
刷
 

ロ
ー
カ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
個
人
フ
ォ

ル
ダ
に
保
存
 

A
0
57
 
自
己
紹
介
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
法
を
習
熟
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
3
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
58
 
文
化
祭
企
画
会
社
 

３
名
位
の
班
で
、
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
ポ
ス
タ
ー
作
成
、
提
案
用
の
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
成
さ
せ
る
。
企
画
や
絵
は
各
自

が
作
っ
た
作
品
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
互
い
に
見
せ
て
、
合
成
を
行
い
一
つ
に
し
て
作
る
。
作
品
は
発
表
し
、
お
互
い
に
生
徒
同
士
で

評
価
を
つ
け
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
 

A
0
59
 
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
 

E
X
CE
L
に
お
け
る
基
本
的
な
技
法
を
使
え
る
こ
と
を
確
認
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
60
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
3
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
61
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
62
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
「
基
本
操
作
実
習
」
 
表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
CE
L」
お
よ
び
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
RD
｣の
使
用
法
に
習
熟
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
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A
0
63
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

A
0
64
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
 

「
WO
RD
」「
EX
C
EL
」
の
利
用
技
術
を
高
め
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
フ
ォ
ル
ダ
 

A
0
65
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
お
け
る
文
字
の
表

現
 

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
で
は
文
字
を
コ
ー
ド
化
し
て
取
り
扱
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
 

・
文
字
を
画
像
と
し
て
扱
う
と
情
報
量
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
3
 
 
 
 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出
 

A
0
66
 
年
賀
状
作
成
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
一
太
郎
」
お
よ
び
画
像
ソ
フ
ト
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

目
的
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
作
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
1
 
 
 
 
 
（
記
述
な
し
）
 

A
0
67
 
文
化
祭
の
ク
ラ
ス
ポ
ス
タ
ー
製
作
 

使
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
適
切
な
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
紙
に
表
現
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
1
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

A
0
68
 
旅
に
出
よ
う
 

数
名
の
生
徒
で
旅
行
会
社
を
作
り
、
温
泉
や
観
光
地
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
情
報
を
ネ
ッ
ト
で
集
め
、
周
辺
の
見
所
ガ
イ
ド
を
含
め
、

限
ら
れ
た
予
算
内
で
旅
行
プ
ラ
ン
を
作
成
さ
せ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。
他
の
班
は
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
評
価
項
目
を
決
め
て

発
表
者
の
評
価
を
行
う
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
4
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
 

A
0
69
 
手
紙
文
書
の
入
力
 

文
字
の
入
力
の
仕
方
を
覚
え
る
。
文
書
の
定
型
を
覚
え
、
正
し
い
形
で
の
文
書
入
力
、
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、
能
率
的
な
入
力
方
法

を
学
ぶ
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
70
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

A
0
71
 
文
化
祭
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
よ
う
 

１
．
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
の
効
果
、
構
成
な
ど
工
夫
し
て
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
お
こ
な
う
。
 

２
．
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
（
ペ
イ
ン
ト
・
ド
ロ
ー
ツ
ー
ル
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
）
の
種
類
と
用
途
に
つ
い
て
理
解
し
、
作
品

に
応
じ
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
い
分
け
た
り
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
考
え
て
、
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
作
成
す
る
。
 

３
．
情
報
を
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
統
合
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
3
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
72
 
薬
草
健
康
法
セ
ミ
ナ
ー
 

W
O
R
D
を
使
い
社
内
文
章
の
作
成
・
配
置
の
確
認
。
各
機
能
の
習
得
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

A
0
73
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
基
本
操
作
を
学
ぶ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
74
 
学
校
へ
の
案
内
地
図
製
作
 

ペ
イ
ン
ト
の
基
本
操
作
を
学
ぶ
 

画
像
に
よ
っ
て
情
報
を
伝
え
る
方
法
を
知
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
指
定
フ
ォ
ル
ダ
 

A
0
75
 
時
間
割
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
76
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ソ
フ
ト
「
WO
RD
」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
C
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
77
 
「
○
○
高
等
学
校
校
歌
」
の
入
力
と
印

刷
 

W
O
R
D
を
用
い
て
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
の
日
本
語
変
換
、
入
力
、
印
刷
 

本
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
の
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
78
 
図
形
を
描
画
し
、
保
存
す
る
 

M
S
-P
AI
N
T
を
用
い
て
、
簡
単
な
図
形
を
描
か
せ
、
指
定
し
た
フ
ォ
ル
ダ
に
保
存
さ
せ
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
個
人
用
マ
イ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
 

A
0
79
 
挨
拶
文
の
作
成
 

W
O
R
D
を
用
い
、
文
書
の
編
集
を
さ
せ
て
挨
拶
文
を
完
成
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
80
 
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
文
書
を
作
成
す
る
 

W
O
RD
を
用
い
、
W
OR
D
ア
ー
ト
を
挿
入
し
た
り
、
写
真
フ
ァ
イ
ル
を
取
り
込
み
編
集
し
た
り
、
ペ
ー
ジ
罫
線
を
入
れ
た
り
し
て
ビ
ジ

ュ
ア
ル
な
文
書
を
作
成
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
印
刷
し
、
サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー

ス
に
提
出
 

A
0
81
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
・
ワ
ー
プ
ロ
基
本
操
作
技
術
の
習
得
 

 
・
表
計
算
ソ
フ
ト
基
本
操
作
技
術
の
習
得
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
82
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
日
本
語
入
力
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
83
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
操
作
実
習
 

・
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
基
本
的
な
操
作
方
法
を
理
解
す
る
。
・
ワ
ー
プ
ロ
検
定
３
級
程
度
の
文
字
を
入
力
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
ま
た
は
サ
ー
バ

に
保
存
 

A
0
84
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D｣
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
X
CE
L｣
の
使
用
法
を
習
熟
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
提
出
 

A
0
85
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D｣
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
X
CE
L」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
保
存
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A
0
86
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
(基
本
操
作
実
習
)
 

「
WO
RD
」「
EX
C
EL
」「
P
O
WE
RP
O
IN
T」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

A
0
87
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
88
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
W
O
RD
」
、
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
E
L」
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
「
PO
WE
RP
O
IN
T
」
の
使
用
法
に
習
熟

す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
89
 
キ
ー
入
力
・
文
書
作
成
 

W
O
R
D
の
基
本
的
な
使
い
方
を
理
解
さ
せ
、
簡
単
な
文
書
作
成
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
90
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
１
．
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
の
修
得
 
 

２
．
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
の
修
得
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
．
ソ
フ
ト
の
効
率
的
な
活
用
方
法
の
獲
得
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
 

A
0
91
 
日
本
語
入
力
 

 
PC
の
起
動
と
終
了
、
F
EＰ
の
種
類
に
つ
い
て
触
れ
、
メ
モ
帳
に
よ
り
、
サ
ン
プ
ル
文
字
を
入
力
し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
慣
れ
る
。

ま
た
、
フ
ァ
イ
ル
の
保
存
に
つ
い
て
理
解
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
課
題
を
保
存
し
た
F
D
を
提
出
 

A
0
92
 
文
書
作
成
 

 
WO
RD
に
よ
り
サ
ン
プ
ル
文
書
を
入
力
、
書
式
設
定
等
が
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
W
OR
D
ア
ー
ト
も
使
え
る
よ
う
に

な
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
課
題
文
書
を
印
刷
す
る
と
共
に
、

F
D
に
保
存
し
提
出
 

A
0
93
 
い
ろ
い
ろ
な
文
章
を
作
成
し
て
み
よ

う
 

１
．
文
字
を
入
力
す
る
。
 

 
 

２
．
表
を
作
成
す
る
。
 

３
．
図
形
を
配
置
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
提
出
 
印
刷
し

て
紙
で
提
出
 

A
0
94
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 

・
案
内
状
 
  
  
・
引
越
案
内
 

・
暑
中
見
舞
い
 ・
年
賀
状
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

作
成
し
た
文
章
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
す
る
 

A
0
95
 
基
本
操
作
実
習
 

W
O
RD
・
一
太
郎
及
び
表
計
算
ソ
フ
ト
の
E
XC
E
L
の
基
本
的
な
操
作
を
マ
ス
タ
ー
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
96
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D｣
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
X
CE
L」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
0
97
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
「
一
太
郎
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
0
98
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
、
印
刷
し
て
紙
で

提
出
 

A
0
99
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
一
太
郎
」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
1
00
 
レ
ポ
ー
ト
作
成
 

W
O
R
D
と
EX
CE
L
を
用
い
て
、
自
分
の
考
え
た
報
告
書
や
広
告
の
作
成
を
す
る
。
こ
れ
を
通
し
て
資
料
作
成
を
覚
え
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
1
01
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

A
1
02
 
情
報
室
内
で
の
メ
ー
ル
交
換
 

自
由
な
表
現
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
。
メ
ー
ル
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
3
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
 

A
1
04
 
ひ
ら
が
な
誌
の
入
力
 

ロ
ー
マ
字
入
力
の
練
習
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
、
フ
ロ
ッ
ピ

ー
 

A
1
05
 
チ
ラ
シ
作
成
 

文
字
の
配
置
や
画
像
の
利
用
の
意
識
し
た
作
品
を
作
成
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
、
フ
ロ
ッ
ピ

ー
 

A
1
06
 
基
本
操
作
実
習
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
一
太
郎
」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

A
1
07
 
学
校
紹
介
文
の
作
成
 

自
己
紹
介
文
の
作
成
 

文
字
入
力
。
フ
ォ
ン
ト
や
色
を
変
え
て
違
い
を
分
か
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
F
D
に
て
提
出
 

A
1
08
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携
帯
電
話
に
よ
る

メ
ー
ル
や
サ
イ
ト
も
含
む
）
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
る
の
か
？
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

自
分
の
意
見
を
文
章
と
し
て
表
現
す
る
 

文
字
入
力
の
習
熟
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
会
の
分
析
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
記
述
な
し
）
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A
1
09
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携
帯
電
話
に
よ
る

メ
ー
ル
や
サ
イ
ト
も
含
む
）
上
の
犯
罪

に
つ
い
て
あ
な
た
は
ど
う
思
う
か
？
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

自
分
の
意
見
を
文
章
と
し
て
表
現
す
る
 

文
字
入
力
の
習
熟
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
会
の
分
析
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
記
述
な
し
）
 

A
1
10
 
文
字
を
「
入
力
す
る
」
と
文
字
を
「
書

く
」
と
の
違
い
は
何
か
？
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

自
分
の
意
見
を
文
章
と
し
て
表
現
す
る
 

文
字
入
力
の
習
熟
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
会
の
分
析
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
記
述
な
し
）
 

A
1
11
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
お
い
て
「
芸
術
」
は

存
在
す
る
の
か
？
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

自
分
の
意
見
を
文
章
と
し
て
表
現
す
る
 

文
字
入
力
の
習
熟
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
会
の
分
析
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
記
述
な
し
）
 

A
1
12
 
自
己
紹
介
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

自
分
の
意
見
を
文
章
と
し
て
表
現
す
る
 

文
字
入
力
の
習
熟
 

自
己
分
析
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
記
述
な
し
）
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Ｂ
：
表
計
算
に
関
す
る
課
題
 

達
成
目
標
 

課
題
 

番
号
 

テ
ー
マ
 

ね
ら
い
 

a
 
b
 
c
 
d
 
e
 
f
 
g
 
m
 
n
 

提
出
方
法
 

B
0
01
 
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
成
 

１
．
「
E
XC
EL
」
の
使
い
方
に
慣
れ
る
 

２
．
動
画
の
原
理
に
ふ
れ
る
 

３
．
「
V
BA
」
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ふ
れ
る
 

1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

B
0
02
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
「
WO
RD
」
お
よ
び
「
EX
C
EL
」
の
使
用
法
を
習
熟
す
る
。
 

1
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

B
0
03
 
デ
ィ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
仕
様
比
較
表
 

W
E
B
検
索
に
よ
り
、
適
切
か
つ
必
要
な
情
報
を
得
る
。
 

W
E
B
検
索
に
よ
り
得
た
情
報
を
適
切
に
活
用
す
る
。
 

表
作
成
の
機
能
を
使
い
、
情
報
を
見
や
す
く
表
に
ま
と
め
る
。
 

3
 
 
 
3
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
物
と
し
て
 

B
0
04
 
旅
行
計
画
作
成
 

情
報
収
集
の
方
法
を
実
践
的
に
学
ぶ
 

収
集
し
た
情
報
を
活
用
す
る
方
法
を
学
ぶ
 

3
 
 
 
 
 
2
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
指
定
フ
ォ
ル
ダ
に
保
存
 

B
0
05
 
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
E
XC
E
L
で
わ
か
り
や
す
い
報
告
書
を
作
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

B
0
06
 
差
込
印
刷
 

３
年
 

表
計
算
ソ
フ
ト
の
デ
ー
タ
を
元
に
、
住
所
録
や
宛
名
ラ
ベ
ル
な
ど
を
作
成
し
、
２
つ
以
上
の
ソ
フ
ト
の
連
携
と
デ
ー
タ
処
理
を
学

ぶ
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

B
0
07
 
W
O
R
D
と
EX
CE
L
の
活
用
 

複
数
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
と
、
デ
ー
タ
の
活
用
 

デ
ー
タ
形
式
の
違
い
を
理
解
す
る
。
 

相
手
に
伝
わ
る
文
書
の
作
成
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

B
0
08
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
CE
L」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
、
印
刷
し
て
紙
で

提
出
 

B
0
09
 
課
題
に
対
す
る
レ
ポ
ー
ト
２
 

・
問
題
発
見
と
調
査
・
整
理
 

・
デ
ー
タ
の
整
理
・
分
析
す
る
姿
勢
と
習
得
 

 
 
 
 
2
 
2
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

B
0
10
 
情
報
の
検
索
と
活
用
 

模
擬
的
に
修
学
旅
行
の
班
別
行
動
の
計
画
を
立
て
さ
せ
る
。
そ
の
過
程
で
情
報
の
検
索
の
仕
方
と
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
学
習
す

る
。
 

 
 
 
 
 
 
2
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
，
課
題
プ
リ
ン
ト

を
提
出
 

B
0
11
 
問
題
解
決
を
し
よ
う
 

E
X
CE
L
の
基
本
的
な
使
い
方
を
理
解
さ
せ
、
問
題
解
決
の
手
順
に
従
っ
て
ま
と
め
る
。
自
分
で
１
つ
問
題
解
決
を
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

B
0
12
 
情
報
を
整
理
・
分
析
す
る
 

・
表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
C
EL
」
の
基
本
操
作
お
よ
び
ど
の
よ
う
な
と
き
に
こ
の
ソ
フ
ト
を
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
さ
せ
る
。
 

・
関
数
の
使
用
の
よ
る
情
報
の
分
析
・
表
や
グ
ラ
フ
に
よ
る
情
報
の
分
り
易
い
表
現
を
工
夫
さ
せ
る
 

 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
印
刷
 

ロ
ー
カ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
個
人
フ
ォ

ル
ダ
に
保
存
 

B
0
13
 
E
X
CE
L・
基
本
操
作
 

E
X
CE
L
の
基
本
操
作
を
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

B
0
14
 
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
 

中
学
校
ま
で
の
経
験
調
査
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

B
0
15
 
基
本
操
作
実
習
 

E
X
CE
L
の
基
本
操
作
を
習
得
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

B
0
16
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
3
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

B
0
17
 
表
計
算
ソ
フ
ト
の
利
用
 

E
X
CE
L
の
利
用
方
法
の
習
得
 

数
値
の
ま
と
め
方
・
グ
ラ
フ
化
と
活
用
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
の
提
出
 

B
0
18
 
売
上
表
と
課
題
 

表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
CE
L」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
提
出
 

B
0
19
 
表
計
算
 

E
X
CE
L
を
使
い
、
基
本
的
な
関
数
を
学
び
、
日
常
に
お
い
て
有
効
な
使
い
方
を
学
ぶ
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
用
フ
ォ
ル
ダ
 

nisizawa
21



B
0
20
 
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
 

E
X
CE
L
に
お
け
る
基
本
的
な
技
法
を
使
え
る
こ
と
を
確
認
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

B
0
21
 
数
値
処
理
 

１
）
多
量
の
デ
ー
タ
を
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
て
分
析
す
る
。
 

２
）
関
数
の
理
解
と
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
フ
ォ
ル
ダ
。
印
刷
し
て
紙
で

提
出
。
 

B
0
22
 
成
績
表
の
分
析
 

表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
CE
L」
の
使
い
方
に
習
熟
す
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
便
利
さ
や
関
数
の
仕
組
み
を
知
る
。
グ
ラ
フ
の
作
成
方
法

を
知
る
。
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

B
0
23
 
デ
ー
タ
を
入
力
し
、
グ
ラ
フ
を
作
成

す
る
 

１
．
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
。
 

２
．
効
率
の
よ
い
入
力
方
法
を
学
習
す
る
。
 

３
．
グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ
 

B
0
24
 
表
計
算
 

表
計
算
「
E
XC
E
L」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
。
ま
た
、
そ
の
作
業
を
通
し
、
デ
ー
タ
の
傾
向
等
に
つ
い
て
読
み
取
ら
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

B
0
25
 
売
上
計
算
 

E
X
CE
L
を
使
い
表
計
算
ソ
フ
ト
の
機
能
の
習
得
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
2
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

B
0
26
 
表
計
算
実
習
 

３
年
 

表
計
算
ソ
フ
ト
（
EX
CE
L）
の
操
作
法
、
関
数
、
グ
ラ
フ
、
図
形
描
画
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
操
作
を
通
じ
て
、
表
計
算
ソ
フ
ト
全
般
の

使
用
法
を
学
ぶ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
2
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

B
0
27
 
デ
ー
タ
処
理
(
2
回
)
 

E
X
CE
L
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

相
手
に
伝
わ
る
文
書
の
作
成
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
3
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

B
0
28
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
「
基
本
操
作
実
習
」
 
表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
CE
L」
お
よ
び
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
RD
｣の
使
用
法
に
習
熟
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

B
0
29
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

B
0
30
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

B
0
31
 
表
計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
実
習
 

・
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
本
的
な
操
作
方
法
（
情
報
処
理
検
定
３
級
程
度
）
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
ま
た
は
サ
ー
バ

に
保
存
 

B
0
32
 
デ
ィ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
仕
様
評
価
表
 

問
題
点
を
適
切
に
整
理
・
分
析
し
、
適
切
な
解
決
策
を
検
討
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
物
と
し
て
 

B
0
33
 
旅
に
出
よ
う
 

数
名
の
生
徒
で
旅
行
会
社
を
作
り
、
温
泉
や
観
光
地
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
情
報
を
ネ
ッ
ト
で
集
め
、
周
辺
の
見
所
ガ
イ
ド
を
含
め
、

限
ら
れ
た
予
算
内
で
旅
行
プ
ラ
ン
を
作
成
さ
せ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。
他
の
班
は
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
評
価
項
目
を
決
め
て

発
表
者
の
評
価
を
行
う
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
4
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
 

B
0
34
 
い
ろ
い
ろ
な
グ
ラ
フ
の
作
成
 

数
値
デ
ー
タ
よ
り
、
様
々
な
グ
ラ
フ
を
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
作
成
す
る
方
法
を
学
ぶ
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

B
0
35
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

B
0
36
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
基
本
操
作
を
学
ぶ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
保
存
 

B
0
37
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ソ
フ
ト
「
WO
RD
」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
C
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

B
0
38
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
・
ワ
ー
プ
ロ
基
本
操
作
技
術
の
習
得
 

・
表
計
算
ソ
フ
ト
基
本
操
作
技
術
の
習
得
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

B
0
39
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D｣
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
X
CE
L｣
の
使
用
法
を
習
熟
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
提
出
 

B
0
40
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D｣
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
X
CE
L」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
保
存
 

B
0
41
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
(基
本
操
作
実
習
)
 

「
WO
RD
」「
EX
C
EL
」「
P
O
WE
RP
O
IN
T」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

B
0
42
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
、
表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
CE
L」
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
「
PO
W
ER
PO
I
NT
」
の
使
用
法
に
習
熟

す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

B
0
43
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
１
．
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
の
修
得
 
 

２
．
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
の
修
得
 

３
．
ソ
フ
ト
の
効
率
的
な
活
用
方
法
の
獲
得
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
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B
0
44
 
基
本
操
作
実
習
 

W
O
RD
・
一
太
郎
及
び
表
計
算
ソ
フ
ト
の
E
XC
E
L
の
基
本
的
な
操
作
を
マ
ス
タ
ー
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す

る
 

B
0
45
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D｣
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
X
CE
L」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

B
0
46
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
一
太
郎
」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

B
0
47
 
レ
ポ
ー
ト
作
成
 

W
O
R
D
と
EX
CE
L
を
用
い
て
、
自
分
の
考
え
た
報
告
書
や
広
告
の
作
成
を
す
る
。
こ
れ
を
通
し
て
資
料
作
成
を
覚
え
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

B
0
48
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
CE
L」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

B
0
49
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

B
0
50
 
統
計
処
理
 

大
量
の
デ
ー
タ
を
処
理
し
、
読
み
取
る
。
E
XC
E
L
の
使
用
法
の
習
熟
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
。
印
刷
物
 

B
0
51
 
成
績
一
覧
表
作
成
 

関
数
の
利
用
を
通
し
表
計
算
の
利
便
性
を
実
感
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
、
フ
ロ
ッ
ピ

ー
 

B
0
52
 
統
計
資
料
の
分
析
（
グ
ラ
フ
）
 

デ
ー
タ
を
視
覚
的
に
把
握
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
、
フ
ロ
ッ
ピ

ー
 

B
0
53
 
基
本
操
作
実
習
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
一
太
郎
」
お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
「
E
XC
EL
」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

B
0
54
 
表
計
算
（
グ
ラ
フ
の
作
成
・
関
数
）
 

グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
関
数
を
用
い
て
合
計
・
平
均
な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
F
D
に
て
提
出
 

B
0
55
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
 

表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
CE
L」
使
用
法
及
び
い
く
つ
か
の
関
数
の
使
い
方
を
覚
え
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
保
存
 

学
習
ノ
ー
ト
に
記
入
 

B
0
56
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
２
 

E
X
CE
L
と
Ｖ
B
A
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
使
用
法
を
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
保
存
 

学
習
ノ
ー
ト
に
記
入
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Ｃ
：
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
課
題
 

達
成
目
標
 

課
題
 

番
号
 

テ
ー
マ
 

ね
ら
い
 

a
 
b
 
c
 
d
 
e
 
f
 
g
 
m
 
n
 

提
出
方
法
 

C
0
01
 
手
書
き
（
自
己
紹
介
な
ど
）
H
P
作
成
 

1
.ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ィ
ジ
タ
ル
を
体
感
す
る
。
 
 

2
.
WE
B
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み
（
リ
ン
ク
）
を
理
解
す
る
。
 

1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
02
 
留
学
案
内
 

P
O
WE
RP
O
IN
T
を
使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
の
作
成
情
報
発
信
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

C
0
03
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
 

及
び
相
互
評
価
 

相
手
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
見
や
す
く
わ
か
り
易
い
ス
ラ
イ
ド
を
作
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
人
の
発
表
を
見
て
、
良
い
点
・
改
善
点
を
挙
げ
、
よ
り
良
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
考
え
る
。
著
作
権
や
知
的
財
産
権
を
意
識
す
る
。
 

2
 
 
 
 
 
3
 
 
 
3
 
2
 
 
 
4
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
 

評
価
は
評
価
シ
ー
ト
に
記
入
し
提

出
 

C
0
04
 
学
校
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
作
成
す
る
 

１
．
PO
W
ER
PO
I
NT
の
操
作
を
学
習
す
る
。
 
 

 

２
．
学
校
紹
介
の
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
す
る
。
 

３
．
発
表
し
て
、
相
互
評
価
す
る
。
 

2
 
 
 
3
 
 
 
2
 
3
 
 
 
 
 
 
 

共
有
フ
ォ
ル
ダ
、
印
刷
し
て
紙
で

提
出
 

C
0
05
 
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
作
成
 

単
純
な
図
形
の
組
み
合
わ
せ
で
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
す
る
方
法
を
習
得
さ
せ
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
06
 
○
○
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

P
O
WE
RP
O
IN
T
の
操
作
を
学
ぶ
 
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
す
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
指
定
フ
ォ
ル
ダ
に
保
存
 

C
0
07
 
観
光
案
内
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

3
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

C
0
08
 
自
由
課
題
 

１
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
連
の
流
れ
を
理
解
す
る
。
 

２
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
に
慣
れ
る
。
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
提
出
 

C
0
09
 
ビ
ジ
ュ
ア
ル
自
分
史
 

自
分
が
育
っ
て
き
た
１
７
年
間
の
事
件
や
出
来
事
、
流
行
な
ど
を
調
べ
て
画
像
な
ど
を
集
め
、
そ
の
中
に
自
分
を
置
き
つ
つ
、
自

分
が
周
囲
の
環
境
に
ど
ん
な
影
響
や
変
化
を
受
け
て
き
た
か
を
、
自
分
な
り
に
記
憶
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
成
長
・

発
展
史
を
作
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
 
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
10
 
修
学
旅
行
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
 

（
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
）
 

・
班
員
が
相
互
に
協
力
し
て
作
業
を
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
 

・
必
要
な
情
報
を
収
集
し
て
、
見
や
す
く
ま
と
め
る
よ
う
に
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 

サ
ー
バ
に
保
存
 

C
0
11
 
職
業
調
べ
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
お
け
る
基
本
的
な
技
法
を
使
え
る
こ
と
を
確
認
す
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

C
0
12
 
プ
レ
ゼ
ン
実
習
 

P
O
WE
RP
O
IN
T
の
基
本
操
作
を
習
得
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
13
 
自
己
紹
介
 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
 

・
効
果
的
な
発
表
の
や
り
方
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

C
0
14
 
情
報
発
信
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
お
け
る
基
本
的
な
技
法
を
使
え
る
こ
と
を
確
認
す
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
L
H
Z
で
圧
縮
後
、
F
T
P
サ
ー
バ
へ

の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
 

C
0
15
 
今
夢
中
に
な
っ
て
い
る
も
の
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
相
手
に
自
分
の
考
え
気
持
ち
を
伝
え
る
。
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
16
 
総
合
実
習
 

こ
れ
ま
で
学
習
し
た
こ
と
を
活
用
し
、
興
味
を
持
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
情
報
収
集
、
活
用
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
能
力

を
養
う
。
 

3
 
 
 
2
 
2
 
3
 
4
 
 
 
2
 
4
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
17
 
特
定
多
数
に
向
け
て
情
報
発
信
 

1
.プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
い
、
資
料
を
作
成
す
る
 

2
.蒸
気
の
資
料
を
使
い
、
自
分
の
伝
え
こ
と
を
相
手
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
発
表
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
3
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
18
 
「
ハ
ン
バ
ー
グ
が
作
り
た
く
な
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
 

1
.様
々
な
形
式
（
ラ
ジ
オ
、
W
E
B、
C
M
映
像
、
ポ
ス
タ
ー
、
小
説
…
）
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
 

2
.発
表
し
て
評
価
し
あ
う
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
1
 
4
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
、
ま
た
は
映
像
作

品
（
DV
D
)、
ま
た
は
ポ
ス
タ
ー
、

小
説
な
ど
 

C
0
19
 
ク
ラ
ス
雑
誌
を
つ
く
る
 

1
.取
材
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
し
て
記
事
を
ま
と
め
る
（
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
) 

2
.発
行
し
て
評
価
し
あ
う
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
4
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

冊
子
と
し
て
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
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C
0
20
 
学
校
案
内
（
高
校
生
活
を
振
り
返
っ

て
）
 

プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
「
PO
W
ER
PO
I
NT
」
の
基
本
操
作
 

・
プ
レ
セ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
 

・
企
画
か
ら
準
備
・
作
成
・
実
施
・
評
価
ま
で
の
流
れ
を
理
解
す
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 

（
記
述
な
し
）
 

C
0
21
 
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
 

調
査
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
活
動
 

3
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
記
述
な
し
）
 

C
0
22
 
世
界
の
国
の
紹
介
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
「
PO
WE
R
PO
IN
T」
の
使
い
方
に
慣
れ
る
。
W
E
B
ペ
ー
ジ
・
百
貨
事
典
ソ
フ
ト
の
検
索
を
通
し
て
調
べ

学
習
の
仕
方
を
学
ぶ
。
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。
問
題
解
決
方
法
の
実
践
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
共
有
サ
ー
バ
 

C
0
23
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
「
自
己
紹

介
」
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
技
法
を
習
得
す
る
。
 
情
報
発
信
能
力
を
育
成
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 発
表
会
で
発
表
 

レ
ポ
ー
ト
（
印
刷
物
）
提
出
 

C
0
24
 
自
己
紹
介
 

１
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
に
慣
れ
る
 

 
２
．
WE
B
ペ
ー
ジ
の
検
索
に
慣
れ
る
 

３
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
連
の
流
れ
を
理
解
す
る
 

3
 
 
 
3
 
3
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
25
 
私
は
こ
れ
を
目
指
す
 

１
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
に
慣
れ
る
 

 
２
．
WE
B
ペ
ー
ジ
の
検
索
に
慣
れ
る
 

３
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
連
の
流
れ
を
理
解
す
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

C
0
26
 
自
己
紹
介
 

１
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
に
慣
れ
る
。
 
 
 
２
．
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
 

３
．
WE
B
ペ
ー
ジ
の
検
索
と
活
用
に
慣
れ
る
。
  

 
 
４
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
を
理
解
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
3
 
2
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
27
 
学
校
案
内
 

１
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
に
慣
れ
る
。
 
 
 
２
．
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
 

３
．
WE
B
ペ
ー
ジ
の
検
索
と
活
用
に
慣
れ
る
。
  

 
 
４
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
を
理
解
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
3
 
2
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
28
 
興
味
の
あ
る
国
 

P
O
WE
RP
O
IN
T
の
使
い
方
に
慣
れ
る
。
W
E
B
で
自
分
の
調
べ
た
い
資
料
を
検
索
さ
せ
、
Ｐ
Ｐ
に
貼
り
付
け
を
し
う
ま
く
発
表
を
し
て
伝

え
る
事
が
で
き
る
か
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

C
0
29
 
自
分
史
を
ま
と
め
る
 

自
己
紹
介
に
関
す
る
ス
ラ
イ
ド
作
成
を
通
し
、
伝
わ
り
や
す
い
情
報
の
ま
と
め
方
を
考
え
、
併
せ
て
個
人
情
報
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
る
。
（
実
際
に
は
発
表
せ
ず
）
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
3
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
30
 
自
己
紹
介
 

１
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
に
慣
れ
る
 

２
．
WE
B
ペ
ー
ジ
の
検
索
に
慣
れ
る
 

３
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
連
の
流
れ
を
理
解
す
る
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
31
 
情
報
の
表
現
（
社
会
問
題
に
つ
い
て
）
 
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
利
用
方
法
 

情
報
の
検
索
・
ま
と
め
・
表
現
 

人
前
で
の
発
表
 

 
 
 
 
2
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

C
0
32
 
研
究
発
表
会
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
用
い
た
研
究
発
表
お
よ
び
相
互
評
価
。
 

 
 
 
 
 
 
2
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プ
リ
ン
ト
の
提
出
 

C
0
33
 
地
域
紹
介
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
利
用
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
検
索
 

発
表
 

 
 
 
 
 
 
2
 
2
 
2
 
 
 
 
 
 
 

共
有
フ
ォ
ル
ダ
 

C
0
34
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
基
本
操
作
実
習
）
 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
WO
R
D」
、
表
計
算
ソ
フ
ト
「
EX
CE
L」
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
「
PO
W
ER
PO
I
NT
」
の
使
用
法
に
習
熟

す
る
 

 
 
 
 
 
 
2
 
2
 
2
 
 
 
 
 
 
 
共
有
フ
ォ
ル
ダ
 

C
0
35
 
私
の
好
き
な
も
の
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
に
な
れ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
36
 
旅
に
出
よ
う
 

数
名
の
生
徒
で
旅
行
会
社
を
作
り
、
温
泉
や
観
光
地
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
情
報
を
ネ
ッ
ト
で
集
め
、
周
辺
の
見
所
ガ
イ
ド
を
含
め
、

限
ら
れ
た
予
算
内
で
旅
行
プ
ラ
ン
を
作
成
さ
せ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。
他
の
班
は
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
評
価
項
目
を
決
め
て

発
表
者
の
評
価
を
行
う
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
 

C
0
37
 
新
商
品
の
企
画
 

グ
ル
ー
プ
で
新
商
品
の
企
画
を
考
え
、
P
OW
ER
PO
I
N
T
を
使
っ
て
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
3
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

C
0
38
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
 

グ
ル
ー
プ
で
作
っ
た
ス
ラ
イ
ド
を
映
し
な
が
ら
発
表
す
る
。
生
徒
が
評
価
を
行
う
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
1
 
 
 
 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出
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C
0
39
 
文
化
祭
企
画
会
社
 

３
名
位
の
班
で
、
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
ポ
ス
タ
ー
作
成
、
提
案
用
の
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
成
さ
せ
る
。
企
画
や
絵
は
各
自

が
作
っ
た
作
品
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
互
い
に
見
せ
て
、
合
成
を
行
い
一
つ
に
し
て
作
る
。
作
品
は
発
表
し
、
お
互
い
に
生
徒
同
士
で

評
価
を
つ
け
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
2
 
 
 
 
 

個
人
用
フ
ォ
ル
ダ
 

C
0
40
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

自
己
紹
介
・
学
校
で
の
様
々
な
行
事

で
の
活
用
 

P
O
WE
RP
O
IN
T
の
使
い
方
を
学
び
、
学
校
行
事
の
様
々
な
場
面
で
、
自
分
た
ち
の
作
成
し
た
PO
W
ER
PO
I
N
T
で
説
明
を
行
う
。
聾
学
校

に
と
っ
て
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
41
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
(基
本
操
作
実
習
)
 

「
WO
RD
」「
EX
C
EL
」「
P
O
WE
RP
O
IN
T」
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
42
 
課
題
研
究
・
及
び
発
表
 

与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
情
報
を
検
索
し
、
必
要
な
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
ま
と
め
発
表
す
る
。
ま
た
、
著
作
権

に
つ
い
て
理
解
し
て
情
報
収
集
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
2
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
43
 
自
己
紹
介
 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
基
本
ス
キ
ル
の
習
得
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
44
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
操

作
実
習
 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
基
本
的
な
操
作
方
法
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
4
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
 

C
0
45
 
自
分
史
の
作
成
 

聞
き
手
の
立
場
に
立
ち
、
メ
デ
ィ
ア
を
有
効
に
活
用
し
、
筋
道
を
た
て
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
作
成
し
た
WE
B
ペ
ー
ジ
を
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
す
る
 

C
0
46
 
自
由
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
い
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
発
表
力
を
あ
げ
る
こ
と
も
目
的
と
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
4
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

C
0
47
 
新
商
品
C
M
作
り
 

・
高
度
で
総
合
的
な
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
4
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
48
 
自
己
紹
介
 

P
O
WE
RP
O
IN
T
の
基
本
的
な
操
作
、
作
り
方
を
理
解
さ
せ
る
。
自
分
の
自
己
紹
介
を
作
り
PO
WE
R
PO
IN
T
の
練
習
を
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
提
出
 

C
0
49
 
進
路
実
現
・
開
拓
プ
ラ
ン
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
将
来
の
進
路
希
望
先
を
複
数
挙
げ
、
順
位
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
4
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 
印
刷
し
て
紙
で

提
出
 

C
0
50
 
他
者
紹
介
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
利
用
 

 
W
E
B
ペ
ー
ジ
検
索
 

 
発
表
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

C
0
51
 
私
の
学
校
、
ク
ラ
ス
、
部
活
動
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
「
PO
WE
R
PO
IN
T」
を
使
っ
て
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

C
0
52
 
自
分
の
住
ん
で
い
る
街
 
紹
介
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用
に
慣
れ
、
実
際
の
プ
レ
ゼ
ン
を
実
体
験
し
て
も
ら
う
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
ま
た
は
サ
ー

バ
に
保
存
 

C
0
53
 
私
の
好
き
な
も
の
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
お
け
る
基
本
的
な
技
法
を
使
え
る
こ
と
を
確
認
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演
習
問
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
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Ｄ
：
画
像
に
関
す
る
課
題
 

達
成
目
標
 

提
出
方
法
 

課
題
 

番
号
 

テ
ー
マ
 

ね
ら
い
 

a
 
b
 
c
 
d
 
e
 
f
 
g
 
m
 
n
 

 
D
0
01
 
白
黒
ア
ニ
メ
に
よ
る
表
現

 
・
白
黒
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
を
通
し
て
、
表
現
方
法
と
、
そ
の
限
界
を
理
解
す
る
。

 
1 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
サ
ー
バ
ー
の
共
有
ス
ペ
ー
ス

 
・
計
画
・
反
省
プ
リ
ン
ト

 
D
0
02
 
外
国
で
の
出
来
事
を
知
ろ
う

 
災
害
に
伴
う
弱
者
や
貧
困
層
の
人
達
の
扱
い
の
問
題
を
新
聞
社
の
サ
イ
ト
か
ら
得
た
報
道
を
元
に
、
そ
の
背
景
に
あ
る
問
題
を
、
ネ
ッ

ト
上
か
ら
情
報
収
集
し
、
自
分
な
り
に
考
え
を
ま
と
め
電
子
メ
ー
ル
で
簡
潔
に
ま
と
め
て
提
出
さ
せ
る
。

 
1 

 
 

3 
 

 
 

4 
 
電
子
メ
ー
ル

 

D
0
03
 
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

G
IF
ア
ニ
メ
作
成

 
静
止
画
と
動
画
の
違
い
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
製
作
を
行
い
な
が
ら
修
得
す
る
。

 
2 

 
 

 
 

 
3 

 
 
サ
ー
バ
の
提
出
先
ド
ラ
イ
ブ
に

 

D
0
04
 
自
己
紹
介

 
伝
達
対
象
に
適
し
た
内
容
の
も
の
を
考
え
る
。

 
自
分
自
身
の
個
人
情
報
を
意
識
す
る
。

 
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
自
己
表
現
を
行
う
。

 
2 

 
 

 
 

 
3 

4 
2 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 
 
 
 

 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

D
0
05
 
学
校
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作

成
す
る

 
１
．

Po
w

Er
Po

in
tの
操
作
を
学
習
す
る
。

 
２
．
学
校
紹
介
の
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
す
る
。

 
３
．
発
表
し
て
、
相
互
評
価
す
る
。

 
2 

 
3 

 
2 

3 
 

 
 
共
有
フ
ォ
ル
ダ
、
印
刷
し
て
紙
で

提
出

 

D
0
06
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
製
作

 
画
像
と
い
う
情
報
伝
達
手
段
の
特
徴
を
理
解
す
る

 
3 

 
 

 
 

 
 

 
 
サ
ー
バ
ー
の
指
定
フ
ォ
ル
ダ
に
保

存
 

D
0
07
 
自
己
紹
介
文

 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
利
用

 
写
真
画
像
の
取
り
込
み
処
理
の
方
法
を
学
ぶ

 
3 

 
 

 
 

 
 

 
 
プ
リ
ン
ト
の
提
出

 

D
0
08
 
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
り

 
動
画
の
仕
組
み
の
理
解
と
表
現
を
工
夫
す
る
。

 
3 

 
 

 
 

 
2 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

D
0
09
 

�
「
学
校
紹
介
」

 
→
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
で
実
施

 
伝
達
対
象
を
意
識
し
て
、
情
報
収
集
を
行
う
。

 
伝
達
内
容
を
適
切
に
取
捨
選
択
す
る
。

 
効
果
的
に
情
報
を
発
信
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
。

 
3 

 
 

 
 

 
3 

3 
 
作
品
印
刷
物

 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

D
0
10
 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン

 
デ
ザ
イ
ン
を
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ィ
ジ
タ
ル
に
す
る
技
法
を
学
習
す
る
。

 
3 

 
 

 
 

 
3 

 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出

 

D
0
11
 
新
商
品
の
広
告

 
デ
ザ
イ
ン
を
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ィ
ジ
タ
ル
に
す
る
技
法
を
学
習
す
る
。

 
3 

 
 

 
 

 
3 

 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出

 

D
0
12
 
自
己
紹
介

 
ワ
ー
ド
に
お
け
る
基
本
的
な
技
法
を
使
え
る
こ
と
を
確
認
す
る

 
3 

 
 

 
 

 
3 

 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出

 

D
0
13
 
イ
ラ
ス
ト
作
成

 １
年

 
ペ
イ
ン
ト
や
ワ
ー
ド
の
図
形
描
画
な
ど
を
用
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
イ
ラ
ス
ト
や
手
書
き
文
字
・
図
形
を
作
る
方
法
を
学
ぶ
。

 
3 

 
 

 
 

 
3 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

D
0
14
 
職
業
調
べ

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
お
け
る
基
本
的
な
技
法
を
使
え
る
こ
と
を
確
認
す
る

 
3 

 
 

 
 

3 
 

 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出

 

D
0
15
 
イ
メ
ー
ジ
顔
絵

 
イ
メ
ー
ジ
を
形
に
す
る
、
画
像
処
理
ソ
フ
ト
の
活
用

 
3 

 
 

 
 

3 
 

 
 
（
記
述
な
し
）

 

D
0
16
 
体
験
学
習
の
レ
ポ
ー
ト
作
成

 １
年

 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
行
っ
た
体
験
学
習
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
通
じ
て
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
他
の
人
に
上
手
に
使
え
る
方
法
を

学
ぶ
。
ま
た
、
相
互
評
価
を
行
う
。

 
3 

 
 

 
 

3 
3 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

 
D
0
17
 

M
y 

CM
作
り

 
・
表
現
力

 
 

 
・
画
像
加
工
力

 
3 

 
 

 
 

3 
3 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

D
0
18
 
プ
レ
ゼ
ン
実
習

 
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
本
操
作
を
習
得
す
る
。

 
3 

 
 

 
2 

 
 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

D
0
19
 
学
校
の
ポ
ス
タ
ー

 
画
像
加
工
ソ
フ
ト
「
ペ
イ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
・
プ
ロ
」
の
使
い
方
に
慣
れ
る
。
視
覚
効
果
的
な
表
現
方
法
を
工
夫
す
る
。
画
像
の
加
工
を

の
基
本
を
学
ぶ
。

 
3 

 
 

 
2 

 
1 

 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス

 
D
0
20
 
「
ハ
ン
バ
ー
グ
が
作
り
た
く
な
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

 
1.
様
々
な
形
式
（
ラ
ジ
オ
、

W
EB
、

CM
映
像
、
ポ
ス
タ
ー
、
小
説
…
）
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成

 
2.
発
表
し
て
評
価
し
あ
う
。

 
3 

 
 

 
2 

 
1 

4 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
、
ま
た
は
映
像
作

品
（

D
VD

)、
ま
た
は
ポ
ス
タ
ー
、

小
説
な
ど

 
D
0
21
 
ク
ラ
ス
雑
誌
を
つ
く
る

 
1.
取
材
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
し
て
記
事
を
ま
と
め
る
（
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

) 
2.
発
行
し
て
評
価
し
あ
う
。

 
3 

 
 

 
3 

 
1 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 
冊
子
と
し
て
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

 
D
0
22
 
情
報
の
う
し
ろ
側

 
流
行
語
や

CM
音
楽
、
着
信
ﾒﾛ
ﾃﾞ
ｨ等
の
意
味
を
考
え
さ
せ
、
こ
れ
ら
が
商
業
活
動
、
流
行
創
造
な
ど
の
意
図
を
持
っ
て
作
ら
れ
届
い
て

い
る
こ
と
を
、
そ
の
背
景
を
調
べ
さ
せ
な
が
ら
調
査
さ
せ
提
出
さ
せ
る
。
（
流
れ
る
情
報
の
裏
に
あ
る
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
に
目
を
向

け
さ
せ
る
）

 
3 

 
 

 
4 

 
 

3 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

 

D
0
23
 

�
「
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
」

 
→
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
で
実
施

 
伝
達
内
容
を
吟
味
し
、
最
小
限
の
ス
ペ
ー
ス
で
誰
に
で
も
わ
か
る
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
作
品
印
刷
物

 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 
D
0
24
 

�
「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
」

 
２
色
に
よ
る
表
現
を
学
ぶ
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
作
品
印
刷
物
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→
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
で
実
施

 
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
利
用
目
的
と
使
用
対
象
を
理
解
し
、
適
切
な
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
。

 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 
D
0
25
 

�
「
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
」

 
→
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
で
実
施

 
多
色
に
よ
る
表
現
を
学
ぶ
。

 
掲
載
場
所
と
伝
達
対
象
を
意
識
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
。

 
効
果
的
な
文
字
配
置
を
考
え
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
作
品
印
刷
物

 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

D
0
26
 
Ｍ

yペ
ー
ジ
を
つ
く
る

 
H
Ｔ
Ｍ
Ｌ
を
使
っ
て
簡
単
な
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
を
つ
く
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
3 
個
人
フ
ォ
ル
ダ

 

D
0
27
 
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

G
ｉ

Fの
作
成

 
１
．
ペ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
の
理
解
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
．
１
０
コ
マ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
創
作
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
．
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
へ
の
表
示
方
法
の
理
解

 
 

 
 

 
 

 
1 

 
 
共
有
フ
ォ
ル
ダ

 

D
0
28
 
雪
だ
る
ま
を
作
ろ
う

 
３
Ｄ
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
モ
デ
リ
ン
グ
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
立
体
画
像
の
技
術
の
習
得
。

 
 

 
 

 
 

 
2 

 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ

 

D
0
29
 
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成

 
拡
張
子
を
意
識
さ
せ
る

 
 
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
し
よ
う
し
て

 
・

G
IF
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成

(フ
レ
ー
ム
や
レ
イ
ヤ
ー
の
概
念
・
カ
ラ
ー
の
表
現
の
理
解
）

 
・
３

D
画
像
の
作
成
（
モ
デ
リ
ン
グ
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
基
本
）

 
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
画
像
の
加
工

 

 
 

 
 

 
 

2 
 

 

作
品
を
印
刷

 
サ
ー
バ
ー
上
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
に

保
存

 

D
0
30
 
文
化
祭
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
よ
う

 
１
．
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
の
効
果
、
構
成
な
ど
工
夫
し
て
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
お
こ
な
う
。

 
２
．
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
（
ペ
イ
ン
ト
・
ド
ロ
ー
ツ
ー
ル
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
）
の
種
類
と
用
途
に
つ
い
て
理
解
し
、
作
品
に

応
じ
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
い
分
け
た
り
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
考
え
て
、
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
作
成
す
る
。

 
３
．
情
報
を
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
統
合
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

 

 
 

 
 

 
 

2 
 

3 

共
有
ス
ペ
ー
ス

 

D
0
31
 
信
号
機
を
描
い
て
み
よ
う

 
１
．
ペ
イ
ン
ト
を
使
い
、
簡
単
な
絵
を
描
き
機
を
描
い
て
み
る
。

 
２
．
色
を
着
け
信
号
機
ら
し
く
描
く
。

 
 

 
 

 
 

 
3 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

D
0
32
 
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
文
書
を
作
成
す
る

 
Ｗ
ｏ
ｒ
dを
用
い
、
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
を
挿
入
し
た
り
、
写
真
フ
ァ
イ
ル
を
取
り
込
み
編
集
し
た
り
、
ペ
ー
ジ
罫
線
を
入
れ
た
り
し
て
ビ

ジ
ュ
ア
ル
な
文
書
を
作
成
さ
せ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
3 

 
 
印
刷
し
、
サ
ー
バ
ー
の
共
有
ス
ペ

ー
ス
に
提
出

 

D
0
33
 

Fl
As

H
ム
ー
ビ
ー
の
作
成

 
よ
り
高
機
能
な
ム
ー
ビ
ー
作
成
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
用
い
る
こ
と
を
体
験
し
、
よ
り
幅
の
広
い
表
現
力
を
身
に
つ
け
る
。

 
 

 
 

 
 

 
3 

 
 
サ
ー
バ
の
提
出
先
ド
ラ
イ
ブ
に

 

D
0
34
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
が
き
の
作
成

 
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
使
い
方
、
ペ
イ
ン
ト
の
基
本
操
作
の
習
熟

 
 

 
 

 
 

 
3 

 
 
作
成
し
た
は
が
き
を
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
す
る

 
D
0
35
 
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
の
作
成

 
地
図
や
画
像
の
作
成
を
学
び
、
独
自
の
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
が
作
成
で
き
る
こ
と
を
学

ぶ
。

 
 

 
 

 
 

 
3 

 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出

 

D
0
36
 
ク
ラ
ス
雑
誌
を
つ
く
る

 
1.
取
材
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
し
て
記
事
を
ま
と
め
る
（
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

) 
 
 
 
 
 
 

2.
発
行
し
て
評
価
し
あ
う
。

 
 

 
 

 
 

 
4 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 冊
子
と
し
て
 
 
 

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

 
D
0
37
 
自
画
像
で
自
己
紹
介

 
・
マ
ウ
ス
の
操
作
に
慣
れ
る
（
自
由
に
動
か
す
）

 
・
ペ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
「
ペ
イ
ン
ト
」
で
自
分
の
顔
を
特
徴
的
に
描
く

 
・
情
報
発
信
の
表
現
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
を
さ
せ
る

 
・
著
作
権
を
中
心
に
知
的
財
産
権
の
概
念
を
知
る

 

 
 

 
 

 
2 

 
 

 

共
有
ス
ペ
ー
ス

 

D
0
38
 
絵
日
記
を
作
ろ
う

 
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
絵
を
描
き
、
説
明
を
加
え
る
こ
と
で

 
 
絵
日
記
に
よ
る
表
現
を
体
験
す
る
。

 
・
相
手
に
情
報
を
伝
え
る
難
し
さ
を
理
解
す
る
。

 
 

 
 

 
 

3 
 

 
 
・
サ
ー
バ
ー
の
共
有
ス
ペ
ー
ス

 
・
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
 
印

刷
し
て
紙
で
提
出

 
D
0
39
 
文
化
祭
の
ク
ラ
ス
ポ
ス
タ
ー
製
作

 
使
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
適
切
な
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
紙
に
表
現
す
る
。

 
 

 
 

 
 

3 
1 

 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ

 

D
0
40
 
年
賀
状
作
成

 
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
一
太
郎
」
お
よ
び
画
像
ソ
フ
ト
の
使
用
法
に
習
熟
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目
的
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
作
る

 
 

 
 

 
 

3 
1 

 
 
（
記
述
な
し
）

 

D
0
41
 
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
の
作
成

 
著
作
物
の
利
用
許
可
・
取
材
対
象
の
掲
載
許
可
を
適
切
に
取
得
す
る
。

 
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
と
し
て
適
切
な
内
容
や
表
現
を
行
う
。

 
個
人
情
報
を
意
識
す
る
。

 
 

 
 

 
 

3 
3 

4 
4 
個
人
フ
ォ
ル
ダ

 

D
0
42
 
新
商
品

CM
作
り

 
・
高
度
で
総
合
的
な
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

 
 

 
 

 
 

4 
 

4 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

D
0
43
 
旅
に
出
よ
う

 
数
名
の
生
徒
で
旅
行
会
社
を
作
り
、
温
泉
や
観
光
地
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
情
報
を
ネ
ッ
ト
で
集
め
、
周
辺
の
見
所
ガ
イ
ド
を
含
め
、
限
ら

れ
た
予
算
内
で
旅
行
ﾌﾟ
ﾗ
ﾝを
作
成
さ
せ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。
他
の
班
は
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
評
価
項
目
を
決
め
て
発
表
者
の
評

価
を
行
う
。

 
 

 
 

 
 

4 
 

4 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

 

D
0
44
 
基
本
操
作
実
習

 
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
を
習
得
す
る
。

 
 

 
 

 
3 

 
 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
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D
0
45
 
文
化
祭
企
画
会
社

 
３
名
位
の
班
で
、
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
ポ
ス
タ
ー
作
成
、
提
案
用
の
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
成
さ
せ
る
。
企
画
や
絵
は
各
自
が
作

っ
た
作
品
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
互
い
に
見
せ
て
、
合
成
を
行
い
一
つ
に
し
て
作
る
。
作
品
は
発
表
し
、
お
互
い
に
生
徒
同
士
で
評
価
を
つ

け
る
。

 
 

 
 

 
3 

 
 

 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

 

D
0
46
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
お
け
る
文
字
の
表
現

 
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
で
は
文
字
を
コ
ー
ド
化
し
て
取
り
扱
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る

 
・
文
字
を
画
像
と
し
て
扱
う
と
情
報
量
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る

 
 

 
 

 
4 

 
3 

 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出

 

D
0
47
 
自
分
の
将
来
の
職
業
を
し
ら
べ
る

 
さ
ま
ざ
ま
な
調
べ
学
習
を
と
お
し
て
、
あ
わ
せ
て
自
分
の
将
来
を
考
え
さ
せ
る
。

 
 

 
 

2 
 

 
3 

 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ

 

D
0
48
 
情
報
の
表
現
（
社
会
問
題
に
つ
い
て
）

 
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
利
用
方
法

 
情
報
の
検
索
・
ま
と
め
・
表
現

 
人
前
で
の
発
表

 
 

 
 

2 
2 

 
 

 
 
プ
リ
ン
ト
の
提
出

 

D
0
49
 
定
期
考
査
１
週
間
前
の
学
習
計
画
を
立
案

し
よ
う

 
試
験
日
程
や
各
自
の
学
習
可
能
時
間
と
、
出
題
科
目
の
分
析
を
通
し
て
得
ら
れ
る
情
報
を
も
と
に
最
も
効
率
の
良
い
学
習
計
画
表
を
作

成
す
る
。
そ
の
過
程
を
通
し
て
、
問
題
解
決
の
手
順
を
理
解
さ
せ
る
。

 
 

 
 

3 
2 

 
 

 
 
プ
リ
ン
ト
に
記
入

 
表
計
算
フ
ァ
イ
ル

 
D
0
50
 
魚
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
？

 
世
界
中
か
ら
魚
を
買
う
海
洋
国
日
本
の
現
状
と
、
な
ぜ
海
に
囲
ま
れ
な
が
ら
魚
を
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
魚
貝
類
の
鮮
度
保
持

と
、
食
の
安
全
性
確
保
に
つ
い
て
調
べ
、
具
体
的
に
何
か
１
種
類
の
例
を
上
げ
て
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
提
出
さ
せ
る
。

 
 

 
2 

3 
3 

 
 

 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
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Ｅ
：
Ｗ
ｅ
ｂ
検
索
に
関
す
る
課
題
 

達
成
目
標
 

提
出
方
法
 

課
題
 

番
号
 

テ
ー
マ
 

ね
ら
い
 

a
 
b
 
c
 
d
 
e
 
f
 
g
 
m
 
n
 

 
E
0
01
 
外
国
で
の
出
来
事
を
知
ろ
う

 
災
害
に
伴
う
弱
者
や
貧
困
層
の
人
達
の
扱
い
の
問
題
を
新
聞
社
の
サ
イ
ト
か
ら
得
た
報
道
を
元
に
、
そ
の
背
景
に
あ
る
問
題
を
、
ネ
ッ

ト
上
か
ら
情
報
収
集
し
、
自
分
な
り
に
考
え
を
ま
と
め
電
子
メ
ー
ル
で
簡
潔
に
ま
と
め
て
提
出
さ
せ
る
。

 
1 

 
 

3 
 

 
 

4 
 
電
子
メ
ー
ル

 

E
0
02
 
著
作
権

 
著
作
権
に
つ
い
て
の
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
を
検
索
・
閲
覧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
索
方
法
を
学
び
、
著
作
権
に
つ
い
て
自
主
学
習
す
る
。
さ
ら

に
、
学
習
し
た
内
容
を
ワ
ー
プ
ロ
を
用
い
て
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ワ
ー
プ
ロ
技
術
を
向
上
さ
せ
る
。

 
2 

 
 

2 
2 

 
 

 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出

 

E
0
03
 
情
報
の
検
索

 
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
」
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
さ
せ
た
。
そ
の
過
程
で
情
報
の
検
索
に
つ
い
て
学
習
す
る
と
と
も
に
情
報
モ
ラ

ル
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
る
。

 
2 

 
 

2 
3 

 
 

 
3 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

E
0
04
 
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

 
昔
の
、
あ
る
時
代
に
起
こ
っ
た
事
件
や
出
来
事
、
社
会
状
況
を
調
べ
、
そ
の
中
に
自
分
を
仮
想
的
に
置
き
、
当
時
の
社
会
の
中
で
の
自

分
の
あ
り
方
や
姿
を
考
え
て
当
時
の
人
達
と
比
較
し
、
意
見
や
考
え
を
ま
と
め
て
み
る
。
（
戦
時
、
産
業
復
興
、
炭
鉱
災
害
、
自
然
災
害

や
冷
害
）

 
3 

 
 

 
 

 
 

3 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

E
0
05
 
職
業
調
べ

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
お
け
る
基
本
的
な
技
法
を
使
え
る
こ
と
を
確
認
す
る

 
3 

 
 

 
 

3 
 

 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出

 

E
0
06
 
ビ
ジ
ュ
ア
ル
自
分
史

 
自
分
が
育
っ
て
き
た
１
７
年
間
の
事
件
や
出
来
事
、
流
行
な
ど
を
調
べ
て
画
像
な
ど
を
集
め
、
そ
の
中
に
自
分
を
置
き
つ
つ
、
自
分
が

周
囲
の
環
境
に
ど
ん
な
影
響
や
変
化
を
受
け
て
き
た
か
を
、
自
分
な
り
に
記
憶
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
成
長
・
発
展
史
を

作
る
。

 
3 

 
 

 
 

3 
3 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

E
0
07
 
世
界
の
宮
殿
を
調
べ
る

 
１
．
「
ワ
ー
ド
」
を
使
用
し
た
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
習
熟
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
．
検
索
ソ
フ
ト
の
比
較
と
活
用
に
習
熟
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
．
サ
イ
ト
か
ら
の
情
報
収
集
に
慣
れ
る

 
3 

 
 

2 
 

 
 

 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ

 

E
0
08
 
修
学
旅
行
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
（
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
）

 
・
班
員
が
相
互
に
協
力
し
て
作
業
を
出
来
る
よ
う
に
す
る
。

 
・
必
要
な
情
報
を
収
集
し
て
、
見
や
す
く
ま
と
め
る
よ
う
に
す
る
。

 
3 

 
 

2 
 

 
 

 
3 
サ
ー
バ
ー
に
保
存

 

E
0
09
 
世
界
の
国
の
紹
介

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
の
使
い
方
に
慣
れ
る
。
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
・
百
貨
事
典
ソ
フ
ト
の
検
索
を
通
し
て
調

べ
学
習
の
仕
方
を
学
ぶ
。
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。
問
題
解
決
方
法
の
実
践

 
3 

 
 

3 
 

 
2 

 
 
共
有
サ
ー
バ

 

E
0
10
 
デ
ィ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
仕
様
比
較
表

 
w

EB
検
索
に
よ
り
、
適
切
か
つ
必
要
な
情
報
を
得
る
。

 
W

EB
検
索
に
よ
り
得
た
情
報
を
適
切
に
活
用
す
る
。

 
表
作
成
の
機
能
を
使
い
、
情
報
を
見
や
す
く
表
に
ま
と
め
る
。

 
3 

 
3 

2 
 

 
 

 
 
印
刷
物
と
し
て

 

E
0
11
 

W
EB
検
索

 
ヤ
フ
ー
を
検
索
す
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
検
索
。
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
検
索
の
違
い
や
自
分
の
調
べ
た
い
も
の
に
行
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

な
ど
を
理
解
さ
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
記
述
な
し
）

 

E
0
12
 
ネ
チ
ケ
ッ
ト
を
調
べ
よ
う
。

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
上
で
、
い
ろ
い
ろ
な
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
3 
個
人
フ
ォ
ル
ダ

 

E
0
13
 
提
示
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
調
べ
て

ま
と
め
る
（
時
事
ネ
タ
や
最
近
売
れ
た
本

な
ど
）

 

・
ブ
ラ
ウ
ザ
の
基
本
的
な
操
作
方
法
を
理
解
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
3 
所
定
の
用
紙
に
書
い
て
提
出

 

E
0
14
 
Ｗ

EB
の
し
く
み
と
検
索
の
仕
方

 
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
紹
介
と
調
べ
方
の
コ
ツ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
3 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

E
0
15
 
情
報
の
検
索

 
ｗ
ｗ
ｗ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
し
く
み
の
理
解

 
・
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
利
用
の
し
か
た
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

 
・
情
報
の
信
頼
性

 
・
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

 
・
自
己
責
任
の
心
構
え

 

 
 

 
 

 
 

 
2 

4 

手
書
き
レ
ポ
ー
ト
提
出

 

E
0
16
 
情
報
の
検
索

 
１
．

W
EB
ペ
ー
ジ
の
に
触
れ
る

 
２
．

W
EB
ペ
ー
ジ
の
し
く
み
検
索
方
法

 
３
．
情
報
の
受
信
と
発
信

(社
会
的
側
面
で
あ
る
知
的
財
産
権
・
個
人
情
報
に
触
れ
る
）

 
 

 
 

 
 

 
 

3 
4 
学
習
プ
リ
ン
ト
の
提
出

 
サ
ポ
ー
ト
ノ
ー
ト
の
提
出

 

E
0
17
 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の
心
が
ま
え

 
補
助
教
材
や

CD
RO

M
，

W
EB
ペ
ー
ジ
の
情
報
等
を
用
い
て
，
ネ
チ
ケ
ッ
ト
，
情
報
の
保
護
，
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
，
著
作
権
等
に
つ
い
て

学
習
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

4 
3 
学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出

 

E
0
18
 
情
報
モ
ラ
ル
 
著
作
権
 

 
Ｉ
Ｔ
社
会
の
未
来

 
H
Ｔ
Ｍ
Ｌ
言
語
の
基
本
習
得
、
Ｗ

EB
検
索
、
モ
ラ
ル
や
著
作
権
、
Ｉ
Ｔ
社
会
の
現
状
と
未
来
を
考
え
さ
せ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

4 
4 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

E
0
19
 
課
題
研
究
・
及
び
発
表

 
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
情
報
を
検
索
し
、
必
要
な
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
ま
と
め
発
表
す
る
。
ま
た
、
著
作
権
に
つ

 
 

 
 

 
 

2 
 

4 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 
印
刷
し
て
紙
で
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い
て
理
解
し
て
情
報
収
集
す
る
。

 
提
出

 
E
0
20
 
旅
に
出
よ
う

 
数
名
の
生
徒
で
旅
行
会
社
を
作
り
、
温
泉
や
観
光
地
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
情
報
を
ネ
ッ
ト
で
集
め
、
周
辺
の
見
所
ガ
イ
ド
を
含
め
、
限
ら

れ
た
予
算
内
で
旅
行
ﾌﾟ
ﾗ
ﾝを
作
成
さ
せ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。
他
の
班
は
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
評
価
項
目
を
決
め
て
発
表
者
の
評

価
を
行
う
。

 
 

 
 

 
 

4 
 

4 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

 

E
0
21
 

Ex
ce

lを
使
っ
て
表
計
算
ソ
フ
ト
の
学
習

 
ソ
フ
ト
の
便
利
性
、
資
料
の
分
析
な
ど
学
習
す
る
。

 
 

 
 

 
4 

 
 

 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ

 

E
0
22
 

W
EB
検
索

 
い
ろ
い
ろ
な
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
の
欲
し
い
情
報
を
集
め
る

 
 

 
 

2 
 

 
 

 
 
情
報
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

 

E
0
23
 
電
子
メ
ー
ル
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
マ
ナ

ー
と
モ
ラ
ル

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
目
的
の
情
報
を
検
索
し
、
ワ
ー
ド
を
使
用
し
表
に
ま
と
め
る

 
 

 
 

2 
 

 
 

2 
3 
印
刷
し
て
紙
で
提
出

 

E
0
24
 
情
報
の
検
索
と
活
用

 
効
率
的
な
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
使
い
方

 
正
し
い
情
報
を
選
択
す
る
能
力
を
養
う
。

 
情
報
の
信
憑
性
に
意
識
す
る
。

 
 

 
 

2 
 

 
 

3 
2 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

 

E
0
25
 
日
本
の
最
南
端
、
最
東
端
の
村
は
ど
こ
か

 検
索
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
、
目
的
の
情
報
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

 
 

 
 

2 
 

 
 

 
 
答
え
を
課
題
用
紙
に
記
入
し
て
提

出
 

E
0
26
 
ビ
ジ
ネ
ス
文
章
の
作
り
方

 
（
進
路
希
望
先
）

 
情
報
の
検
索
と
活
用

 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
の
情
報
検
索

 
情
報
を
整
理
し
、
文
章
に
ま
と
め
る

 
 

 
 

2 
2 

 
 

 
 
プ
リ
ン
ト
の
提
出

 

E
0
27
 
他
者
紹
介

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
利
用

 
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
検
索

 
発
表

 
 

 
 

2 
2 

2 
 

 
 
共
有
フ
ォ
ル
ダ

 

E
0
28
 
地
域
紹
介

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
利
用

 
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
検
索

 
発
表

 
 

 
 

2 
2 

2 
 

 
 
共
有
フ
ォ
ル
ダ

 

E
0
29
 
報
告
書
の
作
成

 
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
し
、
結
果
・
考
察
を
加
え
る
。
画
像
や
表
を
用
い
る
。

 
 

 
 

2 
3 

 
 

 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

 

E
0
30
 
情
報
の
検
索
と
活
用

 
し
て
さ
れ
た
課
題
に
対
し

w
EB
上
か
ら
検
索
し
整
理
し
て
プ
リ
ン
ト

 
 

 
 

2 
3 

 
 

 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出

 

E
0
31
 
情
報
の
検
索
と
活
用

 
模
擬
的
に
修
学
旅
行
の
班
別
行
動
の
計
画
を
立
て
さ
せ
る
。
そ
の
過
程
で
情
報
の
検
索
の
仕
方
と
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

 
 

 
 

2 
3 

 
 

 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出

 

E
0
32
 
情
報
の
検
索
と
活
用

 
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
る
。
そ
の
過
程
で
情
報
の
検
索
の
仕
方
と
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

 
 

 
 

2 
3 

 
 

 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出

 

E
0
33
 
情
報
の
検
索
と
活
用

 
模
擬
的
に
修
学
旅
行
の
班
別
行
動
の
計
画
を
立
て
さ
せ
る
。
そ
の
過
程
で
情
報
の
検
索
の
仕
方
と
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

 
 

 
 

2 
4 

 
 

 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
，
課
題
プ
リ
ン
ト

を
提
出

 
E
0
34
 
情
報
の
検
索
の
活
用

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
使
え
る
情
報
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
索
し
、
有
効
な
情
報
を
収
集
す
る
。

 
 

 
 

3 
 

 
 

 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト

 

E
0
35
 
有
効
な
情
報
を
獲
る
た
め
の
情
報
検
索

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
設
定
さ
れ
た
目
標
を
効
果
的
に
達
成
す
る
た
め
の
情
報
を
検
索
す
る
方
法
を
学

ぶ
 

 
 

 
3 

 
 

 
 

 
学
習
プ
リ
ン
ト
に
記
入
し
て
提
出

 

E
0
36
 
路
線
情
報
を
検
索
す
る

 
１
．
Ｗ

EB
に
は
便
利
な
機
能
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

 
２
．
経
路
、
時
間
、
料
金
を
検
索
す
る
。

 
３
．
出
版
さ
れ
て
い
る
時
刻
表
と
比
較
し
て
話
し
合
う
。

 
 

 
 

3 
 

 
 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

E
0
37
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
方
法

 
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
の
検
索
方
法
を
学
ぶ
。
必
要
と
し
て
い
る
情
報
を
ひ
き
だ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

 
 

 
 

3 
 

 
 

 
3 
印
刷
し
て
紙
で
提
出

 

E
0
38
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

 
自
分
た
ち
で
必
要
な
資
料
を
ネ
ッ
ト
上
か
ら
、
絞
り
込
み
検
索
を
行
い
、
カ
ッ
ト
ア
ン
ド
ペ
ー
ス
で
ワ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
エ

ク
セ
ル
上
に
貼
り
付
け
る
。

 
 

 
 

3 
 

 
 

 
3 
学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出

 
 

E
0
39
 
情
報
の
検
索
と
活
用

 
W

EB
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
情
報
倫
理
、

IT
社
会
等
に
関
す
る
課
題
に
興
味
・
関
心
を
持
た
せ
る
。

 
 

 
 

3 
 

 
 

 
4 
調
べ
た
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
で
提
出

 

E
0
40
 
興
味
の
あ
る
国

 
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
使
い
方
に
慣
れ
る
。
Ｗ

EB
で
自
分
の
調
べ
た
い
資
料
を
検
索
さ
せ
、
Ｐ
Ｐ
に
貼
り
付
け
を
し
う
ま
く
発
表
を
し
て

伝
え
る
事
が
で
き
る
か
。

 
 

 
 

3 
 

 
 

2 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出

 

E
0
41
 
情
報
の
検
索
と
活
用

 
情
報
の
検
索
の
仕
方
と
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

 
 

 
 

3 
 

 
 

2 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
の
提
出

 

E
0
42
 
定
期
考
査
１
週
間
前
の
学
習
計
画
を
立
案

し
よ
う

 
試
験
日
程
や
各
自
の
学
習
可
能
時
間
と
、
出
題
科
目
の
分
析
を
通
し
て
得
ら
れ
る
情
報
を
も
と
に
最
も
効
率
の
良
い
学
習
計
画
表
を
作

成
す
る
。
そ
の
過
程
を
通
し
て
、
問
題
解
決
の
手
順
を
理
解
さ
せ
る
。

 
 

 
 

3 
2 

 
 

 
 
プ
リ
ン
ト
に
記
入

 
表
計
算
フ
ァ
イ
ル

 

E
0
43
 
旅
行
計
画

 
表
計
算
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
」
を
も
ち
い
て
修
学
旅
行
の
計
画
を
立
案
す
る
。

 
 

 
 

3 
3 

 
 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
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E
0
44
 
遠
足
の
実
施
計
画

 
W

EB
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
日
時
・
場
所
な
ど
の
条
件
を
ふ
ま
え
た
計
画
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
 

 
 

3 
4 

 
 

 
 
計
画
書
を
提
出

 

E
0
45
 
進
路
調
べ

 
１
．
自
分
の
進
路
先
を
設
定
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
調
べ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
．
Ｗ

EB
ペ

ー
ジ
の
検
索
に
慣
れ
る
。

 
 

 
 

3 
4 

 
 

 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

サ
ー
バ
ー
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
提

出
 

E
0
46
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

 
メ
ー
ラ
の
設
定
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

 
ウ
ィ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
Ｗ

EB
検
索
に
慣
れ
る
。

 
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
の
信
頼
性
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
著
作
権
を
理
解
し
、
意
識
す
る
。

 
電
子
メ
ー
ル
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。

 

 
 

 
3 

4 
 

 
3 

4 

電
子
メ
ー
ル

 

E
0
47
 
身
近
な
環
境
問
題

 
ゴ
ミ
問
題
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
行
き
先
と
、
そ
れ
が
身
近
の
ど
こ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
産
業
廃
棄
物
の
内
容
と
処
理
し
た
結
果
の

内
容
や
行
き
先
を
調
べ
ま
と
め
る
。

 
 

 
2 

 
2 

 
 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

E
0
48
 
研
究
レ
ポ
ー
ト
作
成

 
文
書
作
成
お
よ
び
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
か
ら
コ
ピ
ー
貼
り
付
け
、
そ
の
際
著
作
権
に
つ
い
て
も
配
慮

 
 

 
2 

2 
 

 
 

 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス

 

E
0
49
 
冬
休
み
の
旅
行
計
画

 
・
自
ら
必
要
な
情
報
を
収
集
し
て
、
見
や
す
く
ま
と
め
る
よ
う
に
す
る
。

 
 

 
2 

2 
 

 
 

 
3 
印
刷
し
て
紙
で
提
出

 

E
0
50
 

○○
町
に
つ
い
て

 
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
の
検
索
を
通
し
て
地
元
を
知
り
、
愛
着
を
持
つ
。

 
 

 
2 

2 
 

 
1 

 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー

 

E
0
51
 
魚
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
？

 
世
界
中
か
ら
魚
を
買
う
海
洋
国
日
本
の
現
状
と
、
な
ぜ
海
に
囲
ま
れ
な
が
ら
魚
を
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
魚
貝
類
の
鮮
度
保
持

と
、
食
の
安
全
性
確
保
に
つ
い
て
調
べ
、
具
体
的
に
何
か
１
種
類
の
例
を
上
げ
て
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
提
出
さ
せ
る
。

 
 

 
2 

3 
3 

 
 

 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

 

E
0
52
 
自
分
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
旅
行
プ
ラ
ン

 
１
）
旅
行
に
行
く
場
合
に
お
け
る
問
題
解
決
手
段
の
獲
得
。

 
２
）
情
報
収
集
や
検
索
に
つ
い
て
の
重
要
性
の
理
解
。

 
３
）
情
報
発
信
に
お
け
る
適
切
な
表
現
手
法
の
獲
得
。

 
 

 
3 

2 
2 

 
 

 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出

 

E
0
53
 
情
報
の
検
索
と
活
用

 
 
自
分
の
進
路
希
望
、
な
り
た
い
職
業
、
進
学
し
た
い
大
学
に
つ
い
て
Ｗ

EB
ペ
ー
ジ
を
検
索
さ
せ
、
情
報
の
検
索
の
方
法
と
活
用
に
つ

い
て
学
ぶ
。

 
 

 
3 

3 
 

 
 

 
 
自
己
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
、
そ
の
内
容
を
反
映
さ
せ
る
。

 

E
0
54
 
有
名
人
を
調
査

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
情
報
収
集
や
ま
と
め
る
作
業
に
つ
い
て

 
 

3 
2 

 
 

 
 

 
 
（
記
述
な
し
）
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Ｆ
：
WE
B
作
成
に
関
す
る
課
題
 

達
成
目
標
 

課
題
 

番
号
 

テ
ー
マ
 

ね
ら
い
 

a
 
b
 
c
 
d
 
e
 
f
 
g
 
m
 
n
 

提
出
方
法
 

F
0
01
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
作
成
 

１
．
WE
B
作
成
ソ
フ
ト
に
慣
れ
る
 

２
．
身
近
な
メ
デ
ィ
ア
（
デ
ジ
カ
メ
、
携
帯
電
話
等
）
を
利
用
し
て
写
真
を
ペ
ー
ジ
に
取
り
込
む
 

1
 
 
 
2
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
02
 
学
校
紹
介
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
（
WO
RD
）
を
通
し
て
○
○
高
校
に
つ
い
て
考
え
、
愛
校
心
を
高
め
る
。
 

1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
2
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
03
 
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
作
成
 

・
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
作
成
を
通
し
て
、
ウ
ェ
ブ
の
利
便
性
と
問
題
点
を
理
解
す
る
。
 
 
 
 
・
リ
ン
ク
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
04
 
手
書
き
（
自
己
紹
介
な
ど
）
H
P
作
成
 

1
.ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ィ
ジ
タ
ル
を
体
感
す
る
。
 
 

2
.
WE
B
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み
（
リ
ン
ク
）
を
理
解
す
る
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
05
 
遠
足
紹
介
 

情
報
の
公
開
、
表
現
の
仕
方
、
レ
イ
ア
ウ
ト
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
06
 
学
校
内
の
WE
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

[
M
Y 
WE
B
 P
AG
E
] 
 
相
互
評
価
 

個
人
情
報
の
扱
い
方
 

 
 

著
作
権
や
知
的
財
産
権
を
意
識
す
る
。
 

見
る
人
の
立
場
に
た
っ
た
W
E
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

H
T
M
L
言
語
や
W
EB
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
提
出
 

F
0
07
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
、
H
TM
L
言
語
に
つ
い
て
学
習
す
る
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
4
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
08
 
不
特
定
多
数
に
向
け
て
の
情
報
発
信
 

1
.
HT
M
L
を
覚
え
、
W
EB
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み
を
知
る
こ
と
と
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
も
の
つ
く
り
学
習
。
 

2
.作
成
し
公
開
す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
を
理
解
す
る
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
4
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
09
 
学
校
案
内
の
WE
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

・
HT
M
L
の
理
解
 

 
 

・
WE
B
ペ
ー
ジ
の
基
本
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
ー
バ
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
10
 
自
己
紹
介
 

３
年
生
「
情
報
C」
の
１
学
期
の
WE
B
ペ
ー
ジ
作
成
実
習
の
導
入
と
し
て
、
簡
単
な
ペ
ー
ジ
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
サ
ー
バ
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

・
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
 

F
0
11
 
修
学
旅
行
先
の
観
光
案
内
 

１
．
WE
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
慣
れ
る
 

 
２
．
WE
B
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
で
保
存
 

F
0
12
 
自
己
紹
介
 

１
．
WE
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
慣
れ
る
 

 
２
．
WE
B
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
 

３
．
自
分
自
身
の
個
人
情
報
を
意
識
す
る
 

3
 
 
 
3
 
3
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
（
記
述
な
し
）
 

F
0
13
 
自
己
紹
介
 

１
．
WE
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
慣
れ
る
 

 
２
．
WE
B
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
作
成
し
た
WE
B
ペ
ー
ジ
を
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
す
る
 

F
0
14
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
学
習
 

情
報
の
発
信
を
効
果
よ
く
で
き
る
よ
う
学
習
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
15
 
ビ
ジ
ュ
ア
ル
自
分
史
 

自
分
が
育
っ
て
き
た
１
７
年
間
の
事
件
や
出
来
事
、
流
行
な
ど
を
調
べ
て
画
像
な
ど
を
集
め
、
そ
の
中
に
自
分
を
置
き
つ
つ
、
自

分
が
周
囲
の
環
境
に
ど
ん
な
影
響
や
変
化
を
受
け
て
き
た
か
を
、
自
分
な
り
に
記
憶
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
成
長
・

発
展
史
を
作
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
 
 
 
 

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

F
0
16
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
「
○
○
の
紹
介
」

と
成
果
物
の
相
互
評
価
(２
回
)
 

 
1
.内
容
が
正
し
く
理
解
さ
れ
、
見
易
く
、
説
得
力
の
あ
る
W
EB
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。
 

 
2
.人
の
評
価
を
参
考
に
作
品
を
よ
り
良
い
方
向
に
改
善
す
る
。
 

 
3
.作
成
さ
れ
た
W
E
B
ペ
ー
ジ
を
客
観
的
か
つ
合
理
的
に
評
価
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 

W
E
B
サ
ー
バ
へ
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
 

F
0
17
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
作
成
と
成
果
物
の
相
互
評

価
 

1
.内
容
が
正
し
く
理
解
さ
れ
、
見
易
く
、
説
得
力
の
あ
る
W
E
B
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。
 

2
.人
の
評
価
を
参
考
に
作
品
を
よ
り
よ
く
改
善
す
る
。
 

3
.作
成
さ
れ
た
WE
B
ペ
ー
ジ
を
客
観
評
価
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 

成
果
物
(
WE
B
ペ
ー
ジ
)の
提
出

は
、
各
自
の
ホ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
ト

リ
内
の
指
定
さ
れ
た
デ
ィ
レ
ク
ト

リ
に
保
存
。
評
価
は
生
徒
間
相
互

評
価
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
(自
作
)を

利
用
。
 

F
0
18
 
３
年
間
の
出
来
事
 

３
年
生
「
情
報
C」
の
２
学
期
か
ら
３
学
期
に
か
け
て
、
高
校
生
活
３
年
間
の
出
来
事
を
W
EB
ペ
ー
ジ
に
す
る
。
卒
業
課
題
的
な
も

の
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 

作
成
し
た
作
品
を
サ
ー
バ
の
共
有

ス
ペ
ー
ス
に
保
存
及
び
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
提
出
 

nisizawa
33



F
0
19
 
個
人
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

個
人
情
報
の
重
要
性
や
、
個
人
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
わ
か
る
。
情
報
発
信
の

際
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 

個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
 

評
価
は
評
価
シ
ー
ト
に
記
入
し
提

出
 

F
0
20
 
「
ハ
ン
バ
ー
グ
が
作
り
た
く
な
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
 

1
.様
々
な
形
式
（
ラ
ジ
オ
、
W
E
B、
C
M
映
像
、
ポ
ス
タ
ー
、
小
説
…
）
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
 

2
.発
表
し
て
評
価
し
あ
う
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
1
 
 
 
4
 
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
保
存
 

F
0
21
 
日
本
を
知
る
 

自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
、
見
通
し
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
。
問
題
解
決
に
必
要
な
情
報
を
、
情
報
手
段
を
活
用
し
て
収
集
・
整

理
・
分
析
・
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 
 
 
3
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
22
 
自
分
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
旅
行
プ
ラ
ン
 

1
)旅
行
に
行
く
場
合
に
お
け
る
問
題
解
決
手
段
の
獲
得
。
 

2
)情
報
収
集
や
検
索
に
つ
い
て
の
重
要
性
の
理
解
。
 

3
)情
報
発
信
に
お
け
る
適
切
な
表
現
手
段
の
獲
得
。
 

 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
、
ま
た
は
映
像
作

品
（
DV
D
)、
ま
た
は
ポ
ス
タ
ー
、

小
説
な
ど
 

F
0
23
 
自
分
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
旅
行
プ
ラ
ン
 

１
）
旅
行
に
行
く
場
合
に
お
け
る
問
題
解
決
手
段
の
獲
得
。
 

２
）
情
報
収
集
や
検
索
に
つ
い
て
の
重
要
性
の
理
解
。
 

３
）
情
報
発
信
に
お
け
る
適
切
な
表
現
手
法
の
獲
得
。
 

 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
24
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
作
成
 

H
T
M
L
言
語
の
利
用
 

 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
25
 
学
校
案
内
の
WE
B
ペ
ー
ジ
作
成
 

H
T
M
L
を
用
い
て
簡
単
な
WE
B
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
3
 
 
 
3
 
 
 
サ
ー
バ
上
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
26
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

H
T
M
L
を
用
い
た
簡
単
な
WE
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
を
通
し
、
H
TM
L
言
語
の
基
本
、
テ
キ
ス
ト
エ
デ
ィ
タ
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
3
 
 
 
4
 
 
 
（
記
述
な
し
）
 

F
0
27
 
自
己
紹
介
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
作
成
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
や
HT
M
L
の
基
本
を
理
解
す
る
。
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
」
を
使
っ
て
著
作
権
に
配
慮
し
た
見
や
す
く
わ
か
り
や
す

い
自
分
の
WE
B
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
利
便
性
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
2
 
3
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
28
 
料
理
の
レ
シ
ピ
作
成
 

H
T
M
L
言
語
に
よ
る
簡
単
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
29
 
デ
ザ
ー
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
を
使
っ
た
表
の
作
成
と
リ
ン
ク
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
30
 
私
の
学
校
、
ク
ラ
ス
、
部
活
動
 
Ｎ

Ｏ
２
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
を
使
っ
て
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
31
 
自
己
紹
介
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
の
仕
方
を
学
ぶ
。
「
HT
M
L
言
語
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
用
ソ
フ
ト
の
２
つ
の
方
法
で
作
成
方
法
を
学
び
、

仕
組
み
と
ソ
フ
ト
利
用
の
手
軽
さ
を
学
ぶ
。
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
 
 
 
 

個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
32
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

著
作
物
の
利
用
許
可
・
取
材
対
象
の
掲
載
許
可
を
適
切
に
取
得
す
る
。
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
と
し
て
適
切
な
内
容
や
表
現
を
行
う
。
 

個
人
情
報
を
意
識
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
4
 
4
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
33
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
作
成
－
テ
ー
マ
未
定
 

H
T
M
L
を
用
い
て
簡
単
な
WE
B
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
H
TM
L
言
語
の
基
本
を
学
ぶ
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
2
 
4
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
34
 
自
己
紹
介
の
WE
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

１
．
HT
M
L
言
語
の
理
解
 

 
 

２
．
情
報
を
発
信
す
る
場
合
の
理
解
 

３
．
相
互
評
価
の
態
度
を
身
に
つ
け
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
2
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
35
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

H
T
M
L
を
用
い
て
簡
単
な
WE
B
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
，
W
EB
ペ
ー
ジ
や
HT
M
L
言
語
の
基
本
，
テ
キ
ス
ト
エ
デ
ィ
タ
に
よ

る
コ
ー
ド
の
記
述
等
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
36
 
学
校
案
内
の
WE
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

H
T
ML
を
用
い
て
簡
単
な
W
EB
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
W
EB
ペ
ー
ジ
や
H
T
ML
言
語
の
基
本
,テ
キ
ス
ト
エ
デ
ィ
タ
に
よ
る
コ

ー
ド
の
記
述
等
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
37
 
自
己
探
索
の
WE
B
作
り
 

・
自
分
と
い
う
人
間
を
見
つ
め
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
を
養
成
、
進
路
指
導
に
役
立
て
る
 

・
WE
B
に
よ
る
表
現
力
と
H
TM
L
に
関
す
る
基
礎
力
の
養
成
 

・
知
的
所
有
権
へ
の
配
慮
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
4
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
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F
0
38
 
自
己
作
品
紹
介
の
W
EB
ペ
ー
ジ
作
成
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
{情
報
の
発
信
}
 

・
ソ
フ
ト
「
H
P
ビ
ル
ダ
ー
」
に
よ
る
W
E
B
ペ
ー
ジ
作
成
 

・
HT
M
L
言
語
の
基
本
を
み
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
4
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
39
 
一
年
間
の
ま
と
め
 

一
年
間
の
課
題
を
W
EB
ペ
ー
ジ
化
し
、
情
報
公
開
に
お
け
る
個
人
情
報
や
著
作
権
な
ど
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
4
 
個
人
フ
ォ
ル
ダ
 

F
0
40
 
情
報
モ
ラ
ル
 
著
作
権
 
Ｉ
Ｔ
社
会

の
未
来
 

H
T
M
L
言
語
の
基
本
習
得
、
W
E
B
検
索
、
モ
ラ
ル
や
著
作
権
、
Ｉ
Ｔ
社
会
の
現
状
と
未
来
を
考
え
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
4
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

F
0
41
 
Ｍ
y
ペ
ー
ジ
を
つ
く
る
 

H
T
M
L
を
使
っ
て
簡
単
な
WE
B
ペ
ー
ジ
を
つ
く
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
42
 
著
作
権
ク
イ
ズ
 

著
作
権
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
知
る
。
班
ご
と
に
作
成
し
、
WE
B
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
発
表
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

F
0
43
 
学
校
案
内
の
WE
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
の
作
例
に
慣
れ
さ
せ
、
仕
組
み
を
理
解
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
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Ｇ
：
電
子
メ
ー
ル
に
関
す
る
課
題
 

達
成
目
標
 

課
題
 

番
号
 

テ
ー
マ
 

ね
ら
い
 

a
 
b
 
c
 
d
 
e
 
f
 
g
 
m
 
n
 

提
出
方
法
 

G
0
01
 
電
子
メ
ー
ル
の
使
い
方
 

校
内
電
子
メ
ー
ル
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
交
信
し
、
使
い
方
の
習
得
、
モ
ラ
ル
マ
ナ
ー
を
学
習
す
る
。
 

1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
子
メ
ー
ル
 

G
0
02
 
見
ば
え
の
よ
い
チ
ラ
シ
を
作
成
す
る
 

W
O
R
D
を
用
い
、
フ
ォ
ン
ト
等
の
書
式
を
設
定
さ
せ
た
り
、
ク
リ
ッ
プ
ア
ー
ト
や
オ
ー
ト
シ
ェ
イ
プ
を
挿
入
し
た
り
し
て
見
ば
え
の

よ
い
文
書
を
作
成
さ
せ
る
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
子
メ
ー
ル
 

G
0
03
 
ペ
タ
ろ
う
で
匿
名
メ
ー
ル
 

1
.実
名
と
匿
名
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
る
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回
答
な
し
 

G
0
04
 
電
子
メ
ー
ル
の
署
名
を
作
成
し
メ
ー

ル
を
送
っ
て
み
よ
う
 

１
．
電
子
メ
ー
ル
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
 
 

 
２
．
自
分
の
署
名
を
作
成
す
る
。
 

３
．
メ
ー
ル
送
信
の
マ
ナ
ー
を
話
し
合
う
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
子
メ
ー
ル
 

G
0
05
 
電
子
メ
ー
ル
 

電
子
メ
ー
ル
の
使
い
方
に
習
熟
す
る
。
相
手
を
配
慮
し
た
メ
ー
ル
を
書
く
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
子
メ
ー
ル
 

G
0
06
 
情
報
発
信
 

１
．
電
子
メ
ー
ル
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
 

２
．
フ
ァ
イ
ル
を
圧
縮
し
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
る
 

３
．
BC
C
,C
C
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

G
0
07
 
校
内
メ
ー
ル
（
こ
あ
っ
と
）
 

1
.グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
「
こ
あ
っ
と
」
の
習
熟
。
 

2
.校
内
で
の
メ
ー
ル
、
掲
示
板
利
用
の
習
熟
。
 

 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回
答
な
し
 

G
0
08
 
情
報
の
受
発
信
と
共
有
 

電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
、
フ
ァ
イ
ル
の
圧
縮
・
解
凍
お
よ
び
情
報
の
加
工
・
整
理
。
 

 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

G
0
09
 
路
線
情
報
を
検
索
す
る
 

１
．
WE
B
に
は
便
利
な
機
能
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。
 

２
．
経
路
、
時
間
、
料
金
を
検
索
す
る
。
 

３
．
出
版
さ
れ
て
い
る
時
刻
表
と
比
較
し
て
話
し
合
う
。
 

 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

G
0
10
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
 

メ
ー
ラ
の
設
定
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
 

W
E
B
検
索
に
慣
れ
る
。
 

 
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
の
信
頼
性
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

著
作
権
を
理
解
し
、
意
識
す
る
。
 

 
電
子
メ
ー
ル
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
子
メ
ー
ル
 

G
0
11
 
電
子
メ
ー
ル
で
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
 

１
）
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
の
習
熟
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
）
ネ
チ
ケ
ッ
ト
の
理
解
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
）
情
報
発
信
に
お
け
る
適
切
な
表
現
手
法
の
獲
得
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 

W
E
B
メ
ー
ル
を
用
い
て
の
フ
ァ
イ

ル
の
や
り
取
り
 

G
0
12
 
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
伝
達
 

学
内
L
A
N
を
活
用
し
た
電
子
メ
ー
ル
を
送
受
信
す
る
こ
と
で
電
子
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
伝
達
の
利
活
用
方
法
を
知
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
電
子
メ
ー
ル
 

G
0
13
 
情
報
の
受
発
信
 

電
子
メ
ー
ル
の
使
い
方
に
慣
れ
る
と
共
に
、
情
報
を
伝
達
す
る
際
に
国
語
の
能
力
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
の
提
出
 

G
0
14
 
中
学
校
の
先
生
へ
W
OR
D
ソ
フ
ト
を
つ

か
っ
て
現
況
報
告
を
書
く
。
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
に
お
い
て
、
文
章
の
作
り
方
や
編
集
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
（
こ
の
手
紙
は
、
実
際
に
中
学
校
に
提
出
す
る
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
。
プ
リ
ン
ト

提
出
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

G
0
15
 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の
心
が
ま
え
 

補
助
教
材
や
CD
RO
M，
WE
B
ペ
ー
ジ
の
情
報
等
を
用
い
て
，
ネ
チ
ケ
ッ
ト
，
情
報
の
保
護
，
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
，
著
作
権
等
に
つ
い
て

学
習
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出
 

G
0
16
 
情
報
室
内
で
の
メ
ー
ル
交
換
 

自
由
な
表
現
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
。
メ
ー
ル
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
 

G
0
17
 
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
と
マ
ナ
ー
 

基
本
的
な
使
い
方
と
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
電
子
メ
ー
ル
 

G
0
18
 
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
 

１
．
電
子
メ
ー
ル
の
仕
組
み
の
理
解
 

２
．
電
子
メ
ー
ル
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
 

３
．
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 

電
子
メ
ー
ル
 

G
0
19
 
メ
ー
ル
の
し
く
み
に
つ
い
て
 

メ
ー
ラ
や
WE
B
ブ
ラ
ウ
ザ
の
機
能
を
理
解
し
、
情
報
の
発
信
、
収
集
を
行
う
。
F
r
om
、
T
o、
C
C、
BC
C
な
ど
に
つ
い
て
も
理
解
さ
せ

る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
W
E
B
サ
ー
バ
に
て
共
有
フ
ォ
ル
ダ

へ
保
存
（
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
）
。
 

G
0
20
 
校
内
メ
ー
ル
お
よ
び
チ
ャ
ッ
ト
の
使

い
方
 

メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
の
正
し
い
使
い
方
。
 

友
達
、
先
輩
、
生
徒
の
言
葉
の
使
い
分
け
を
出
来
る
よ
う
に
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
提
出
な
し
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Ｈ
：
そ
の
他
の
課
題
 

達
成
目
標
 

課
題
 

番
号
 

テ
ー
マ
 

ね
ら
い
 

a
 
b
 
c
 
d
 
e
 
f
 
g
 
m
 
n
 

提
出
方
法
 

H
0
01
 
課
題
解
決
に
お
け
る
情
報
活
用
 

問
題
の
発
見
と
計
画
・
情
報
の
収
集
・
整
理
・
分
析
・
判
断
 

1
 
 
 
2
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
画
面
上
の
得
点
を
ひ
か
え
る
。
 

H
0
02
 
文
化
祭
紹
介
 

自
分
た
ち
が
作
り
上
げ
た
文
化
祭
の
感
動
を
他
の
人
に
伝
え
る
工
夫
を
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
 

H
0
03
 
自
己
紹
介
 

伝
達
対
象
に
適
し
た
内
容
の
も
の
を
考
え
る
。
 

自
分
自
身
の
個
人
情
報
を
意
識
す
る
。
 

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
自
己
表
現
を
行
う
。
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
4
 
2
 

手
書
き
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
 

H
0
04
 
簿
記
検
定
 

全
商
1
級
合
格
ば
か
り
で
な
く
実
際
に
会
社
の
決
算
書
類
を
読
め
る
よ
う
に
す
る
。
 

3
 
 
 
 
 
3
 
2
 
 
 
 
 
3
 
 
 
サ
ー
バ
の
指
定
フ
ォ
ル
ダ
に
保
存
 

H
0
05
 
ク
ラ
ス
雑
誌
を
つ
く
る
 

1
.取
材
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
し
て
記
事
を
ま
と
め
る
（
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
) 

2
.発
行
し
て
評
価
し
あ
う
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
4
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

H
0
06
 
※
「
学
校
紹
介
」
 

→
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
で
実
施
 

伝
達
対
象
を
意
識
し
て
、
情
報
収
集
を
行
う
。
 

伝
達
内
容
を
適
切
に
取
捨
選
択
す
る
。
 

効
果
的
に
情
報
を
発
信
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
。
 

3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
 

H
0
07
 
デ
ィ
ジ
カ
メ
機
種
選
択
 

問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を
意
識
す
る
 

 
 
 
 
2
 
 
 
3
 
2
 
 
 
 
 
 
 
提
出
な
し
 

H
0
08
 
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
 

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
原
因
、
種
類
、
感
染
時
の
対
処
方
法
 

 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
相
互
評
価
の
用
紙
を
記
入
し
て
提

出
 

H
0
09
 
情
報
と
は
何
で
あ
る
か
 

１
．
情
報
の
概
念
と
情
報
社
会
に
つ
い
て
 

２
．
情
報
の
収
集
と
そ
の
価
値
・
信
頼
度
 

３
．
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
 

 
 
 
 
3
 
3
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 

手
書
き
レ
ポ
ー
ト
 

H
0
10
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
し
く
み
 

１
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
 

２
．
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
し
く
み
 

３
．
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
種
類
と
用
途
に
つ
い
て
 

 
 
 
 
 
 
2
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

H
0
11
 
路
線
情
報
を
検
索
す
る
 

１
．
WE
B
に
は
便
利
な
機
能
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。
 

２
．
経
路
、
時
間
、
料
金
を
検
索
す
る
。
 

３
．
出
版
さ
れ
て
い
る
時
刻
表
と
比
較
し
て
話
し
合
う
。
 

 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バ
ー
コ
ー
ド
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

描
画
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
提
出
 

H
0
12
 
自
己
紹
介
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
作
成
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
や
HT
M
L
の
基
本
を
理
解
す
る
。
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
」
を
使
っ
て
著
作
権
に
配
慮
し
た
見
や
す
く
わ
か
り
や
す

い
自
分
の
WE
B
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
利
便
性
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
2
 
3
 

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

学
習
プ
リ
ン
ト
も
提
出
 

決
算
書
類
評
価
表
の
提
出
 

H
0
13
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
 

メ
ー
ラ
の
設
定
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
WE
B
検
索
に
慣
れ
る
。
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
の
信
頼
性
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
著
作
権
を
理
解
し
、
意
識
す
る
。
 

電
子
メ
ー
ル
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
3
 
4
 
 
 
 
 
3
 
4
 

各
自
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
上
に
保
存
 

H
0
14
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
し
く
み
 

P
C
室
の
利
用
に
つ
い
て
適
切
な
判
断
を
も
た
せ
る
 

・
五
大
装
置
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ｳ
ｪｱ
・
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ィ
ジ
タ
ル
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手
書
き
で
レ
ポ
ー
ト
で
提
出
 

H
0
15
 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
(基
本
操
作
実
習
）
 
・
WI
ND
O
W
S
の
基
本
操
作
・
文
書
処
理
ソ
フ
ト
「
W
O
RD
」
を
使
用
し
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ポ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
習
得

を
目
指
す
・
通
信
文
の
作
成
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
3
 
 
 
 
 
ノ
ー
ト
（
A４
版
）
 

プ
リ
ン
ト
 

H
0
16
 
修
学
旅
行
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
発
表
・
相
互
評
価
）
 

・
正
し
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
 

・
発
表
を
聞
く
態
度
を
養
う
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
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H
0
17
 
W
E
B
ペ
ー
ジ
の
作
成
 

著
作
物
の
利
用
許
可
・
取
材
対
象
の
掲
載
許
可
を
適
切
に
取
得
す
る
。
 

W
E
B
ペ
ー
ジ
と
し
て
適
切
な
内
容
や
表
現
を
行
う
。
 

個
人
情
報
を
意
識
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
4
 
4
 

学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出
 

H
0
18
 
自
分
の
フ
ォ
ル
ダ
・
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
作
成
 

パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
る
と
と
も
に
今
後
の
実
習
授
業
で
使
用
す
る
た
め
の
フ
ォ
ル
ダ
を
作
成
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
学
習
プ
リ
ン
ト
を
提
出
 

H
0
19
 
情
報
系
検
定
取
得
 

情
報
を
学
ぶ
う
え
で
、
実
力
ア
ッ
プ
も
含
め
、
検
定
取
得
を
目
指
し
、
向
上
心
を
高
め
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
演
習
課
題
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

H
0
20
 
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
 

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
の
基
本
を
学
ぶ
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 

成
果
物
(
WE
B
ペ
ー
ジ
)の
提
出

は
、
各
自
の
ホ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
ト

リ
内
の
指
定
さ
れ
た
デ
ィ
レ
ク
ト

リ
に
保
存
。
評
価
は
生
徒
間
相
互

評
価
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
(自
作
)を

利
用
。
 

H
0
21
 
キ
ー
ボ
ー
ド
タ
イ
ピ
ン
グ
 

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
を
毎
時
5
分
間
行
い
、
点
数
を
競
わ
せ
る
。
ワ
ー
プ
ロ
検
定
（
速
度
）
対
策
と
し
て

行
っ
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

冊
子
と
し
て
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

H
0
22
 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の
心
が
ま
え
 

補
助
教
材
や
CD
RO
M，
WE
B
ペ
ー
ジ
の
情
報
等
を
用
い
て
，
ネ
チ
ケ
ッ
ト
，
情
報
の
保
護
，
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
，
著
作
権
等
に
つ
い
て

学
習
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
3
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
、
フ
ロ
ッ
ピ

ー
 

H
0
23
 
著
作
権
に
つ
い
て
 

身
近
に
あ
る
物
に
つ
い
て
著
作
権
が
あ
る
こ
と
を
把
握
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
 

H
0
24
 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の
心
が
ま
え
 

情
報
の
信
憑
性
と
信
頼
性
に
つ
い
て
、
知
的
財
産
権
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
課
題
プ
リ
ン
ト
提
出
 

H
0
25
 
情
報
モ
ラ
ル
 

ネ
チ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
る
 

知
的
財
産
権
の
学
習
を
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
課
題
プ
リ
ン
ト
提
出
 

H
0
26
 
情
報
の
基
本
的
知
識
 

情
報
機
器
を
取
り
扱
う
上
で
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
課
題
プ
リ
ン
ト
提
出
 

H
0
27
 
情
報
の
発
達
と
モ
ラ
ル
 

情
報
を
扱
う
上
で
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
能
力
を
理
解
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
課
題
プ
リ
ン
ト
提
出
 

H
0
28
 
０
と
１
で
文
字
を
表
す
 

 
記
憶
媒
体
で
は
ど
の
よ
う
に
情
報
（
文
字
）
を
記
憶
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
扱
い
、
具
体
的
に
ｊ
ｉ
ｓ
8
ビ
ッ
ト
構
成
表
に
よ
り
、

エ
ン
コ
ー
ド
・
デ
コ
ー
ド
を
体
験
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課
題
プ
リ
ン
ト
提
出
 

H
0
29
 
論
理
回
路
 

 
パ
ソ
コ
ン
を
扱
う
上
で
、
参
考
と
な
る
論
理
回
路
を
紹
介
し
、
入
力
と
出
力
の
関
係
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
提
出
 

H
0
30
 
2
進
数
と
１
６
進
数
 

 
パ
ソ
コ
ン
の
中
で
「
数
」
は
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
普
段
使
っ
て
い
る
１
０
進
数
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す

る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

演
習
課
題
を
印
刷
 

ロ
ー
カ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
個
人
フ
ォ

ル
ダ
に
保
存
 

H
0
31
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
課
題
 

(
M
at
he
m
at
ic
a
)
 

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
力
の
向
上
 

・
問
題
解
決
力
 

・
数
式
処
理
能
力
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
 

H
0
32
 
※
「
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
」
 

→
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
で
実
施
 

多
色
に
よ
る
表
現
を
学
ぶ
。
 

掲
載
場
所
と
伝
達
対
象
を
意
識
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
。
 

効
果
的
な
文
字
配
置
を
考
え
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
 

H
0
33
 
※
「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
」
 

→
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
で
実
施
 

２
色
に
よ
る
表
現
を
学
ぶ
。
 

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
利
用
目
的
と
使
用
対
象
を
理
解
し
、
適
切
な
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手
書
き
レ
ポ
ー
ト
 

H
0
34
 
楽
譜
作
成
 

音
楽
科
の
特
性
を
生
か
し
て
楽
譜
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
書
い
て
い
く
 

ノ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
「
プ
リ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を
使
用
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
刷
し
て
紙
で
提
出
 

共
有
ス
ペ
ー
ス
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H
0
35
 
※
「
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
」
 

→
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
で
実
施
 

伝
達
内
容
を
吟
味
し
、
最
小
限
の
ス
ペ
ー
ス
で
誰
に
で
も
わ
か
る
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
子
メ
ー
ル
 

H
0
36
 
表
計
算
ソ
フ
ト
で
バ
ー
コ
ー
ド
入
り

図
書
カ
ー
ド
を
描
こ
う
 

「
人
」
が
わ
か
る
数
値
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
認
識
し
や
す
い
ビ
ッ
ト
単
位
と
の
間
の
過
程
(
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
)
を
、
実
際
に
バ

ー
コ
ー
ド
を
描
画
す
る
こ
と
で
理
解
す
る
。
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記
憶
容
量
の
計
算
 

 
身
近
な
記
憶
媒
体
で
あ
る
F
D
や
CD
に
記
憶
で
き
る
情
報
量
を
定
量
的
に
扱
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作
品
印
刷
物
 

共
有
ス
ペ
ー
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情
報
社
会
と
情
報
シ
ス
テ
ム
 

シ
ス
テ
ム
の
本
質
と
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
し
、
シ
ス
テ
ム
の
成
立
条
件
や
基
本
機
能
を
も
つ
事
例
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
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品
印
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ビ
ッ
ト
と
情
報
量
 

情
報
量
の
基
本
単
位
が
ビ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
ビ
ッ
ト
数
と
表
せ
る
情
報
量
の
関
係
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作
品
印
刷
物
 

共
有
ス
ペ
ー
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チ
ラ
シ
作
成
 

文
字
の
配
置
や
画
像
の
利
用
の
意
識
し
た
作
品
を
作
成
す
る
。
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情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
レ
デ
ィ
ネ
ス
）
 

中
学
校
ま
で
の
学
習
・
経
験
な
ど
の
調
査
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
記
述
な
し
）
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メ
デ
ィ
ア
の
発
達
と
仕
組
み
 

情
報
通
信
の
歴
史
と
基
礎
的
な
知
識
を
講
義
を
中
心
に
学
習
す
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共
有
ス
ペ
ー
ス
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表２ 情報教育の目標リスト－課題 対応表 

(1)＜情報の表現およびコミュニケーション＞ 
【ａ：表現】 
LEVEL 1：自分の気持ちや言いたいことを、表現できる 
a1-010 自分の言いたいことを考えながら表現する A001 A002 A004 A005 A006 A036 B001 

B002 C001 C013 D001 D010 D011 F001 
F003 F004 F005 H002 

a1-020 自分の言いたいことの要点を言える A003 A015 C002 C007 C014 C026 C027 
D002 E001 F002  G001  H001 

LEVEL 2：伝える内容を意識し、工夫をしながら表現する 
a2-010 要点を考えて表すことができる A008 A013 A015 C002 C026 C027 D003 

E002 E003 F005 F009 H002 
a2-020 見たことや読んだことを、整理して話す C021  
a2-030 情報には送り手と受け手があることに気づく A007 A009 A032 C003C013 D004 F003 

F005 F007 F008 G002 G003 G004 G005 
H003 

LEVEL 3：さまざまな情報手段を活用して、効果的に表現する 
a3-010 集めた情報を元に新しい情報を作り出すことができる A022 A023 A035 B003 B005 C019 C021 

D021 E010 H004 H005 
a3-020 自分の考えを組み立てながら、適切な情報を選ぶことができ

る 
A017 A022 A024 A025 A029 A035 A038 
B004 C005 C024 C028 C029 D022 E004 
E040 F012 F013 G006  

a3-030 相手に効果的に伝わるように、順序を整えて表すことができ

る 
A013 A014 A016 A019 A023 A027 C007 
C009 C011 C012 C014 C016 C019 C023 
C026 C027 D014 D018 D021 E005 E006 
F006 F015 H005 

a3-040 相手に伝えるために、メディアを使って効果的に資料を作成

する 
A010 A012 A016 A018 A020 A021 A028 
A030 A031 A036 A037 B006 B008 C008 
C010 C013 C015 C017 C018 C022 C025 
C028 C030 D007 D009 D011 D012 D016 
D017 D020 E007 E008 E009 E040 E054 
F009 F011 F019 F020 H006 

a3-050 相手の意見を理解して質疑応答ができる D017  
a3-060 伝えたいことに応じて表現の仕方を工夫する A010 A023 A026 A030 A034 C006 C012 

C019 D006 D007 D008 D012 D013 D018 
D021 F010 F014 F016 F017 F018 H005 

a3-070 他の人にわかりやすい表現方法を知る A011 A015 A026 A032 A033 B007 C028 
C020 D005 D015 D019 E040 F014  

a3-080 構造的に表すことができる   
 
【ｂ：メディアによるコミュニケーション】 
LEVEL 2：メディアを活用して情報を交流する 
b2-010 テレビ会議や電子掲示板等を利用して交流する A039 G007  
LEVEL 3：メディアを活用して情報を交流する 
b3-010 電子メールを利用して他校と交流する G008  
b3-020 テレビ会議や電子掲示板等を利用して意見の交換を行う A039  
b3-030 共通の話題についてメディアを利用して交流する A039  
b3-040 共通の話題について複数のメディアから選択して交流をする D010  

 
(2)＜課題解決における情報活用＞ 
【ｃ：問題の発見と計画】 
LEVEL 2：自ら課題を選び計画を立てることができる 
c2-010 集めた情報の共通点や相違点から、課題を見つける A043 B003 C021 E010 E050 E053 
c2-020 得た情報から新たな課題を見つける A040 A041 A042 B009 E048 H009 
c2-030 自分の身近な事象に関連付けて課題を考える A019 A045 A046 C016 D050 E047 E051 

E054 
c2-040 見通しを持って、調べる A044 C031 E049 H007 
LEVEL 3：自ら課題を見つけ、見通しを持って活動することができる 
c3-010 課題解決に必要な情報かどうか適切に判断する B003 C024 E010 E053 F012 H001 H009 
c3-020 自分の意見を正確に相手に伝える A002 B002 D050 
c3-030 自分の考えや活動計画の要点をわかりやすくまとめる A047 C004 C007 D005 E052 F021 F022 

F023 H008 
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【ｄ：情報の収集】 
LEVEL 2：身近なところからさまざまなメディアを使って情報を集める 
d2-010 身近な人からインタビューをして情報を集める C032 C033 C034 D048 D049 E027 E028 

E042 F025  
d2-020 いろいろな機器を活用して、情報を集める B012 D047 E025 E037 E043 F001 F024 

F026 H009 H010 
d2-030 ネットワーク上に発信された情報を集める A008 A020 A040 A041 A042 A043 A044 

A048 A049 A050 B010 B004 B009 B003 
C010 E002 E003 E007 E008 E010 E022 
E023 E024 E025 E026 E029 E030 E031 
E032 E033 E035 E048 E049 E050 E052 

d2-040 印刷物・放送・ビデオなどのメディアから情報を集める A041 A042 B010 B009 C016 C032 D048 
E033 E034 

d2-050 自分の調べていることについて、他の人に意見を求める   
d2-060 相手に伝えるために、主体的に質問を聞き、調べる   
LEVEL 3：課題解決に必要な情報を、情報手段を活用して収集する 
d3-010 目的を考え、情報を選択して集める A003 A051 A052 C003 C015 C022 C024 

C030 C031 C035 D002 D049 E001 E009 
E034 E036 E037 E039 E041 E042 E043 
E044 E046 F011 F012 G009 G010 H009 
H011 H013 

d3-020 身近なことがらから課題を見つけ、課題解決のための情報を

収集する 
A045 B011 C008 E032 E039 E045 E051 
F027 H012 

d3-030 他の情報と比較しながら必要な情報を得る A052 B012 D049 E035 E042 E053 H004 
d3-040 情報の活用方法を考えながら、情報収集する C026 C027 E035 E038 

 
【ｅ：整理・分析・判断】 
LEVEL 2：集めた情報を比べたり、まとめたりできる 
e2-010 話し合って意見をまとめる A058 C036 D045 D049 E042 
e2-020 相手に伝えたいことを、絵図や資料にまとめる A049 A053 B013 C004 C012 C032 C033 

C034  D005 D018 D019 D048 E027 
E028 E029 

e2-030 相手に伝えたいことを、情報を整理して文章にまとめる A021 A046 A048 A054 A055 A056 A057 
A059 B020 C018 D020 D044 E026 E047 
F020 G011 H015 

e2-040 相手に伝えるために、資料を作成する A008 A019 A046 A058 B014 B015 B019 
B004 C016 C036 D045 E002 E047 E052 
H004 

e2-050 集めた情報について話し合い、新しい関係を見つける   
e2-060 集めた情報の共通点や相違点を話し合い分類する   
LEVEL 3：集めた情報を分析し、適した方法でまとめることができる 
e3-010 集めた情報を分析し、傾向や規則性を見つける A023 A041 A042 A059 A061 B021 B029 

B005 B020 B009 C019 D021 H005 
e3-020 課題解決に必要な不足情報に気づき、さらに情報を収集・整

理する 
A023 A045 A058 B011 C019 C036 C038 
D021 D045 D050 E030 E031 E045 E051 
H005 

e3-030 集めた情報の特性に応じて適切な表やグラフにまとめる A060 B016 B017 B018 B022 B023 B024 
B026 B032 B019 B021 B005 B012 C016 
E043 

e3-040 伝えたいことを、電子情報としてまとめる A049 C037 E003 E029 
e3-050 集めた情報を活用しやすいように整理する A022 B017 B010 B021 E033 E044 H007 
LEVEL 4：情報手段を活用して、整理・分析・判断する 
e4-010 コンピュータやメディアを利用して情報を整理する A041 A042 A051 A062 A063 A064 B028 

B030 B031 B026 B031 B009 E021 E045 
E046 H010 H013 H014 

e4-020 コンピュータにデータを入力して分析する A061 A062 A065 B025 B027 B028 B029 
B032 B010 D046 E021 E033 

e4-030 分析した情報に基づいて、的確に判断する A024 D022 F021  
 
【ｆ：発信・伝達】 
LEVEL 2：まとめたことを、人に伝える 
f2-010 まとめたことをみんなの前で話す C008 C039 C040 C041 H002 H007 
f2-020 相手に伝えるために、絵図や資料を見せながら話す C016 C033 C034 D037 E028 H016 
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LEVEL 3：伝えたいことを明確にして、相手にわかりやすく伝える 
f3-010 伝えたいことを明確にして、プレゼンテーションを行う C003 C004 C006 C008 C011 C016 C017 

C020 C025 C026 C027 C029 C040 C041 
C042 C043 C045 D005 D014 E005 H016 

f3-020 情報をネットワーク上に発信する C024 E027 F001 F002 F007 F008 F012 
F013 F023 F025 F026 F033 F034 G012 
H008 

f3-030 自分の考えをはっきりさせて、正確に伝える D015 D038 D039 F022 F028 F030  
f3-040 順序を考えて、相手にわかりやすく整理して発信する C009 C040 D016 D017 D040 E006 F015 

F029  
f3-050 メディアを使って、情報・意見を適切に伝える D017 D041 F014 F031 F032 H017 
f3-060 事実に基づいた情報を発信する C042  
LEVEL 4：聞き手の立場にたち、メディアを有効に活用し、筋道を立て伝える 
f4-010 相手を説得するために話の順序を考える B033 C002 C020 C044 C047 D042 D043 

E020 H001 
f4-020 章立てて（起承転結を考えて）発表する C016 C045  
f4-030 相手を意識し、推敲を繰り返して発信する C046 G013  

 
(3)＜情報手段の適切な利用＞ 
【ｇ：情報手段の適切な利用】 
LEVEL 1：身の回りの情報手段に慣れ親しむ 
g1-010 身の回りのメディアを情報収集に使う A043 C038 E050 H005 
g1-020 使いたいメディアのよさを感じ取ることができる A069 D027 G014 H018 
g1-030 写真や絵図、ビデオにテキストを加える A021 A023 A066 A067 A071 A080 A094 

B034 B048 C018 C019 D019 D020 D021 
D029 D030 D032 D039 D040 F020 H005 

LEVEL 2：いろいろな情報手段の特性の違いに気づく 
g2-010 表現したい事物を効果的に写真やビデオに撮影する A023 C003 C019 C023 D036 
g2-020 提示装置やプレゼン用ソフトを適切に利用して表現する C022 C026 C027 C039 C042 C048 C049 

E009 E019 
g2-030 情報機器をつかって、絵や音楽をつくる A034 A071 D008 D028 D030 D035 
g2-040 自分の考えを、わかりやすく伝えるメディアを選ぶ   
g2-050 身近にあるメディアの種類や違いに気づく   
g2-060 情報はディジタル化すると、加工しやすいことがわかる A033 A055 A070 B035 B007 B025 B026 

C001 D029 F004  
LEVEL 3：目的に応じて、情報手段を使い分けることができる 
g3-010 メディアにはそれぞれに長所と短所があることを知る A031 B006 F031  
g3-020 文字や画像や音声を、編集する A009 A030 A034 A036 A047 A060 A065 

A074 A077 A078 A079 A080 A087 A092 
A095 B044 B016 C005 C015 C035 D003 
D004 D010 D011 D012 D013 D031 D032 
D034 D035 D046 D047 F035 F036 F037 
H003 

g3-030 適切なメディアを選択して情報発信する A027 A028 A090 B043 C009 D016 D041 
E006 F015 F032 F036 H017 

g3-040 意見交換の場面でテレビ会議を利用する   
g3-050 目的を達成するために、どんなメディアが使えるかを考える A005 D017 
g3-060 文章をタッチタイピングで入力する A002 A004 A005 A029 A032 A033 A055 

A056 A064 A072 A073 A075 A076 A081 
A082 A083 A084 A085 A086 A087 A089 
A090 A091 A094 A095 A096 A097 A098 
A099 B036 B037 B038 B039 B040 B041 
B045 B046 B027 B043 B044 B002 B007 
C050 H015 H019 H020 H021 

g3-070 文字（ワープロ）や画像や音声などを適切な表現方法を選択す

る 
A035 A037 A060 A072 A088 A093 B042  
B016 C037 C051 D009 D033 F036 H006 
H019 

LEVEL 4：状況に応じて情報手段を複合的に活用する 
g4-010 多種多様なメディアを場面に応じて効果的に組合せる C046 C052  
g4-020 電子報告書を作成する A023 A100 A101 B047 B049 B048 C019 

D036 H005 
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(6)＜情報に対する態度＞ 
【ｍ：情報に対する態度】 
LEVEL 2：情報の大切さを意識する 
m2-010 情報の大切さに気づく A006 A050 E023 H009 H022 
m2-020 情報は人に影響を与えるということに、気づく A021 A102 C018 D020 E016 F020 F033 

G016  
m2-030 情報を選択した根拠を説明できる E041  
m2-040 自分の考えと違う意見があることに気づく A038 E004 
m2-050 他の人の発信した情報の良いところを見つける A068 B033 C016 C044 D043 E020 F027  
m2-060 情報には、正しいものと誤ったものがあることを知る E015 E024 F002 H009 
LEVEL 3：情報と主体的にかかわろうとする 
m3-010 発信された情報が人に与える影響を理解し、行動する A037 D009 F037 H006 H022 
m3-020 正しく伝えられたのか振り返り、修正できる A057  
m3-030 他の人の情報をもとに、自分の情報を改善できる A047 F016 F017 F025  
m3-040 結果と意見を区別できる F037  
m3-050 社会の常識の中には、自分の考えと違うものもあることに気

づく 
A038 E004 F037 F038 H012 

m3-060 受けとった情報が正しい情報かどうかを、意識できる A051 E024 E046 F037 H004 H013 
m3-070 情報には、発信側の意図が含まれていることに気づく A024 D022 E016 
LEVEL 4：情報を批判的に活用できる 
m4-010 情報の真偽を判断し、適切に行動することができる E018 F040  
m4-020 課題について調べた情報を根拠にして討論を行う  
m4-030 自分の行った活動を振り返り、問題点と理由を指摘できる A009 D004 F018 F026 F037 F039 H003 

H022 
m4-040 自分の発信した情報の影響を評価し、必要な改善を行う  
m4-050 統計情報の持つ意味を推測する B050  
m4-060 結論を導いた根拠を示す  
m4-070 自分の意見の独創性（オリジナリティ）を意識する A003 D002 E001 
m4-080 情報の適切さについて批判的に判断できる D041 F032 H017 
m4-090 他者が発信した意見や自己の意見を客観的に評価する A021 A047 A068 B033 C018 C044 C047 

D020 D042 D043 E020 F016 F017 F020  
 
(7)＜情報モラル＞ 
【ｎ：情報モラル】 
LEVEL 2：情報モラルの大切さを知る 
n2-010 個人情報の大切さを知る A006 E016 E039 F006 F034 F038 H022 

H023 H025 
n2-020 他人の情報を大切にする A102 H023 
n2-030 相手を考えた言葉遣いで情報交換することができる A009 D004 H003 
n2-040 相手の気持ちを考えて自分の意見を表現する  
n2-050 情報提供者にお礼の気持ちをもつ E024 
LEVEL 3：情報モラルの大切さを受け止め、主体的に行動できる 
n3-010 ネットワークを利用する場合のルールやマナーを身につける A044 A050 C010 E008 E012 E015 E016 

E023 E037 E038 E049 G017 G018 H022 
H024 H025 H026 H027 

n3-020 自分の発信した情報に責任を持つ A102 D026 E014 F041 F043 G019  
n3-030 相手の状況を踏まえて、情報を発信する C016 C017 G020  
n3-040 個人情報の保護に配慮して情報発信することができる C029 F006 F019 F039 F042  
n3-050 人権に配慮して情報発信をすることができる  
n3-060 知的所有権を尊重する A071 D030 E012 E013 E014 F027 H012 

H023 H024 
n3-070 情報の中にはモラルに反するものがあることを知り、適切な

行動ができる 
E003  

LEVEL 4：関連する社会的なルールやマナーを理解した行動をとることができる 
n4-010 知的所有権を理解して情報収集をする A051 C003 C014 E015 E016 E018 E046 

F039 F040 F042 H013 H025 H026 
n4-020 モラルに反する情報に対し、批判的な対応ができる E018 E039 F040 
n4-030 ネットワーク上に発信した自分の情報に責任を持つ C016 C049 D041 E019 F006 F007 F008 

F032 F033 F038 F043 H017 H027 
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生徒間相互評価を使用した同一課題の連続評価

埼玉県立越ヶ谷高等学校　教諭　中島 聡

はじめに

　昨年度の本会誌に「成果物の生徒間相互評価用ソフ

トウェアの開発と複数回評価での運用」という論文を

掲載していただいたが、原稿の締め切りの関係もあっ

て中途で終わっている。本稿はその続きである。先の

論文では、開発したシステムと 1 回目の評価までの報

告であった。今回は、２回目の評価 ( 以降、再評価 )

の結果を中心に、同一課題を連続に評価したことによ

り評価がどのように変化したのか、生徒間相互評価と

教員評価にどのような違いが生じたかなどを考察して

みた。また、昨年度の反省を踏まえ、修正して行なっ

た今年度の運用に関しても報告する。システムに関す

る技術的な部分はほとんどないので、純粋に授業の運

用形態として読んでいただければ幸いである。なお、

紙面の都合のため昨年度の内容については割愛させて

いただいた。経緯並びに１回目までの評価等について

は昨年度の会誌1 を参照してほしい。

1 結果と考察

(1) 概要

 まず、昨年度の結果報告に準じた形で全般的な結果

について簡単に報告する。再評価は全部で17項目ある

が、数値化されていない 17) 良くなった点は単純集計

から外した。残りの16項目のうち 16) 最終作品の評価

は成果物の最終的な評価 ( 以降、最終点 ) を意味する

ので、他の項目と区別し単独で集計した。よって、単

純集計の結果は最終点と最終点以外の２つとなる。１

回目の評価の集計と同様、個々の生徒の評価が総得点

ではなく、評価生徒あたりの平均点で行った。

ア  平均点、最高点、最低点、標準偏差

 最終点および最終点以外の平均、最高、最低点およ

び標準偏差は表1 のようになった。なお最終点以外で

は 135 〜16点の範囲で、最終点では20〜 2 点の範囲で

評価される。１

回目の評価と大

きく異なるのは、

未完成の成果物

がないことが上

げられる。

イ  講座間の格差

 最終点以外の講座別の平均点の最高が116.25点、最

1 後述するシステム公開予定のWebページに掲載の予定で
ある。

低は106.27点であった。また最終点では最高が 14.74

点、最低は 13.66 点であった。最高と最低を偏差値で

換算すると最終点以外では ±4.8 以内、最終点では

±3.2 以内となった。最終点以外で若干講座間の差が

出ているが、大きくはずれているのは一つの講座だけ

で、この講座を除くと ±1.8 以内に収まる。これより

前回の１回目と同様に、講座間に特別大きな差は生じ

ず許容範囲であると判断し、点数の補正等を行なわな

かった。

ウ  文章による評価

 １回目と同様に不誠実や不公平な入力は見られず、

問題となるようなことはなかった。量が膨大なことや

良い評価方法を見いだすことができず、単に文章の長

さのみで評価した。それも、短いものに対してのマイ

ナスの評価のみで、プラスの評価は一切行なっていな

い。未報告であった１回目の評価項目も含めて、生徒

あたりの平均文字数の概要は表2 の通りである。

(2) 教員評価と生徒相互評価の違い

 昨年度の報告と同じ方法で、生徒間の相互評価の結

果と教員の評価結果の差2 の分布をグラフにしてみた。

2 生徒相互評価−教員評価なので、差がプラスの場合は生
徒の評価の方が高いことになる。

表 1:全体の平均点等

最終点以外 最終点

平均点 114.76 14.28

最高点 136.50 18.72

最低点 46.11 5.37

標準偏差 17.94 1.94

表 2:文章による評価の文字数

平均 24.9 31.7 26.7

最大 64.3 116.1 72.7

最小 7.2 6.3 7.1

標準偏差 9.1 14.9 10.1

１回目-17 １回目-18 再評価-17

図 1 偏差値の差の分布(最終点以外)
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その結果が図1 及び図2 3 である。また、偏差値の値

の存在する範囲は表3 のようになった。統計学的には

問題があるとは思うが、互いの偏差値内に存在するデ

ータのみを有効とし、範囲外のデータを削除した場合、

先のグラフは図3 と図4 のようになった。最終点に関

しては、多少強引かもしれないが、正規分布に見えな

3 図2と図4は、2005年8月26日東京都立工芸高等学校 
で行われた「関東地区情報教育研究会合同研究大会第
１回東京大会」においての発表で使用したものである。
http://www.tokojoken.jp/johokatuyo/kantou/kantou
.htm

くもない。特にデータを絞ったグラフは、かなり良い

分布をしているようにも見える。一方、最終点以外は

正規分布とは明らかに言い堅い。担当教員が異なる２

つのグループとも同じような形をしているので、個々

の教員による差でもないと考えられる。ただ、グラフ

の中央部に若干のピークが見られ、裾野が広がってい

る可能性が見られる。そこで、差が±10を越える部分

にも段階を付けて作り直したグラフが図5 である。こ

こまですると、なんとなく正規分布に見えなくもない。

更に個々の項目の評価分布を調べてみた。まず、全体

に対する分布は図6 と図7 のようになった。項目ごと

に選択肢の数は異なるがグラフの下の方の色がより高

い評価を現している。これを見ると、1)トップページ、

2)改善点の不要なデザイン、9)不必要な項目の３項目

では両者の差はほとんど見られない。4)改善点と5)改

善内容は、教員の評価が若干低めであり、他の項目は

すべて教員の評価がかなり低くなっている。次に、差

が±10を越えていた成果物について、差がほとんど見

図 2:偏差値の差の分布(最終点)
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図 3:偏差値の差の分布(最終点以外 補正)
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図 4:偏差値の差の分布(最終点 補正)

-10
以
上

-10 -8 -6 -4 -2 2 4 6 8 10 10
以
上

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

A グループ

B グループ

図 5:偏差値の差の分布(最終点以外 段階値変更 補正)
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表 3:偏差値の存在する範囲

全体 教員 全体 教員

最終点以外 最高 70.17 77.87 67.95 68.23

最低 10.05 25.27 15.84 20.68

最終点 最高 74.00 92.49 69.74 76.40

最低 4.63 33.61 14.72 24.48

     Aグループ      Bグループ
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図 8:項目別評価分布(差＜-10 生徒相互)
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図 7:項目別評価分布(教員)

トップ
ペー
ジ

不要
なデ
ザイ
ン

分量 改善
点の
検討

改善
の妥
当性

デザ
インと
コン
セプト

デザ
イン
の一
貫性

内容
項目

不要
項目

ペー
ジ間
のバ
ラン

リンク
構成

HTM
L の
特徴

新た
な工
夫

新た
なア
イデ
ア

理解
度の
向上

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

図 11:項目別評価分布(差＞10 教員)
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図 10:項目別評価分布(差＞10 生徒相互)
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図 9:項目別評価分布(差＜-10 教員)
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図 6:項目別評価分布(生徒相互)

トップ
ペー
ジ

不要
なデ
ザイ
ン

分量 改善
点の
検討

改善
の妥
当性

デザ
インと
コン
セプト

デザ
イン
の一
貫性

内容
項目

不要
項目

ペー
ジ間
のバ
ラン

リンク
構成

HTM
L の
特徴

新た
な工
夫

新た
なア
イデ
ア

理解
度の
向上

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

nisizawa
46



られない３つの項目を除いて評価の分布を調べてみた。

-10 以下が図8 と図9 であり、 +10 以上が図10と図11

である。生徒相互評価は全体の分布と比べると -10 以

下では全体的に低め、 +10 以上では全体的に高めの分

布をしている。一方、教員の評価は全体の評価分布と

はかなり異なっている。６つのグラフを一見すると、

4)改善点、5)改善内容を除くと生徒相互評価と教員評

価の分布に関連がなさそうである。が、よくよく眺め

ているうちに 15) 理解度の向上が一致していることが

見えてくる。全体の分布に対して、 -10 以下ではどち

らも低い分布が、 +10 以上ではどちらも高い分布が多

い。生徒相互評価の分布が３つとも同じような分布の

形をしているのは、理解度が上がったので他の項目も

高い評価にしてしまった、と考えられなくもない。穿

った見方をすれば、なんとなく良くなったので全体的

に高い評価にした可能性がある。一方教員の分布は、

グラフ間も項目間もかなりばらばらである。 -10 以下

では、理解度の向上に高い得点分布がほとんど見られ

なくなっているにも関らず、6)デザインとコンセプト、

7)デザインの一貫性および 11) リンク構成で、比較的

高い評価をしている。項目に従って、評価基準を明確

に変えていることが伺える。生徒相互評価では理解度

の向上に引きずられて他の項目も連動してしまったが、

教員評価ではそのようなことが起きず、その結果が差

となって生じたと考えられる。評価項目に対するコン

センサスに対する説明が十分でなかったことを現して

いるとも考えられる。つまり、評価者としてのプロと

アマチュアの差が出た、というのが真実のような気が

する。そんなことを考えると、教員の評価は、減り張

りのあるもののようにも見えてくる。コンセンサスを

徹底することで、ここで生じている差をある程度減ら

すことは可能であると思うが、一致させることは無理

である。人によって価値観は異なるので、むしろ一致

する方がおかしい。今回は、準備不足もあって、この

点では多少問題となるような結果にはなったが、昨年

度報告した１回目の評価における偏差値の差のグラフ

と今回の図 4 を見ると、全体的な評価にはそれほどの

差は生じていないと言えるであろう。完璧でないけれ

ど、的外れでないところが相互評価の良い按排ではな

いかと思っている。

(2) 個々の生徒における初期スキルとインフラの違い

と連続評価との関連について

 今回の授業運用に関する大きなテーマの一つである。

授業後にアンケートを行ない、個々の生徒のコンピュ

ータに関する家庭環境と、中学校までに受けた授業内

容を把握した。これに基づき条件的に不利なグループ

と有利なグループに分けて、その評価の推移を見るこ

とにした。各々のグループの条件と個数は表4 の通り

である。集計に使用した評価は、一回目の評価の全て

( 以降、初期点 ) 、再評価項目の中の変化に関する項

目4 ( 以降、変化点 ) 、最終点の３段階である。数値

は全体に対する偏差値である。それぞれのグループ全

体に対する結果は表5 のようになった。また、個々の

生徒の評価の推移をグラフにしてみたものが図12と図

135 である。

 

 まず、初期点について見てみる。不利なグループで

は平均が 44.30 と低いが分散も大きく評価上位者も存

在している。逆に有利なグループでは平均が 53.81 と

やや高く、分散は小さい。条件が不利でも高い評価を

受けている生徒がいることを見ると、一概に条件的に

4 具体的には、(2)の項目別評価分布の図8〜11で使用し
た項目から、更に4)改善点、5)改善内容、12)HTMLの特
徴の3項目を減らしたもので全部で9項目になる。

5 脚注3の発表で使用したグラフよりも、中学校までのソ
フトウェアの使用状況の条件を緩和し、データの個数
を増やしている。

表 5:各グループ全体に対する結果

     初 期 点      変 化 点      最 終 点

有利 不利 有利 不利 有利 不利

平均 53.81 44.30 50.30 50.16 53.50 48.14

最大 61.23 57.21 70.63 65.64 69.76 62.30

最小 43.98 17.48 22.28 32.98 27.73 34.59

標準偏差 3.82 12.24 9.77 10.23 9.14 7.92

表 4:グループの条件と個数

条  件 有 利 不 利

自由に使用できる

個人で所有

個数 24 15

インターネッ
トの使用

条件付きで使用ま
たは使用不可

コンピュータ
の所有

家族で所有または
所有せず

中学校までの
ソフトウェア
の使用状況

(不問)
全く使用せずまた
はワープロソフト
ウェアのみ使用

図 12:有利なグループ生徒の評価の推移
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不利な生徒が評価で不利になったとは言い難い。意図

的にテクニカルな側面が現れ難いように評価項目を設

定したことが功を奏しているのかもしれない。

 次に、評価の推移を見てみる。変化点で不利なグル

ープの平均は 50.16 に上がっている。個々の生徒のデ

ータを見ても初期点で極めて低い評価だった生徒も、

かなりの挽回ができている。さらには最終点において

も、上位に入るほど改良させた生徒もいたこともわか

る。有利なグループのグラフを見てみると、先の不利

なグループとは反対に、変化点で平均は 50.30 に下が

り分散が大きくなっている。このことから条件的に有

利な生徒は、初期点ではその有利さがある程度現れて

しまった、と考えられる。評価項目も、条件的に不利

な生徒に一方的に不利になるようなものではなかった

かも知れないが、有利な生徒にはその有利さを消すま

でのものではなかったと言えそうだ。しかしながら、

変化点においては、両者の平均に差はほとんどなく、

両者とも同じくらいに分散しており、その違いは極め

て少なくなっている。この結果を見る限りでは生徒の

個々の環境やそれまでの教育内容における条件的な有

利、不利はほぼ解消されていると判断できそうである。

 最終評価である最終点に関してはそれぞれのグルー

プの平均が 48.14 と 53.50 であり、格差が完全に解消

されたとはとても言えそうにない。が、有利なグルー

プの分散が大きくなっていることから、条件の有利さ

よりも授業における効果が大きく現れてきていると考

えられる。

(4) 変化点の評価の高低と項目別評価分布について

 (3) で記述した通り変化点においては授業を行う前

のスキルや個々の生徒の家庭におけるインフラによる

違いはほとんど見受けられなくなっている。また、(2)

で項目別の評価分布が生徒相互と教員でどの程度異な

るのかについて考察した。今度は、全体的な変化点評

価の違いと項目別の評価分布の関係について調べてみ

た。調査項目を変化関係に絞ったため、全て選択肢は

五択となっている。また、選択肢の文言は多少異なる

が、概ね同じ程度を示すものなので同じものとして表

記してある。全体に対して分布は図 6 を参照して欲し

い。高い評価である“非常に良くなった”と“良くな

った”に注目して見てみると、7)デザインの一貫性、

14) 新たなアイデア、 15) 理解度の向上の３つの項目

以外はほぼ６割を占めている。

 次に、変化点の偏差値が60以上であるグループと40

以下のグループについて調べて、グラフにしてみた。

図14および図15がその結果である。偏差値60以上のグ

ループでは、全ての項目について高い評価の分布が多

くなっており８割あたりに分布が集中している。個々

の項目間のバランスを見ると、 14) 新たなアイデア、

15) 理解度の向上の２項目において全体の分布に対し

て多くなっていることが分かる。偏差値40以下のグル

ープでは、逆に全ての項目について高い評価の分布が

少なくなり３割あたりに分布が集中しているが、項目

間のバランスは全体とほぼ同じ様相を呈している。

(2) で理解度の向上に他の評価が引きずられている可

図 13:不利なグループ生徒の評価の推移
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図 14:変化点の項目別評価分布(偏差値>60)
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図 15:変化点の項目別評価分布(偏差値<40)

分量 デザイ
ンとコン
セプト

デザイ
ンの一
貫性

 内容
項目

 ページ
間のバ
ランス

リンク
構成

新たな
工夫

新たな
アイデ
ア

理解度
の向上

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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能性が高いことを述べた。評価の高低においても、個々

の項目の分布バランスがあまり変わらず上下している

ということで、この可能性をますます肯定する結果と

なってしまっている。7)デザインの一貫性の分布が低

い評価に偏っているのは、単に高い評価を受け難い項

目であったと考えられる。低い評価である“悪くなっ

た”に注目すると、２つのグループとも3)分量で全体

のバランスに対して大きな分布が見られる。特に40以

下では３割以上も占める結果になった。これより、分

量の評価は評価者によってばらつきが大きく、成果物

全体に対する評価に大きなウェイトを占めていること、

の２点が理解できる。

 (3) において、変化点に関しては個々の生徒におけ

る初期スキルとインフラの違いは見られないことは判

明しているが、試しに同じような調査を行ってみた。

予想通り特筆するような明確な差は見受けられなかっ

た6 。特定条件のグループ間では、項目によって際だ

った分布の違いが生じている可能性があると思い調査

したが、理解度の向上に他の評価が引きずられている

可能性が更に深まったことと、 17) デザインの一貫性

が評価され難いという点ぐらいしか収穫はなかったと

言える。

2 次年度への課題

 昨年度の会誌にも、次年度への課題について多少記

述してある。また、今年度7 において、多くの修正や

追加を行っているので、ここでは主な項目を簡単に紹

介する程度にしておく。

(1) データベースとシステムの拡充

ア  課題解決のためのデータベースの拡大と変更

イ  システムの統合と拡大、およびマネージメントプ

ログラムの追加

(2) 導入に至るまでの指導の充実

ア  目的および目標の徹底

イ  評価項目に対するコンセンサスの徹底

ウ  コンセプトに対する理解の充実

エ  Web ページ作成ソフトウェアでの表示と Web ブラ

ウザでの表示の違い、およびHTMLファイルとの関係

の把握

(3) 評価に関すること

ア  項目と配点の改善

イ  文章による評価入力の可否

ウ  文章による評価の評価方法

3 今年度のシステムと運用

 上記 2 の次年度への課題を受け、今年度修正を行な

6 紙面の都合によりデータは割愛させていただいた。
7 すなわち、昨年度から見ると次年度にあたる。

った内容について報告する。 2 の項目番号となるべく

一致するように心掛けて記述している。

(1) データベースとシステムの拡充

ア  データベース

 まず、新たに表6 にあるような６つのテーブルを追

加した。これらテーブルは主に後述するマネージメン

トプログラムで使用され、分断されていた個々のプロ

グラムを統合したりユーザやマシンの管理に使用され

るものである。また、表7 にある既存の３つのテーブ

ルを変更した。

イ  システム

 生徒用として新規に追加作成したプログラムは表8

の通りである。入力データ表示プログラムは、単純に

入力されたデータを表示するだけでなく、相互評価の

場合には評価分布も表示するようにした。変更したプ

ログラムは表9 の通りである。評価入力用プログラム

は、相互評価以外での質問や課題等の入力 ( 以後、ア

ンケートモード ) が出来るようにした。

 教員用として新規に追加作成したプログラムは表10

の通りである。すべてマネージメント関係で、生徒の

入力状況や評価結果の閲覧をするためのものである。

変更したプログラムは表11の通りで、集計プログラム

をアンケートモードに対応したことと、評価モードで

表 8:生徒用に追加したプログラム

表 9 生徒用で変更したプログラム

プログラム 主な変更点
評価入力 アンケートモードに対応
進捗状況入力 データベースの変更に伴うもの

プログラム 主な目的

生徒用インデックス

入力データ表示 過去に入力したデータを閲覧

講座別評価結果閲覧講座別の相互評価結果を閲覧

マネージメントプログラムと
連動して、プログラム使用の
可否表示を動的に変化

表 6:追加したテーブル

テーブル名 主なデータ

judge_master 各ステージの基本項目

judge_course_master 各講座の基本項目

judge_course_stage

judge_view_stage 連続するステージ

exercises_collect

student_machines 生徒用マシン管理項目

講座単位のステージ使用
フラグ

回収するWebファイル

表 7:変更したテーブル

テーブル名 主な変更点
judge_data インデックスの追加

judge_ranking 偏差値データの追加

it_report 年度データの追加
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は偏差値の算出を追加で行なうようにしたことである8。

(2) 運用

 運用面では大きな課題が複数存在しており、中には

致命的と思われるものもあった。年度当初より、これ

らの問題を回避すべく下記のような対策を講じてみた。

ア  目的および目標の徹底。

 実習に入る直前の指導だけでは足りないと考え、年

度当初のガイダンス的な授業から半年後の実習の内容、

目的、目標について説明を行なった。このとき、昨年

度に高得点を得た成果物の数点を見本として公開した。

実習の直前では昨年度までの説明時間を倍近くの 1.5

時間9 に延ばし、目的と目標を徹底して説明した。

イ  評価項目に対するコンセンサスの徹底。

 昨年度とは異なり時間的な余裕も十分にあったこと

から、作成に入る時点では全ての評価項目及び評価の

観点について一通りの説明をすることができた。

ウ  コンセプトに対する理解の充実。

 言葉や文章だけの説明ではほぼ無理と判断。テレビ

のコマーシャルを活用することで理解を深めようと試

みた。具体的には、同様同種の商品だが対極のコンセ

プトであるような２つのコマーシャルを使用して説明

することでコンセプトの意味を伝える方法を取ってみ

た。

エ  Web ページ作成ソフトウェアでの表示と Web ブラ

ウザでの表示の違い、およびHTMLファイルとの関係

の把握

 新たにHTMLについての授業時間10 を確保し、基本構

8 講座間の評価格差が大きく平均点では対応できなくな
ったときのための準備である。

9 本校では65分授業を行なっているので、正味でも90分
ぐらいになった。

10 年間の予定実施時間数により２〜３時間。

造の説明と簡単な実習を行なった。説明では、生の

HTMLを意識させるために、あえて Web ページ作成ソフ

トウェアを使用せず単純なエディタを使用した。実習

では、複数の Web ページ作成ソフトウェア11 を紹介し

たが、個々のソフトウェアの使用方法については一切

説明せず、また質問にも答えないことも明言した12 。

さらに、 Web ページ作成ソフトウェアの表示と Web ブ

ラウザの表示が一致しない場合も多々あることも説明

した。

オ  その他

 今年度は放課後のコンピュータ教室の使用上の制約

が増えた13 ために作成するページ数を１ページ減らし、

成果物の規模をHTMLファイルで６ページ前後に変更し

11 昨年度に使用したものに加えBluefishを紹介した。
http://bluefish.openoffice.nl/index.html

12 代わりにマニュアルをhttpサーバ上に置き自由に閲覧
できるようにした。

13 定時制との関係や今年度は２学年同時の16講座が行わ
れている。

表 10:教員用に追加したプログラム

プログラム 主な目的

ステージ設定 使用ステージの基本設定

ステージ使用管理

生徒入力内容閲覧 生徒別入力データの閲覧

生徒課題閲覧 生徒課題の閲覧

個人結果閲覧 生徒別相互評価結果の閲覧

ユーザ情報変更 ユーザデータの表示と変更

使用状況の表示

講座別のステージ使用可否の
設定

Web課題回収
リアルタイムおよび予約によ
る課題の自動回収

マシン使用者の準リアルタイ
ム把握

表 11:教員用で変更したプログラム

プログラム 主な変更点

集計

進捗状況報告閲覧

アンケートモードに対応、
偏差値計算
データベースの変更に伴う
もの

表 12:１回目の評価項目

評  価  項  目 段階配点

1 3 10

2 3 10

3 2 6

4 総分量は適切ですか？ 3 10

5 3 6

6 3 6

7 4 10

8 4 10

9 10 10

10 5 10

11 10 10

12 4 10

13 4 10

14 4 10

15 4 10

16 10 10

17

18

トップページの「テーマ選定理
由」と「コンセプト」へのリン
クが指示通りですか？
完成(「テーマ選定理由」と「コ
ンセプト」を除き約６ページ)さ
れていますか？
「テーマ選定理由」と「コンセ
プト」ページに不要なデザイン
がなされていませんか？

知的財産権や個人情報に配慮が
なされていますか？
テーマ選定理由は課題の目標に
あっていますか？
テーマ選定が十分に行われ、絞
り込みがなされていますか？
コンセプトが明確に定義されて
いますか？
Webページ全体のデザインとコン
セプトの一致割合はどのくらい
ですか？
HTMLファイル(Webページ)とし
ての特徴が十分に活かされてい
ますか？
Webページ全体のデザインの一貫
性は何割程度ですか？
伝えるために十分な内容が項目
としてありますか？
各ページ内容バランスは適当で
すか？
内容を効率良く伝えるための工
夫がされていましたか？
内容を効率良く伝えるためのア
イデアがありましたか？
全内容の何割ぐらいが伝わりま
したか？
良かった点はどこですか？一ヶ
所以上必ず上げなさい。
改良すべき点はどこですか？一
ヶ所以上必ず上げなさい。
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た14 。また、再作成時から成果物の閲覧に使用するWeb

ブラウザを Mozilla Firefox15 に変更した。これは、動

画を利用する生徒がかなりの数となり、 Konqueror が

http経由の動画再生が若干不安定なことに起因するも

のである。

(3) 評価項目

ア  項目と配点の改善

 １回目の評価の項目と配点は表12の通りである。昨

年度と同じく17および18番目は記述式である。概ね昨

年度と同じであるが、平均的な評価が配点の６割ぐら

いになるよう、段階値と配点を多少変更した。ハイパ

ーリンク以外のHTMLの機能の使用についても評価する

ために10番目の項目の質問文を変更した。また、執筆

14 授業の時間配分は昨年度と同じである。
15 http://www.mozilla-japan.org/products/firefox/

(日本語)

時点で予定している再評価時の項目と配点は表13の通

りである。こちらも昨年とほぼ同じである。項目15は

順番は異なるが昨年度と同じ記述式である。また、１

回目の評価と同様に段階値と配点を変更した。更に、

評価項目の質問文変更に伴い 8 番目の項目の質問文が

変更されている。なお、項目16は最終点として別途に

集計を行い、項目15までの他の配点比率とは異なるも

のとし、成績に反映させる予定である16 。

イ  文章による評価入力の可否

 色々と検討してはみたが良い方法が見つからず、さ

りとて辞めてしまうにはあまりにももったいない状

況17 である。結局、昨年度と同じ文章を直接入力する

方法で行なった。  

ウ  文章による評価の評価方法

 生徒が懸命に考えて入力していることや、その後の

評価発表時の状況を見ると、入力文章の長さだけでは

物足りなく、何とかしたいのだが残念ながら未だ理想

的な評価方法を見いだす所までには至っていない。

4 今年度の運用面の結果

 実習の目的と目標については、年度当初からの説明

が功を奏したようで、調べ学習と誤認する生徒はほと

んど見られなくなった。また、事前にHTMLの授業を行

なったことにより、 Web ページ作成ソフトウェアの機

能や仕様が起因となる質問も激減した。これには、多

くの生徒が選択し使用していたソフトウェアのタイプ

が、昨年度までの OpenOffice.orgや Mozilla Composer

などのワープロタイプから、 QuantaPlusや Bluefishな

どのエディタタイプに大幅に変わった18 ことも大きな

原因と思われる。評価の項目と観点に対するコンセン

サスの徹底については、まだ集計処理を行なっていな

いので、結果待ちの状態である。教員のような減り張

りのある評価が行なえたとは思えないが、明らかに評

価の項目や観点を意識したデザインの成果物も見受け

られたので、評価はともかく作成にあたっての意識に

は向上が見られた。以上の問題に関しては、程度の差

こそあれ主な原因は回避できたと考えている。上手く

行かなかったのはコンセプトに対する理解で、前述し

た通りテレビのコマーシャルを利用してみたが、期待

したほどの大きな効果は得られなかった。

 システム面の変更で運用に影響を与えたものには、

自己の評価分布と入力文章の入力データ表示プログラ

ムがある。これにより、自身の評価を客観的に見て、

修正を行なうことが可能になった。時間的に余裕のあ

16 単純に132:10とはしない予定。
17 文章による評価の興味深さについては、昨年度の会誌

に詳しく説明してある。
18 これらのソフトウェアを特に使用するように指導した

経緯はない。

表 13:再評価項目

評  価  項  目 段階配点

1 3 10

2 2 6

3 2 6

4 3 10

5 4 10

6 5 10

7 5 10

8 5 10

9 5 10

10 5 10

11 5 10

12 5 10

13 5 10

14 5 10

15

16 10 10

トップページの「改善点と改善内
容」へのリンクが指示通りですか
？
「改善点と改善内容」のページに
不要なデザインがなされていませ
んか？
知的財産権や個人情報に配慮がな
されていますか？
「改善点と改善内容」のページに
書かれている改善点は十分に検討
され、妥当なものですか？
「改善点と改善内容」のページに
書かれている改善内容は、課題の
目標に到達するのに効果が上がる
見通しがありますか？
改善によって、総分量はどうなり
ましたか？
改善によって、Webページ全体のデ
ザインとコンセプトの一致はどの
くらい増えましたか？
改善によって、HTMLファイル(Web
ページ)としての特徴はどのくらい
活かされるようになりましたか？
改善によって、Webページ全体のデ
ザインの一貫性はどのくらい増え
ましたか？
改善によって、伝えるために十分
な項目数と内容になりましたか？
改善によって、各ページ内容バラ
ンスはどのくらい良くなりました
か？
改善によって、内容を効率良く伝
えるための新たな工夫がありまし
たか？
改善によって、内容を効率良く伝
えるための新たなアイデアがあり
ましたか？
改善によって、どれくらい内容の
伝達度が上がりましたか？
改善によって、良くなった点はど
こですか？一ヶ所以上必ず上げな
さい。

最終作品を10点満点で採点して下
さい。
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る生徒では、より明確な文章への修正を行なっていた。

また、本授業には直接関係ないが、年間のすべての授

業における課題の提出に、拡張した評価入力プログラ

ムを利用してきたために、相互評価の入力を行なう時

までには手順や日本語の入力にかなり慣れた状態とな

り、全体的に評価入力における時間短縮が見られた。

5 今後の課題

 システム面においては、ほぼ完成と言える状態に近

づきつつある。目下、考えられるデータベースの変更

や追加はほぼ終了した。まだまだ不完全ではあるがプ

ログラム群も一通り揃った。後は細部の詰めとバク潰

し、セキュリティの向上そしてドキュメントの作成な

どが考えられるが、どれも授業に必須なものではなく

なっている。筆者の趣味的な側面もあり些細な点であ

る。大きな課題はほぼなくなったと考えている。

 運用面の課題の多くも今年度で解決することができ

ている。が、二つの大きな課題が残ってしまった。一

つはコンセプトに対する理解である。短期間にコンセ

プトの意味を伝えるためにテレビのコマーシャルを利

用したこと自体は間違った方向ではなかったと考えて

いる。しかしながら、対比に使用したコマーシャルの

選択の善し悪し、対比が一対だけで足りたのか、テレ

ビ以外のマスメディアにおけるコマーシャルや広告な

どの利用も考えるべきではなかったのか、はたまた全

く別のことをする必要があるのか、など今現在でも反

省として頭を過る。そもそもコンセプトの一般的な意

味を、普通教科「情報」で教えるべきものなのかも疑

問ではあるが、これがないと実験レポートのような無

味乾燥なものになってしまう。より効率の良い情報の

伝達のためには、コンセプト抜きに語ることはできな

い。即効性もあり、なおかつ効果的であるような方法

が見いだして行きたい。もう一つは文章による評価の

評価である。先の課題よりも難問であり、思い浮かぶ

事柄も数少ない。まさしく暗中模索である。読まなく

てはならない文章の量は膨大19 である。このアナログ

データを合理的で意味ある分類に分ける方法を考えな

くてはならない。そもそも、本システムの開発動機は

アナログデータからの脱却であったことを思うと、明

らかに矛盾した課題である。気の重い課題ではあるが、

検討を続けてゆく所存である。良い方法が見つかった

ときには、何らかの形で報告させていただくつもりで

ある。

おわりに

 昨年の同じ時期に比べ、“相互評価”という文字を

19 今年度は約37,440件=生徒の人数×被評価対象者数×評
価項目数(320×39×3)。

目にする機会がずっと増えたように感じる。大学関係

であったり、研究大会であったり、アンケートの結果

であったりと様々であるが、相互評価の信仰者である

筆者にとっては嬉しい事態である。本稿が、筆者と同

様の相互評価信仰者はもとより、相互評価に興味を持

ちはじめた方々や相互評価に批判的な方々に対しても、

何らかの刺激を与えることができたであろうか。お目

に止るようなことがあったとすれば筆者としても光栄

の極みである。昨年度の会誌と同様に筆者の電子メー

ルアドレスを記載しておくので、意見や質問などを連

絡していただければ幸いである。また、開発したシス

テムを Web ページにて公開する準備を現在行なってい

る。依然としてβ版の域は出ていないが、興味を持た

れた方の為に公開予定の URL を記載しておく。本会誌

が刷り上がる頃までには、こちらの準備も整っている

ことと思う。

最後になったが、昨年来より有形無形の支援をして

下さった埼玉県立福岡高等学校の教諭である鈴木  成

先生、並びに実験的授業に理解を示していただき一緒

に授業を行なっていただいた本校の教諭である秋本  

浩司先生、さらには２年に渡って拙い論文に付き合っ

ていただいた諸先生方に深く感謝の意を表して、報告

の終わりとする。

筆者の連絡先電子メールアドレス

  mailto:nakajima@koshigaya-h.spec.ed.jp 

システム公開予定の Web ページのURL 

  http://members3.jcom.home.ne.jp/tadashi-nakajima/

mailto:nakajima@koshigaya-h.spec.ed.jp
http://members3.jcom.home.ne.jp/tadashi-nakajima/
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2学年情報A 修学旅行しおり の表紙作成 

 
埼玉県立桶川西高等学校 教諭 竹内律子 

 

 
はじめに  

平成17年度2学年は高校3年間を通して宿泊を伴う

行事は沖縄修学旅行のみである。より思い出深い、記

憶に残るものにするために情報Aにおいて修学旅行に

合わせた授業を展開できないかと考えた。 

2年学年目標「自分でやる」の一環として修学旅行し

おりの表紙を生徒ひとりひとりが作成し”私のしお

り”とする。 

 
１ 授業の目的 

（１） 総合学習「沖縄修学旅行の事前学習」で学

んだ内容を表現した表紙を作る。 

（２） クラス全員の表紙を鑑賞して、ペイントソ

フトの色々な使い方を学ぶ。 

 
２ 予想される成果 

（１） 「沖縄修学旅行の事前学習」の振り返りに

なる。 

（２） しおりに愛着が湧き、よく読むのではない

か。その結果、集合時間・地図・案内など

自分で調べることになる。 

（３） しおりを大切にする。思い出として保管す

るのではないか。 

 
３ 背景（沖縄修学旅行の事前学習） 

総合学習で沖縄の歴史・歌・魚・産業と工芸品・料

理について学んだ。また沖縄の平和について学ぶ目的

で映画「月桃の花」を観賞し、ひめゆりの塔の講和を

聞いている。 
 

４ 授業の前準備 

（１） 生徒 
描く表紙と裏表紙のイメージを授業までに

考えてくる。 
（２） 情報教諭 

ア しおりを閉じるクリップをクラス別

５色購入。 
イ Microsoft Wordでしおりの雛形を作

成する。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 授業の内容（所要時間 2時間） 

（１） 情報教諭がお絵かきソフト ペイントの使

用方法を説明する。 
（２） 情報教諭がしおりの雛形の説明をする。 
（３） 情報教諭が事前学習の内容を生かすよう指

示する。 
（４） 生徒が表紙と裏表紙の絵を描く 
（５） 生徒がしおりの雛形のオブジェクトに（３）

で描いた絵を挿入する。 
（６） 裏表紙に自分の組、番号、氏名を記入する。 
（７） クラス全員の表紙を縮小版でモニターに映

し、鑑賞する。 
（８） 生徒は良いと思った作品について感想を発

表する。 
（９） 情報教諭は注意すべき点について説明する。 

 
ア 著作権の説明 
写真や絵を取り込む 
キャラクターをまねた絵を描く 
歌詞や小説の文をそのまま引用する 
 
イ モラルの説明 
迷彩服の兵隊の絵 
血走った目のどくろの絵 
墜落する飛行機の絵 
 

（１０） 投票について説明する。 
完成した全員の絵について投票し、１番得

票が多い絵を担任のしおりの絵にする。2番
目に得票が多い絵を副担のしおりの絵にす

る。 
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６ 授業の後作業 

（１） しおり係り 
ア クラス全員の絵の縮小版を教室掲示

イ 投票用紙を配布し、説明する。 
ウ 記入された投票用紙を集計し結果を情

報教諭に渡す。 
エ 印刷終了後、綴じ込み作業をする。 
オ 完成した表紙をクラスに配布する。 
 
完成例 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２） 情報教諭 

ア 絵の修正 
著作権・モラルに反する絵について放課

後個別に生徒へ問題点を説明し絵を修

正させる。 
イ クラス全員の絵の縮小版をカラー出力

し、投票用紙とあわせしおり委員に渡す。 
ウ 集計結果に沿って5クラスの担任副担

任のしおり表紙を作成する。 
エ 情報教諭がカラープリンタで印刷する。 

 
7代表作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

8実際の成果 

（１） 集合時間が厳守された。 
（２） 常にしおりを手に持ちながら歩いていた。 
（３） しおりに書かれている内容についての質問

は全くなかった。内容をよく読んでいた。 
（４） 表紙を見せ合うことで生徒間の友人関係の

輪が広がった。 
 

9予想外の成果 

（１） 教頭先生、担任、副担任のしおりの表紙裏

表紙を見に来る生徒が多く、会話がつなが

った。 
（２） 著作権とモラルについても学ぶ機会となっ

た。 
（３） ペイントソフトの多様な使い方を生徒から

教えられた。 
 

10反省と課題 

（１） すべての作業に生徒が関われるよう段取り

するようにしたい。期末試験の日程とから

み生徒が関わらない部分がでてきてしまっ

た。 
（２） 表紙裏表紙の紙が薄く反れてしまった。今

後はラミネータを使用するとよい。 
 

おわり に  

修学旅行の目的は次の3つであった。 

・沖縄の人たちの優しさや自然･文化を肌で感じ、沖縄

の魅力を探そう。 

・沖縄戦などの歴史を学び、平和について考えよう。 

・All for one and one for all(一致団結しよう) 

しおり作成は、この３点の要素を全て盛り込んだもの

となった。 

 

学年団の先生方のご協力を得て、修学旅行初参加の

初任者にも拘らずしおりを完成できた時は達成感を得

ることができた。修学旅行中もしおりを手にしている

生徒を見るに付け作ってよかったという気持ちが強く

なった。 

今後とも教科情報は、他教科・学校行事等との連携、

社会情勢・常識を盛り込んだ内容の授業を展開してい

きたい。 
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オープンソースソフトを使った「情報」の授業の可能性を探る 

 

埼玉県立熊谷高等学校  奥原 浩 

 
１．はじめに 

 最近、私はオープンソースソフトウェア(OSS)と呼ば

れるコンピュータソフトウェア群と触れ合っています。

理由は、面倒なライセンスにびくびくすることなく、

自由に利用できるからです。このところ、OSSは、利

用のし易さが格段によくなっていて、私のようなエン

ドユーザにも、簡単に導入、アップデートなどが可能

です。さらに、FedoraCore４（RedHat系）なら yum、

Debian系なら apt というように、パッケージ管理が容

易になっているのもありがたいことです。せっかくこ

んなに便利になった OSSですから、学校でも使わない

手はないだろうと思います。そこで、ここでは、実際

の情報の授業で私が行ったことを報告し、多くの先生

方に知っていただくと同時に、この便利で使い勝手の

良くなったＯＳＳを利用していただければたいへんう

れしく思います。 

 

 

２．学校のコンピュータ環境など 

 私が勤務している埼玉県立熊谷高校は、創立１１０

周年を迎えた伝統校･進学校です。生徒数は１１００人

弱です。クラスは 1学年 9クラス(特別措置で 1年生が

8クラスで、2･3年生は 9クラスです。）コンピュータ

教室は正式な PC教室が 1教室、また、選択講義室を

PC教室として利用可能にして、今年度２教室になりま

した。古いコンピュータ教室は平成１４年度に入れ換

えをして、今年で３年目になります。デスクトップタ

イプのコンピュータが４６台、それを受けるサーバが

1台あります。（プロキシ＆ファイル共有＆プリント

サーバの役割を果たしています）OSは Windows2000Pro、

CPUは Pentium IV 1.7GHzメモリは、５１２MB、全て

インターネット接続されており、ネットワークは校内

をファーストイーサネット（１００Mbps)で接続してい

ます。プリンタは白黒レーザプリンタ 5台、カラーレ

ーザプリンタ（コピーとスキャナ機能もついた複合型

プリンタ）が２台あります。当然ですが、空調も完備

しています。本年度出来たコンピュータ教室としても

利用可能な選択講義室は、ノート（ラップトップ）タ

イプのコンピュータが４３台入っています（部屋の広

さと引き出しにしまって一般教科の授業も可能にする

関係です）。OSは WindowsXP SP2校内の生徒ネットワ

ークに接続されています。プリンタは白黒レーザが２

台ネットワークにつながっていて画面提示用のプロジ

ェクタなどはありません(しかし、本年度中に吊り下げ

タイプのプロジェクターとスクリーンが利用できるよ

うになる予定です)。現在のところ、別のところにある

移動可能なプロジェクタを使って、教員の画面を生徒

たちに見せています。すべて、Windows環境です。ソ

フトも、MS社製です。MS-Office、IE、その他のソフ

トも、for MSWindowsです。 

 

 私は、このような中で、なんの疑問も持たず、コン

ピュータの教育を行なっていました。しかしあること

がきっかけで、MS社製品は面倒だと思うようになりま

した。それは、外部（高校の教職員生徒以外）への入

門コンピュータ講座を行なったときのことでした。

「ライセンスの関係で、外部者に MS製品を使用させる

場合、PC1台に付き５０００円支払うこと」というこ

とになったのです。スクールアグリーメントというラ

イセンスだそうです。これには何か不思議な感じがし

ました。ライセンス料を支払ったからといって支払っ

た側に何のメリットもありません。そのうえ、MS製品

の利用法の説明会を開いている訳です。これはよく考

えると、お金を払って MS製品の販売促進をしていると

いうことになると思えるのです。こんなばかな話はあ

りません。そこで変わりになるソフトはないかと探し

ていたところ、ひょんなことから OSSを知ることにな

ったのです。 

 

 私が始めて OSSを知ったのは、日経 Linuxに出てい

た Sambaでした。ご存知のように、Sambaは、UNIX系

OSに MSネットワークで接続させるためのソフトウェ

アです。お金の心配をしなくてよいし、自由に使える

のがよくて、私はすぐに飛びつきました。設定もテキ

ストファイルをちょっと書き換えればいいので、すご

く楽です。学校の中にネットワークが来て、ファイル

共有の必要性がどんどん大きな声になっていった時期

でした。 

 

 さて、ここで話題を元に戻して、私が、どのように

して OSSでの情報の授業を展開していったかを述べて

みたいと思います。ただしここからが本章なので、章
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を改めておきます。 

 

 

３．普通教科「情報」の授業での OSSの利用法 

 Windowsだけの言わば四面楚歌状態の中、授業で OSS

を使う方法を模索しました。実は、新しいコンピュー

タ教室が出来るときに Linuxを入れてみて使えるとこ

ろをアピールするために、IPAの実証実験に応募しよ

うとして校長教頭を始め事務部長その他関係各部署に

許可と協力を求めましたが、結局、説得がうまく行か

ず、MSWindowsでのコンピュータ環境ということにな

ってしまいました。そのような中で、私は Linuxを生

徒にどのように見せたかというと、1CD-Linuxを利用

することにしたのでした。具体的には次のようにしま

した。本校では、情報という正規の授業を２年生で週

1時間、３年生で週 1時間づつやっています(分割履修

です)。私の担当は３年生 9クラス全部と２年生３クラ

スなのですが、３年生が私だけ(一人で担当していま

す)の担当なので、こちらで、２学期から OSSを使うこ

とにしました。1CD-Linuxを利用するため、早速教材

とい う こ とで 、CD-ROM５ ０ 枚を 買 っ ても らい

KNOPPIX3.9を利用することにしました。 

 

 授業の内容はデータベースの初歩なので、あまり古

い KNOPPIXでは、OpenOffice.org Baseが使えません。

3.9では、Beta版ながら Baseが使えますので、早速、

授業の準備ということでいじってみました。普段 OSS

で遊んでいるので、起動や使い方には慣れていたもの

の、初めて使う生徒達に、まして WIndowsしか知らな

い生徒たちに教えるのはどうしたものかと結構悩みま

した。とにかく手順をしっかり踏んで、ワンステップ

づつ進んでいくようにしました。OOoBaseを御利用の

皆さんはご存知でしょうが、javaがないと動きません。

テーブル作成のところでエラーが出ます。はじめは，

j2re(javaの実行するために必要なソフトウェア群の

ことです。Sun Microsystemsのサイトから自由にダウ

ンロード可能です。もちろん無料です)を毎回ダウンロ

ードして設定していました。というのも、本校コンピ

ュータ教室は、環境復元ソフト瞬快というのが入って

いて作った環境(javaの実行環境やネットワーク環境

など）を保存できないのです。フロッピーディスクに

は収まりきれないし、年度途中なので、USBメモリー

を買うお金もないしで、「仕方がない。繰り返すことで

定着するかも」などと開き直って、授業で javaの実行

環境(j2re)を繰り返しダウンロード･設定していまし

た。このようにすることは、今思うと OSS普及につい

ては、逆効果だったのかもしれません。(OSSは難しく

て厄介な操作をしないと利用できない、ということを 

繰り返すことで、頭に焼き付けてしまったかもしれな

いからです。） 

ここまでをまとめますと、 
 

・Live-CDである KNOPPIX3.9は、インストー

ルの必要がないので、OS関係無しに Linux

が学習できる。 
 

・ウィルスや環境復元の心配がない。 
 

・GUIが充実しているので、Windowsと比べ

て不都合はない。 
 

・しかし、環境が元に戻ってしまうというこ

とは、折角の設定が元に戻り、毎回同じ環

境復元を生徒にやらせなくてはならない。

（それを防ぐには、計画的に準備をし USB

メモリーなどを用意しておく必要がある。） 
 

・繰り返し作業が入るため、授業で新しいこ

とを行なうのは、正味１５分程度である。 
 

・同じことを繰り返すことで、技術的なこと

を体得できる。または、OSSは面倒で厄介な

設定を毎回行わなくては使えない と頭に

刻まれてしまったかもしれない。 

 １０月以降、新しいコンピュータ教室(選択講義室)

が利用可能になったので、ここからはその話に移りま

しょう。 

新しいコンピュータ室では、Accelerated KNOPPIXを

使うことにしました。これは、アルファシステムズ社

が行なった IPAによる公募「教育現場への OSS導入実

証実験」の総括として上げられた「起動時間が遅い」

という反省点から改良中のもので、2006年 2月現在６

５秒（通常の約半分以下の時間）程度で起動できるよ

うにしたものです。最終目標は６０秒以内ということ

で、現在も開発が続いています。2006年の３月には、

開発を終了し 1分以内の起動が実現する予定です。そ

うなると起動に関しては、MSWIndowsと比べて遜色あ

りません。 

 

  

Accelerated Knppixのデスクトップ 
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さてこの Accelerated KNOPPIXですが、KNOPPIX Edu3.7

がベースです。使われたり御覧になった方はお分かり

でしょう。OOoBaseがないのです。しかし、Eduという

だけあって、教育用ソフトがてんこもりです。その中

に、MySQLを使った SQLの演習用シートがついていま

す。SQLモニターに接続し SQL文を打って実際のデー

タベースを動かすというものです。私は、安易なので、

これに飛びつきました。用意は全部 CDの中に納められ

たもので、出来ており、演習用のシートには解説と例

題が１０題、解答実行結果付きという至れり尽くせり

の内容です。私の授業の進めかたですが、 

・まず、Kメニュー→データベース演習→MySQL 
とクリックし演習シート、コンソールを開

かせます。 

・次に、なんだかわからなくて良いから演習

シートを一通り読ませます。 

・開いているコンソールに演習シートにある

ように順番通り入力させ、例題を解説しま

す。 

丁寧に解説すると、1時間（５０分）では１０題の例

題中４～５台、急ぐと１０題全部という感じで進めら

れます。最初に騒がしいクラスでも、演習シートを読

みこちらの解説を聞くことで、画面上に例題通りの実

行結果が得られなかったり、またすいすい進んだりで、

格好集中して取り組んでいます。これは私にとって思

わぬ成果でした。そのときの写真がこれらです。ゲー

ムもやらずに真剣にシートを読んでいます。添付され

ているシートには、insert delete showなどのコマン

ド類がなかったので、その分はこちらで補い印刷シー

トとして配布しました。概ね好評でした。 

授業中作成したデータベース演習シートを以下に書き

加えて、この報告を終わりにしようと思います。プリ

ントではもう少し体裁を良くしてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業風景(2) 

MySQLを使ったデータベース演習画面 
(演習シート） 

授業風景(1) 

Accelerated KNOPPIXの

配布した印刷シートと授業用 CD 
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追加 
・show fields 
各フィールドの属性を示すには、show fieldsを使
います。 
 

例） 
mysql> show fields from shainhyo001 

意味： shainhyo001 のすべてのフィールドの
Type(型)を示す。 

練習 
１．社員表のフィールドの型を示せ。 

２．部署表のフィールドの型を示せ。 

３．支店表のフィールドの型を示せ。 

 
・insert 
テーブルに新しい行（データ）を入力するには、

insert 文を使います。 
 

例） 
mysql> insert into shainhyo001 values 
(8,'Linus 
Tovals',340000,'A001','KY-02'); 

 
意味： 

shainhyo001 に デ ー タ (id)8,(name)Linus 
Tovals,(pay)340000(円 ),(branch_code)'A001',(positio
n_code)'KY-02' 

を挿入する。 
 成功すれば 

 
 
と

返ってくる。 
 

練習 
１．上の例を実施せよ。 

２．部署表に経理部を position_code =ST-05
として追加せよ。 

３．支店表に埼玉支店を branch_code= A006
として登録せよ。 

４．社員表に id 9として自分の名前を仙台支
店(A001)、企画部(KY-02)で登録せよ。 
５．社員表に id 10 として隣の人を埼玉支店

(A006)、経理部(ST-05)で登録せよ。 
 

– 

 

・delete 

テーブルの行（データ）を削除するには、delete 文を
使います。 
 
例） 
mysql> delete from shainhyo001 where id=2; 

意味：shainhyo001 の中の id=2 であるものを削除
する。 

 

練習 
１．社員表で id=10 のレコードを削除せよ。 
２．社員表から仙台支店に所属している人全

てを削除せよ。 

３．支店表から埼玉支店を削除せよ。 

４．部署表から経理部を削除せよ。 

 

 

※これには、解答と出力結果も作りましたが、紙面の

都合上割愛いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Query OK, 1 row affected (0.00 sec) 
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【事務局より】 

埼玉県立春日部高等学校 加藤友信 
 

平成1７年度 事業報告 
 

 
 
 

埼玉県高等学校情報教育研究会会則 

１ 第1章 総則 

第1条 本会は、埼玉県高等学校情報教育研究会と称し、事務局を会長の指定する学校におく。 
 
第2条 本会は、埼玉県高等学校の教科「情報」の振興に努めると共に会員相互の研鑚をはかることをもって

目的とする。 
 

月日 行 事 名 会  場 お も な 活 動 内 容 

4/26（火） 第1回理事会 大宮武蔵野高校 総会打ち合わせ 

5/24（火） 
総会 

及び講演会 
川越高校 

総会（役員、予算、事業計画） 

講演会 

【教科「情報」の授業の在り方と今

後】 

7/11（月） 
第2回理事会 

第1回研究員会 
大宮武蔵野高校 

関東大会打ち合わせ 

委員長選出、本年度の活動方針、関

東大会について 

8/3（水） 第2回研究員会 福岡高校 
課題調査の実施方法 

今後の予定について 

8/25（木） 

関東地区情報

教育研究会合

同研究大会 

都立工芸高校 

基調講演 

各都県研究発表 

パネルディスカッション 

11/18（金） 

講演会 

第3回理事会 

第3回研究員会 

春日部高校 

【教科「情報」の評価について】 

来年度の関東大会について 

調査結果の検討、集計についての方

針決定 

12/27（火） 第4回研究員会 大宮武蔵野高校 会誌原稿作成に向けて 
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第3条 本会は、埼玉県高等学校連合教育研究会に属し、県内高等学校の教科「情報」の教職員および本会の

趣旨に賛同する者によって組織する。 

２ 第2章 事業 

第4条 本会は、その目的の達成のために、次の事業を行う。 
1 教科「情報」に関する調査研究 
2 見学会・研修会の実施 
3 研究発表会・講演会の開催 
4 研究会誌その他の発行 
5 その他必要な事業 

３ 第3章 役員 

第5条 本会には、次の役員を置く。ただし、平成15年度はこれによらないことができる。 
 1 会長 1名 
 2 副会長 若干名 
 3 研究委員長 １名 
 4 研究委員 若干名 
 5 常任理事 4～8名 
 6 幹事 若干名 
 7 監事 ２～３名 
 
第6条 役員は正会員の中から、次の方法で選出する。 

1 会長、副会長および監事は、理事会において選出し、総会で承認を受ける。 
2 常任理事は、理事会において選出し、総会で承認を受ける。 
3 研究委員長は、研究委員会において選出し、総会で承認を受ける。 
4 研究委員は、理事会において選出する。ただし、委員会の活動状況に応じて増員することができる。 
5 理事は、各校1名推薦し、理事会において選出する。 
6 幹事は、会長が委嘱する。 
7 当分の間、理事は常任理事を兼ね、東西南北それぞれの地区から 2 名選出する。 

 
第7条 役員の任務は次のとおりとする。 

1 会長は本会を代表して、会務を総理する。必要により会議を招集し、その議長となる。 
2 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 
3 研究委員長は研究委員会を代表して、会の業務を行う。 
4 常任理事は理事を代表して、会の運営に当たる。 
5 理事は各学校の会員を代表して、会の運営に当たる。 
6 幹事は会の事務および会計を担当する。 
7 監事は会計の監査にあたる他、理事会に出席して助言を与えることができる。 

 
第8条 本会の役員の任期は1カ年とし、再任を妨げない。 
 
第9条 本会は顧問を置くことができる。顧問は本会に特別に関係のある者の中から理事会の推薦した者につ

いて会長が委嘱する。顧問は会長および理事会の諮問に応ずる。 
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４ 第4章 総会 

第10条 総会は年1回、会長が招集する。また会長は必要があれば、臨時に総会を招集することができる。 
 
第11条 総会においては、次のことを行う。 

1 会則の改正 
2 会務および事業報告 
3 決算の承認 
4 予算の決議 
5 役員の改選 
6 その他必要な事項 

 
第12条 総会の議決は、多数決による。 

５ 第5章 理事会等 

第13条  評議員会、常任理事会および理事会は、会長が招集し、会務を議しその運営に当たる。 

６ 第6章 研究委員会 

第14条 本会に教科「情報」の研究委員会を置く。研究委員会は、教科「情報」に関する研究調査を行い、ま
た会員並びにその他研究団体との連絡提携に当たる。 

７ 第7章 編集委員会 

第15条 本会事務局に編集委員会を置く。編集委員は研究委員会より２名および幹事がこれに当たる。 
 
第16条 編集委員会は、研究会誌、研究委員会の研究成果物の発行、その他必要な情報の提供に当たる。 

８ 第8章 会計 

第17条 本会の経費は、埼玉県高等学校連合教育研究会の交付金および寄付金をもって当てる。 
 
第18条 本会の会計年度は、毎年4月1日より翌年3月31日までとする。 
 
附則 
本会則は平成１６年１月７日より施行する。 
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平成１７年度 会員数・役員一覧・研究委員会委員一覧 

 
□会員数 
 
 
□役員一覧 
顧問 神山 輝夫  
会長 矢部 秀一（大宮武蔵野高校校長） 
副会長 勝又 健司（小川高等学校教頭） 
副会長 福本 彰 （伊奈学園教頭） 
監事 野島 一郎（川越南高等学校教頭） 
監事 武内 道郎（伊奈学園教頭） 
事務局 加藤 友信（春日部高等学校教諭） 
幹事 鈴木 成 （福岡高等学校教諭） 
幹事 齋藤 実 （県立川越高等学校教諭） 
幹事 岡村 起代之（浦和北高等学校教諭） 
（東部） 
理事 高山 敦生（越谷西高等学校教諭） 
理事 坂本 修（久喜北陽高等学校教諭） 
（西部） 
理事 西澤 廣人（所沢高等学校教諭） 
理事 四阿 久修（新座高等学校教諭） 

 
 
 
（南部） 
理事 亀井 義弘（大宮南高等学校教諭） 
理事 寿原 淑郎（大宮光陵高校教諭） 
（北部） 
理事 奥原 浩（熊谷高等学校教諭） 
理事 星野 峰司（児玉高等学校教諭） 
 
□研究委員会委員一覧 
委員長 柳澤 実（松山女子高等学校教諭） 
委員 奥原 浩（熊谷高等学校教諭） 
委員 中島 聡（越ヶ谷高等学校教諭） 
委員 綿貫 俊之（川口東高等学校教諭） 
委員 春日井 優（越生高等学校教諭） 
委員 八巻 富士男（北本高等学校教諭）

 
 
 
編集後記               埼玉県立浦和北高等学校 教諭 岡村 起代之 
 
 教育のＩＴ化（ＩＣＴ化？）が叫ばれて久

しい。特殊な環境での華々しいＩＴ化ではな

く、平凡な教育活動での、地味でも確実なＩ

Ｔ化。これをいかにして実現するかが勝負な

のだ、と思っている。 
 さて、一昨年埼玉県高等学校情報教育研究

会が発足し、研究会誌も第２号を発行するこ

ととなりました。会員各位や、さまざまな

方々の協力があって発行することができま

した。 

 本誌発刊に際しましては、教育局指導部高

校教育指導課指導主事小出和重先生、県立総

合教育センター指導主事須藤崇夫先生にご

寄稿して頂くなど、格別なご協力を賜りまし

たことをここに深く感謝申し上げます。 
 最後に、お忙しい中、執筆と編集に携わっ

て頂いた多くの先生方に感謝申し上げると

ともに、この場をお借りして厚くお礼申し上

げます。 
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編集者 研究会誌編集委員会   委員長 勝又 健司（埼玉県立小川高等学校教頭） 
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